


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















[image: 空ろの箱と零のマリア5]







　本来、こんなものが、俺に関かかわることはなかった。俺は誰かの願いを叶かなえることも、自分の願いを叶えることもできないような、ありきたりな存在だ。

　目の前にいる超常的な存在である彼（あるいは彼女）が興味を持つのはカズだけだ。彼にとって、俺はカズの身近にいる人間に過ぎない。こうして力を手にしたのは、彼（彼女）がカズに干渉したいがために、その周りに影響を与えようとしているからだ。

　おこぼれで渡された〝箱〟を大切に抱かかえる俺は、言ってみれば、必死にゴミ漁あさりをし、生きながらえようとする乞こ食じきだ。

　だが、それでも、〝箱〟に依存する。

　そんな俺に、〝Ｏ〟は魅力的な微ほほ笑えみを向けている。

「〝Ｏ〟、俺には理解できないことがある。カズが特殊な存在だというのは認める。観察したいという欲求も分かる。だが、あなたほどの存在が、ここまで一人間に干渉する様は理解できない」

「どうしてだい？」

「これだけの力を持っているあなたが、そんなことをするのは、不自然だと思うからだ。あなたがこうして、あいつにこだわり、付きまとい、自分の欲望を打ち明ける。それだけであなたは、卑ひ近きんな存在へと成り下がってしまう」

「それがどうしたのかな？　私は、崇あがめられたいわけではないから、それでも構わないよ。そもそも、君の前に現れて、このように話をする時点で、卑近な存在だと感じさせてしまうことは避けられない」

「どういうことだ？」

「超然的な存在であり続けたいのなら、私は何も話さず、力だけを示せばいい。他の者に動機や目的を理解させることは、それだけで私を身近な存在にする行為だからね。私が発する一つ一つの言葉は、私をありきたりな存在にしてしまうのだよ」

　その説明をすると、彼（彼女）は優しい口調で、俺に尋たずねる。

「君は私に、超然的であって欲しいとでも思っているのかな？　自分の願いを叶える存在が、安っぽいものに成り下がっては、〝箱〟の神通力がなくなりそうな気でもしているのかな？　ならば、残念だけど、私は君が望む者にはなれないね」

「ならあなたは何者なんだ？　神でないとしたらあなたは何だ？」

　彼（彼女）は、特に躊躇ためらいもなく、自分の正体を口にする。

「〝Ｏ〟という方向」

　その端的な言葉は、しかし意味が分からない。

「方向？　何を言っている？」

「私は、〝私〟の一部に過ぎない。〝Ｏ〟というのは、巨大な存在である〝私〟の部位の一つだ」

　唐とう突とつに〝Ｏ〟とは別物らしい〝私〟など出されても、何のことか分からない。

「……人間の肉体で言えば、手や足みたいなものだってことか？」

「少し違うね。そうだね……大きなプールの中に溜たまっている水で喩たとえてみよう。その水すべてが巨大な〝私〟とする。その水を、コップですくう。そのコップの中の水が、〝Ｏ〟である私だ。私という中身を維持するためのコップが、〝Ｏ〟という名前だ。それが〝Ｏ〟という方向になる」

「……その方向という表現は何なんだ？」

「そもそも巨大な〝私〟には何の意思もない。いや、意思はあるが、君たちにとっては『ない』と同意だと思ってもらっていい。だから本来、〝私〟にベクトルはない。しかし、〝Ｏ〟という名前を与えられた私は、それと同時に意味を与えられている。意味を持った以上、『方向』が生まれるのは当然だ」

「その『方向』に、カズにこだわる理由があるというのか？」

「その通り。さすが君は吞のみ込みが早いね」

　言うまでもなく、それは褒ほめ言葉ではなく皮肉だ。

　だから〝Ｏ〟は、こんなことを口にする。

「そのせいで、君は〝箱〟を使いこなせない」

　俺は唇くちびるを嚙かむ。自覚しているにしろ、改めて言われるとやはりきつい。

「君は〝箱〟を〝箱〟のまま理解できない。そこに自分なりの解釈を与え、歪ゆがめ、自分が理解できるものに置き替えてしまう。君が思い描えがく〝箱〟は、〝箱〟ではない何かだ。ああ、そうそう、私が君に興味を持つわけがないと思っているみたいだけれど、それは誤解だよ。一かず輝きくんに〝箱〟を使える素質があるのとは反対に、君は〝箱〟を使える素質が徹底的にない。その有様は、ある意味で興味深くはあるのだよ」

〝Ｏ〟は言って、魅力的な微ほほ笑えみを携たずさえる。

「きっと私の正体を、初めに理解できてしまうのは君だろうね」

　余計なことは言うな！

　それだけのヒントを与えられれば、俺は、その正体を特定できてしまうかもしれない。

　確かに〝Ｏ〟はいくらでも姿を変えられる。男か女かも分からない。本来の姿など分かりようもない。

　でも俺は、本質を見抜ける才能がある。役にも立たない知性がある。

〝Ｏ〟を見抜いてしまっては、もう俺は〝箱〟の超常的な力を信じられなくなる。〝Ｏ〟が正体不明であるからこそ、俺は〝箱〟を特別なものだと思える。

　だから俺は、〝Ｏ〟を、自分の解釈で歪めない。

〝Ｏ〟を憧どう憬けいし、崇あがめる。

　そうして俺は、現実から目を逸そらし続けることで、〝願い〟を叶かなえる。
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◆◆◆「大嶺醍哉」09/06 SUN 12:05◆◆◆






『びっくりしましたね。……ええ。ええ。〝犬人間〟のことは知っていましたよ、もちろん。でもねえ、テレビの向こうの話だと思っていましたから。まさか身近にそんな人が現れるだなんて考えもしなかったですよ』

　テレビの液晶画面には、顔にモザイクを掛けられた女が映っている。主婦らしき中年女性の、機械によって変えられている声は、迷惑そうな色を孕はらんでいるのを隠せていない。

『○○（機械音によって消されている）さんはどんな方でしたか？』

『うーん……普通の人でしたよ？　でも、大人しい方でしたね。挨あい拶さつしても、返事をしてるんだかしてないんだか分からない声で、ボソボソ話すんですよ』

『変わった様子はありませんでしたか？』

『……最近、ではないんですけど、ご両親が失しつ踪そうされてから……そうですねえ、なんですか？　引きこもりってやつですか？　そんな感じだった気はしますねえ。仕事ですか？　……さあ？　何をしていたんでしょうね』

『ところでご両親が失踪……というのは？』

『はい。……あ、いえ、ご両親だけ別の土地に移動されただけかもしれません。失踪はそう噂うわさされていただけです。よくは知りません。何せ○○さんとは、ほとんどご近所づきあいがなかったのですからねえ』

『そうですか……。〝犬人間〟になる人間の特徴はご存じですか？』

　中年女性は、露ろ骨こつに言葉を詰まらせる。

『……ええ。犯罪者なんですよね？　しかも、罪が重い方が多いとか』

『○○さんの犯罪歴は、今のところ判明していないらしいですが……』

『私はただ○○さんがわめき声を上げて、手を地面につけて、這はいつくばっているのを目撃しただけですから。すみませんこれ以上のことは──』

　中年女性はそれ以上有益な情報を喋しやべらなかったのだろう。ここで画面は切り替わり、映像はスタジオにいる司会者や、コメンテーターを映した。

　出演者は、深刻ではあるが、しかしどこか滑こつ稽けいなこの現象に、どんな表情が適切か分かりかねているような表情をしていた。原因がまるで分からないこの不可思議な現象に、出演者たちのコメントは、お茶を濁にごすだけの苦し紛まぎれなものばかりだ。

　俺はベッドに腰掛け直し、せせら笑いを浮かべる。

　思惑通りに、ワイドショーは連日、〝犬人間〟について取り上げている。

　普通の人間が、ある日突然言語を発しなくなり、四足歩行を始める。それが〝犬人間〟なる現象だ。そんなセンセーショナルな現象を、ワイドショーが取り上げないはずもない。

　しかし、どれだけ大事になっても、この現象が起きた理由が判明することはないだろう。現在、あらゆる医師や学者などの有識者が、〝犬人間〟について調査している。しかしどの側面から調べようが、それが〝箱〟のせいだと分かる人間がいるはずもない。

　だから結局、そんなわけがないのに『演技』だの『自分が犬であるとの思い込み』だの『精神病』だの、その手の常識的なつまらない結論を出し、視聴者を失望させるしかない。むしろ、番組上お笑い要因で登場させたような、うさんくさい霊れい媒ばい師が言った、『これは自分たちが特別な存在であると驕おごっていた人間たちに、自分たちは一動物だと認識させるために神が用意した試練』という発言の方が、よっぽど視聴者を満足させた。

　失笑。

　そんなわけがないだろ。

　そもそも、驕りというなら、神が自分たちに都合良く試練を与えてくれるなんて思っている発想の方がよっぽど驕りだ。だって俺たちも、毛虫がどれだけ増長しようが興味ないだろ？

　だから、〝犬人間〟制作なんて、そんなバカバカしいことを思い付くのは、同じ人間の発想に決まっている。

　テレビに目を向けると、司会者が取ってつけたように、『この方の回復を心から願っています』と、心にもないことを口にしていた。それで今日の〝犬人間〟特集は終わった。

『回復を願っています』ね。

　どうせもうすぐその言葉は口にできなくなる。

　なぜなら、犯罪歴が今のところない『○○さん』こと『タムラカツヤ』は、親殺しの殺人犯だ。その事実が発覚すれば、回復を願うだなんてことを、安易に口にできなくなる。

　そして、俺とタムラカツヤだけが知るその犯行は、すぐに世間にも明らかになるだろう。

　なぜなら世論は、過去発見された〝犬人間〟が、全員凶悪犯である事実を無視できない。そしてその世論を、警察も無視できない。何かしら理由をつけ調査に乗り出し、タムラカツヤの自宅の庭から、両親の骨を無事発掘してくれるはずだ。

　そうしてタムラカツヤは、本来いるべき刑務所に放り込まれる。いや……犬そのものになりきっているあいつは、精神状態が問題となって刑務所に送られることはないかもしれないが、それは問題ではない。別に俺は、裁かれない犯罪者に制裁を加えてやりたいわけではない。

　もし、タムラカツヤの件が、俺の思惑通り進めば…………

　もう俺は布石をこれ以上置かなくていい。〝箱〟によってもたらされた俺の能力は、実は犯罪者でなくても、相手を〝犬人間〟にできる。それなのに俺は敢あえて、犯罪歴のある人間をこの能力を使って調べ、そいつらだけを〝犬人間〟にしてきた。

〝犬人間〟イコール犯罪者という図式を、世間に植え付けるためだ。

『四本脚の犬畜ちく生しようは、犯罪者』

　世間にその認識が広まれば、〝犬人間〟であるだけで、そいつが過去、凶悪犯罪を起こしたと結び付けるようになる。

　その効果。

〝犬人間〟は、これ以上ないほど惨みじめな有様だ。知性を失い、裸で無様に地べたを這はいずり回り、ワンワンと鳴き声を上げる様を見れば、誰もが嫌けん悪お感を抱いだくだろう。人間扱いされるわけもないのだから、当然誰にも同情されない。しかも、そいつが唾だ棄きすべき犯罪者であると、皆が知っているのだから尚なお更さらだ。

　誰もが〝犬人間〟になることを恐れるだろう。

　犯罪を犯せば〝犬人間〟になってしまうかもしれない。しかし、どうして〝犬人間〟になってしまうのか、その因果関係がはっきりと分かることはない。晒さらし者になることを避けるためには、罪を犯さず、清せい廉れん潔白に生きる以外の答えはない。

　それが犯罪の抑よく止しになる。

　もちろんこの〝犬人間〟の絶対数では足りないだろう。犯罪者は、かなりの確率で〝犬人間〟になってしまうと、そう思わせないといけない。そのために、俺はもっと〝犬人間〟を作成する。〝犬人間〟を大量に発生させる。

　そうすれば、誰もがこの現象から目を逸そらすことは不可能になる。

　俺は再びテレビに視線を戻す。

　話題は変わり、画面には新しい映像が映っていた。一般人がケータイで撮った映像なのだろう。映像は荒く、時折ぶれ、撮影した人間の驚きの声が入っていた。

　新しん宿じゆく歌か舞ぶ伎き町ちようの大通りで、大の大人たちが何十人も土下座をしている。

　土下座の集団は、一見してどんな集団かまるで分からない。ヤクザ、ニューハーフ、サラリーマン、女子高生、共通点がまるでなさそうな集団だ。

　そんな雑多な集団が、その中心にいる人物に向かって土下座をしている。しかも涙を流しながら。

　カメラが中心にいる人物を捉とらえる。

　両耳にピアスをつけた、銀色の髪の若い男が、土下座する人間を冷めた目で見下ろしていた。

　言うまでもなく俺、大おお嶺みね醍だい哉やだった。

「──ふん」

　予定通りだ。大通りでこれだけのパフォーマンスをすれば、どの携帯電話にもカメラがついているご時世、誰かしら撮影をすると思っていた。

　こうやってテレビに取り上げられることまで、予定通りだ。

　映像に対し、スタジオにいる出演者たちは顔をしかめ、『新興の宗教団体でしょうか？』などと的まと外はずれなことを言っていた。

　むろん、真実は違う。

〝犬人間〟も、この集団土下座も、どちらも俺の能力で起こしたことだ。

　まだスタジオには、その二つを結び付けて話す人間はいない。だが同じ時期に起こった、センセーショナルな不可解な事件を、結び付けたがる人間は必ず出てくる。ネット上では、すでにこの二つに何か関連があるかもしれないと、安直だが実は的まとを射ている人がちらほら出始めている。

　この映像は、伏線の一つだ。

〝犬人間〟を、社会がさらに無視できなくなったときに、この映像の中心にいる人間の意味を理解させてやる。

　そしてそのとき、俺の計画が本格的に始まる。




　ビジネスホテルを出た俺は、新しん宿じゆくの街を歩く。

　日曜の昼間。雑ざつ踏とう。俺はその人間の量に、辟へき易えきし、目眩めまいを起こす。

　俺はもう、知っている。

　多くの人間は、罪を抱かかえている。想像以上に多くの人間が、ヘドロのような汚れをその身体からだの中に秘めている。俺は、俺の〝箱〟の能力により、そのことを知ってしまった。

　知ってしまった俺にはもうこの雑踏が、ドロ袋が蠢うごめいているようにしか見えない。

　……ま、それにももう、慣れたがな。

　暦こよみはもう九月になったはずだが、日中の気温は夏と同様、まるで下がる様子はなかった。腕時計を見ると、午後の二時を指している。

　傾き始めた太陽が、俺の影を伸ばし始めている。

　伸びた俺の影を、すれ違う人が、次々に踏ふんでいく。




　それにより──

　──強制的に発動する、俺の〝箱〟。




　踏まれる度、俺の中に入り込む、罪。罪。罪。

「…………」

　初めは耐えられず、立っていることさえできなかった。しかし、どんなことでも慣れるものだ。この不快感を処理できず、体調さえ崩してしまった俺はもういない。そんな甘さからはもう脱却した。

　こんなものは、ただの作業の一つ。

「ぐっ！」

　それなのに思わず苦く悶もんの声を上げたのは、その醜みにくさが度を超えていたからだ。

　何だこれは？　誰かの吐と瀉しや物ぶつと、使い古したサラダ油と、蟬せみの幼虫をミキサーにかけて作った液体を、喉のどに流し込まれたようなこの不快感は？

　こんな罪を抱かかえ込むのは、どんなクズ野郎だ。

　俺はこめかみを押さえながら、その人間がどんな醜しゆう悪あくな面つらをしているのか確かめようと、影を踏ふんだそいつへと目を向ける。

「…………」

　驚いた。

　そいつは、素そ朴ぼくという言葉が最も似合うような、ボブカットの黒髪の女子中学生だった。休日であるにもかかわらず紺こんのセーラー服を着ている彼女は、外見だけなら、罪人どころか、この雑多な都会の街にそぐわないほどの無む垢くさだった。

　女子中学生は、突然うめき声を上げ、顔を歪ゆがませている俺に、怪け訝げんそうな視線を向けている。……ち、誰のせいだと思っていやがる。

　目は合ったがそれだけで、その少女は俺から通り過ぎようとした。

「復ふく讐しゆうはやめろ。同情はするが、自分のまいた種だ」

　過ぎ去ろうとした少女が、その場で立ち止まり、振り返る。その顔が無表情なのは、驚きよりも、まだ状況が理解できていないからだろう。

「制裁のつもりだろうが、お前の身体からだに金を払う連中は、お前をエイズにした奴やつと同じじゃない。同種でもない。そしてお前がしようとしている行為ほど、罪深くもない。お前は納得しないだろうがな」

　少女は目に戸惑いの色を見せるが、無表情のままだ。あまり感情表現が得意ではないのかもしれない。

「だからこれ以上、身体を売って、ＨＩＶを感染させようとするのはやめろ」

　少女は無表情のまま、口を開く。

「……こんな人がいっぱいいる場所で、変なこと言わないでください」

　ようやく少女が喋しやべる。そのか細い声は、耳を立てればようやく聞き取れるぐらいの小さいものだ。あまり活発なタイプでもないのだろう。

「安心しろよ。見ろ、これだけの会話をしても、誰も注目なんてしていない。都市ですれ違う奴に、いちいち気を払っていたら神経が持たないからな。指名手配犯がふらふらしていたって、こいつらは無関心だ」

　まあ、お前が犬の演技を始めるなら話は別だがな。

「どうして私のことを知ってるんですか……？」

「お前のことなんて知らない。俺はただ、腐ふ臭しゆうがするお前の罪を感じ取っただけだ」

　どこか覇は気きのない少女の表情が歪ゆがむ。顔をしかめた、ということをしたかったのだろうが、やはり感情表現が苦手なのだろう、少女はわずかに目を細めただけだ。

　少女は俺に背を向けて、駆かけ出す。ようやく逃げるという発想に至ったらしい。

「逃げられない。もうすでにお前は俺に管理されている」

　目をつむる。

　視界を閉じ、自分を閉じる。

　この少女に自分の影を踏ふませたことで、俺はもうすでにこいつの罪を取り込んでいる。俺は自分の心の奥底をまさぐり、その中にある少女の罪を探さぐる。

　──ズキリ。

　内臓に強く痺しびれるような痛み。

　その痛みに耐えながら、少女の思念を探す。俺の中に大量に入り込んでいる混こん濁だくした醜みにくい他人の思念は、臭においがなくとも鼻をつまみたくなるほどの汚物の塊かたまりに等しい。おとぎ話に出てくる悪い魔女が、トカゲや毒草を放り込んでグツグツに煮た鍋なべの中身に似ている。

　この内臓の痛みは、本当は幻覚なのだろう。俺の心が悲鳴を上げているだけなんだろう。この汚物に触れることを拒否したい俺の心が、内臓の痛みを生み出している。まったく、ハリガネムシにでも寄生されている気分だ。

　その嫌けん悪お感に耐えながら、手にした思念の中に、ようやくこの少女のものを見つける。それは『影』に似ている。

　この影に似た思念は、すべて、誰かの犯した罪。

　そうして俺は、俺の中の醜しゆう悪あくな鍋の中から──影を摑む。

「う、あ……！」

　数十メートル先で、俺から逃げていた中学生がかがみ込む。

　制御完了。

　目を開く。

　俺は内臓の痺れを、胸を手で強く押さえ付けることで無理矢理紛まぎらわしながら、ゆっくり少女に近寄る。

「あ、あぁぁぁああああああ……」

　喘あえぎ苦しみ、涙を流す中学生。

　さすがに周囲の視線が集まる。しかしそれでも、少女に手を差し伸べる人間はいない。そのまま無視をするか、戸惑い遠巻きに眺ながめている人間がいるだけだ。

「その苦しさは、自らの罪を直視しているだけだ。分かるな？」

　少女は何も言わず泣いているだけ。

「安心しろ。お前を〝犬人間〟にするつもりはない。俺が犬畜ちく生しようにも劣ると考える人間は、思考停止し、罪から逃げ、罪悪感さえ忘れた本当の屑くずだけだからだ。お前は該がい当とうしない。なぜならお前はこうやって苦しんでいる。自暴自じ棄きになっているだけだ。それは、ちゃんと成長する余地があるということ。だが、見張る必要はありそうだ。だから──」

　俺は摑つかんでいた少女の罪の影を、自らの口の中に放り込む。

「──お前は自分の罪に管理されろ」

　強きよう烈れつな苦い味が、口の中に広がった。

　そうして俺は、少女を支配した。




　俺が手にした〝箱〟、〝罪と罰と罪の影〟。

　その能力は、簡潔に言えば、相手に巣くっている罪悪感につけ込んで、その人間を操作する能力だ。

　しかし制約がある。俺が自らに課した制約だ。俺はその人間を操作するために、他人の罪を直視しなければいけない。それはその人間の最も醜みにくい部分を見るのと等しい。例えば目の前にいる中学生のこの少女は、売春によってＨＩＶに感染してしまい自暴自じ棄きになった。そうして復ふく讐しゆうとして、援助交際を迫せまる男たちにＨＩＶを感染させてやろうと、身体からだを売ることを繰り返している。他の誰より自分が傷付いているのに、罪の意識に押し潰つぶされているのに、自分からはやめられない。彼女の罪はもはや自立していて、暴走し、他人も自分も攻撃している。

　俺はその罪を受け入れる。

　その罪に付ふ随ずいした悪意ある攻撃性さえも、俺は受け入れる。

　もちろん俺も、その罪に攻撃される。

　だが俺は、そうすることでしか対象者を操あやつれない。




　──〝箱〟はなんでも〝願い〟を叶かなえてくれる。

　しかし、屈折なく〝願い〟を抱いだける人間はいない。〝箱〟はそうして歪ゆがんでしまった〝願い〟を、歪んだ形のまま叶えてしまう。

　俺も例外じゃない。邪じや魔まくさいリアリズムを持っている俺は、どうしても〝箱〟の力を信じ切れない。どんな願いも叶うだなんて不可能だと、どこかで諦てい観かんしている。

　何の工夫もなく〝箱〟を使ってしまえば、〝願い〟をねじ曲げてしまい、叶えられないのだ。

　だが、幸さいわい俺は、そのことを理解できていた。だから〝Ｏ〟に〝箱〟を渡されてもすぐに使わず、どうすれば俺でも〝箱〟を使いこなせるのかをまず知ることにした。

　機会はすぐに訪れた。神かみ内うち昂こう大だいが使った〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の中だ。そこで俺は答えにたどり着くことができた。

　その方法とは、〝箱〟で直接、自分の〝願い〟を叶えようとしないこと。〝願い〟を叶えられる『手段』を〝箱〟に〝願う〟という方法だ。

　例えば『世界を壊したい』という願望を持っていたとする。直接『世界を壊したい』と〝箱〟に望むと、どうしても漠ばく然ぜんとしているし、同時にそれだけのことができるのかと疑ってしまい、〝箱〟を使いこなせない。だから、ワンクッションを置き、『核爆弾のスイッチが欲しい』と〝願う〟。世界を壊すには十分な力だし、具体的で想像しやすい。

　もちろんそれだって、途方もない〝願い〟だ。〝箱〟にそれだけのことができると信じられなければいけない。だが俺は、〝箱〟のとんでもない力をもう目まの当たりにしている。現存の武器を手に入れる程度の想像はすでにできる。

　リアリストの俺でも、その手段なら〝箱〟を使いこなせるのだ。

　俺の真の〝願い〟は、『想像力のない愚ぐ者しや共をすべて駆く逐ちくしたい』というものだ。俺は直接その〝願い〟を〝箱〟に求めず、それができる武器を求めた。

『他人の操作』

　その力を、俺は選んだ。

　その〝願い〟が叶かなえられるのは、俺の性質ならではだろう。俺以外の人なら、他人の操作などできるとは思い込めず、その〝願い〟は叶えられないかもしれない。だが俺は普段から、自分の言動で、ある程度他人を操作できると考えていた。まあある種の思い込みだと自覚しているが、思い込みだろうと信じられればいい。それで、〝願い〟は歪ゆがむことなく、叶えられる。なおかつガチガチに制約を作り、自分に負荷を掛けることで、さらに〝願い〟を強固とした。ここまでしてようやく、俺はこの力を手にした。

　だがこの力は、俺の最終目的を叶えるためにはあまりに微力だ。目的を成し遂げるのには遠回りにも程がある力だ。我ながらこういう手段しか取れなかった自分のリアリストっぷりが嫌いやになる。

　しかしこれでいいとも思う。

　なぜなら、この能力がやけにしっくりくるからだ。

　それは俺にぴったりな能力だってことだろう？




　いまだかがみ込み、涙を流し続ける少女に、問いかける。

「無意味な復ふく讐しゆうはやめるか？」

　少女は、「あ、あぁぁ」と言葉にならない喘あえぎ声を上げながらも、精一杯にこくりと頷うなずいた。

　確信する。もうこの少女は、このくだらない復讐をやめる。この分なら、こいつを特別に操作をする必要もなさそうだ。

　もう用はないので離れようとすると、大学生風の男二人組が俺の前をふさいだ。

「……なあ、この子に何をしたんだ？」

　口調は穏やかだが、彼らは義ぎ憤ふんを覚えていて、俺を見逃しそうもない。俺が少女をいたぶっているようにでも見えたのだろう。

「何もしていない。なあ、そうだろう？」

　言って少女に目を向けると、少女は焦あせったように乱暴に涙を拭ふき、立ち上がる。

「はい、してません」

　その口調で、少女は顔を上げる。

　それだけなのに、どういうわけか、二人組はたじろいだ。

　──なぜ？

　しかし、少女の顔を見て、俺はすぐに納得する。

　無理もない。こんな顔を見れば、たじろぎもする。

　少女の表情は、無理矢理たこ糸か何かで口の端を引っ張られたような、そんな不自然な笑えみだった。瞳ひとみには鈍にび色いろの光が宿っている。

　──このパターンか……。

「この方は、神です」

　勘弁してくれ。

　俺がやったことは、この少女の罪悪感を突いただけに過ぎない。操作も何もしていない。だが、罪悪感を吸い出され、はっきりと俺に突き付けられたことで、自分の心を整理できたのだろう。たまたま、即効性のあるカウンセリングになったのだ。それが少女にとって大きな救いになった。

　そんなことを一いつ瞬しゆんで、しかも不可思議な力でした俺が、神にも見えるのだろう。まれにあるパターンだ。

　二人組は、その言葉を聞いて手に負えないと判断したのか、顔を引きつらせて離れていく。

　俺もまた顔を引きつらせて、少女を見る。少女はまるで神こう々ごうしいものを見るかのように目を細めて、息を荒くする。

　まったく何が神だ。やめろ。マジでやめろ。気持ち悪い。喉のどの奥まで指を突っ込まれたような気分だ。俺はそんなんじゃない。そんなものになりたいわけでもない。

　でも、

「────そうだ。神だ」

　そう呼ばれるのを、許容しないといけない。

　俺はまだ甘い。ピアスをつけなかった頃の、世界を優しいものだと信じていた頃の自分を、捨て切れていない。だから他人の罪を背負うだけで苦しんでいる。

　人間なら、苦しむのは当然？

　ならば俺は、人間であってはならない。人の心を失わなくてはならない。神かみ内うち昂こう大だいの首を絞しめ、殺しても、その弱さから脱却できないのならば、また誰かを殺してもいい。そこまでしてでも俺は、弱い自分を抹まつ消しようしなくてはならない。

　俺は、俺を超越する。

　神のごとき存在でなければ目的を果たせないというのであれば、俺は神になってやる。

「…………」

　俺を崇あがめる、少女を見る。

　特別操作をする必要がないとは思ったが……ああ、そうだ、だから操作しない理由もない。こいつの尊厳を奪うばい、堕だ落らくさせる覚悟もなくて、何が神か。

　こいつの人生ぐらい、壊してやる。

　どうせ元々終わってるような人生だ。それなら──

「俺のために、すべてを投げ出せ」

　俺は、自分の胸にある彼女の『罪の影』に触れ、操作を始める。

「……あ」

　少女は官能的な吐と息いきを漏もらし、俺にもたれかかる。まるで支配を懇こん願がんするように、潤うるんだ瞳ひとみで俺を見上げる。

「感謝しろ。お前のような汚れた女にも、俺は役目を与えてやる。そうだな、まずはこの場で靴くつを舐なめろ」

「うああああ、ありがとうございます！　ありがとうございますう!!」

　少女はなんの抵抗もなく、俺のブーツの底を舌を出して舐める。

「幸せです、幸せです、私ごときが、あなたがお履きになるものに、舌とはいえ触れられるだなんて、本当に幸せです！」

　俺は周囲の好奇や侮ぶ蔑べつの視線を受けながら、思う。

　くだらない。こんなことをさせても、羞しゆう恥ち心しんがあるだけで何の快楽もない。反へ吐どが出そうだ。しかし俺は、すべての人間を、このように服従させないといけない。

　些さ細さいな自分の感情など捨てなければならない。

「────ぐ」

　しかし、まだ胸は痛むのだ。

　俺は──ピアスに触れる。

　今では、ピアスは、両耳合わせて六つになった。俺はどうしても、自分の身体からだに穴を開けたかった。

「────」

　なぜか、桐きり野の心ここ音ねの顔が思い浮かぶ。

　彼女への感情など、もう捨てなければならないのに、浮かぶ。

　思い浮かんだ彼女の姿は、コンタクトをつけ、髪型をころころ変え、メイクに朝から一時間以上かけるような、あのごまかしばかりの薄っぺらい女じゃない。

　いつでも俺の頭の中にいる桐野心音は、気が弱くて、誰かの顔色ばかりを見て、俺の後をついてくるばかりだった頃の彼女だった。眼鏡めがねの奥の自信がなさそうな目を、俺だけに向けていた頃の彼女だった。

　浮かんでいるキリの顔を振り払う。

　ああ、分かっている。キリへの執しゆう着ちやくは、目的を果たすために、最も邪じや魔まになる。

　靴を舐め続けている少女を見下ろし、眺ながめる。

　俺は世界を変える。

　世界を変革する。

「……そうだ」

　それを可能にするには、俺は、桐野心音を切り捨てなければならない。




　それに、俺は、最大の敵を倒さないといけないだろう。

『ゼロのマリアに会いに行く』

　へらへらしていた誰かさんは、殺し合いのゲームの中で、すっかり腹を据すえ、変わってしまった。

〝願い〟を潰つぶすスペシャリストであるそいつは、必ず俺の前に現れる。今までと違い、〝箱〟に巻き込まれるのではなく、積極的に自分から飛び込んでくる。そうして俺の〝願い〟を潰す。

　──星ほし野の一かず輝き。

　俺はあいつと対たい峙じする。
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　醍だい哉やがいなくなっても、心ここ音ねは変わらなかった。

　それは、いくら心音が醍哉の失しつ踪そうを予見していたとしても、やっぱり不自然だった。だからこう結論を出した。

　心音は、明るい性格を演じている。

　それも、今だけでなく、僕と出会ったときから。

　白状すると、心音が今の明るい性格を、どこか無理をして演じていることには、とっくの昔に気付いていた。その心音に、陽はる明あきや醍哉が合わせてあげていることも気付いていた。

　そして醍哉が、それをあまり好ましく思っていないことも、気付いていた。

　でも、そんなこと、気に止めるまでもないと思ってた。

　だって誰だって、多かれ少なかれ、そういう部分がある。茂も木ぎさんだって、事故の前はだいぶ無理をして、交友関係を維持していたことがあると言っていた。ましてや心音は、なりたい自分になるために、敢あえて無理をしていたんだ。それは、全然悪いことじゃない。

　そう思っていた。

　でも、それはきっと間違っていたんだ。

　でなければ、あんなことは起こらなかった。




「だからさ、あれはないでしょカズくん！　そりゃ、あんまり優しくし過ぎて期待させるのも違うのもしれないよ？　でもさ、カスミがどんな状態か分かってるでしょ！」

　問題の事件が起きたあのとき、僕らは、放課後の教室にいた。

「カスミがどうして、学校に戻ってきたいと思ってるか、その理由をカズくんは分かってるでしょ！　カズくんにあんな態度を取られることが、一生懸けん命めいリハビリを頑張ってるカスミにとって、どれだけ残ざん酷こくなことか分かってるの!?」

　僕はその前日に、茂も木ぎさんの制止を振り切ってマリアのマンションに向かったことを、心ここ音ねに責められていた。

「カスミが事故に遭っても落ち込んでないように見えるから大丈夫だって、そんな風に思ってるんだったら大間違いだからね！　自分の身体からだがああなって、平気な人がいるわけがないよ。カスミはあたしたちに気を遣わせないように、気丈に振る舞ってるだけなんだよ！」

　夏休みが近い、七月だった。もうすでに午後五時を過ぎていたけれど、まだ窓から強い日差しが差し込み、教室は明るかった。この季節だから気温は高かったはずだけれど、それは覚えていない。

　心音はずっと必死に涙を堪こらえていた。この責められている状況では不ふ謹きん慎しんかもしれないけれど、友達のために悲しめる心音を、僕は好ましく思った。

　でも、心音の言葉には頷うなずいてやれない。

　心音の言っていることは分かる。十分過ぎるぐらい分かる。僕だって茂木さんに優しくしてあげたい。そんなの当たり前だ。

　だけどもう僕は、マリアを選んでいた。

　だから僕は、マリアを選んだその意思をはっきり伝えた。

「心音、僕はマリアを────……」

　その迷いのない僕の態度に、心音はわずかにうろたえながらも、だけどしっかりと反論した。

「で、でもあのタイミングで、あんな態度を取ることないでしょ！　せめてカスミがさ、もうちょっと回復してからじゃダメだったの！　それまで優しくすることぐらいできるでしょ！」

　僕は押し黙だまった。

　納得させられたんじゃない。これ以上何を言っても、心音の感情を荒立ててしまうだけだって分かったからだ。

　はっきり言えば、心音に何を言われても、それどころか心音が僕を嫌い、離れても、僕はマリアを選んだ決断を変えない。心音は大切で、絶対に失いたくない友達だけれど、それでも変えない。

　心音の言いたいことは分かる。でも、いいタイミングっていつだ？　本当にそんなものがあるのか？　茂も木ぎさんが学校に通えるようになったならいいのか？　僕と一いつ緒しよに学校生活を送りたいがために、つらいリハビリを乗り越え、やっとその悲願を叶かなえたときに、僕はマリアを選んだよと、茂木さんを突き放すのがベストタイミングなのか？

　そんなわけがない。

　どんなタイミングだろうと、茂木さんは苦しむ。

「何か言ってよカズくん！　お願いだからカスミをこれ以上、傷付けないでよ！」

　僕だって傷付けたくない。

　そう叫さけびたいけど、傷付けている張本人である僕が、そんなことを口にする権利なんてきっとない。

　僕はケータイを取り出した。心ここ音ねが「何見てんの!?」と、僕の行為に文句を言ったけれど、黙もく殺さつして目当ての画像を開いた。

　そこにあるのは、茂木さんがピースをしている、パジャマ姿の写真。

　やっぱり僕は、この写真が好きだ。ひまわりのような前向きな笑えみを見るだけで、僕は励まされた。

　この写真を見ると、いつかの世界で、茂木さんが好きだったことを実感させられた。こんな笑え顔がおを向けられ、しかもそこに僕への好意があったら、僕はその人のことを好きになるだろう。自分のことだからよく分かる。僕にとって大切な、本当に大切な、写真だ。

　だから僕は──画像を消去した。

　だって、僕はもう、茂木さんを選べなかったから。




　それから僕は何も言わずに、ただ心音を見つめていた。その真剣なまなざしに、心音も何も言えなかったのか、押し黙だまった。

　二人しかいない教室は、当然、静まりかえった。

　──そう、静まりかえっていた。

　だからだろう。静かな教室に誰もいないと思ったのだろう。部活終わりで教室に一旦戻ってくる途中のその二人は、廊下で遠えん慮りよなくその陰かげ口ぐちを叩たたくことができた。

「あー、ホント心音って、調子こいてるわ」

　まさか、その相手が、教室にいるとは思わずに。

「自分かわいいアピールし過ぎだっての。昨日もメガネうんぬんでめんどくさかったし。こちとらお前の顔面に興味ねえっつうの。会話する気がねえなら、鏡に話しかけてろ」

「分かる分かる。自分の話しかしないのうざいよねー。しかもかわいいって言ってるわりに、全然たいしたことないし。顔の作りとか、麻ま理り亜あ様と比べちゃったら、天と地の差があるし。トリプルスコアぐらい差がついてそー」

「あはは、ユウってば酷ひどい！」

　楽しそうに話す二人の声は知っていた。クラスメイトの女子で、心ここ音ねの友達だ。二人ともよく、心音と昼食を一いつ緒しよに食べている。

「でもホントそうだよね。心音は、メイクに気合い入れてるだけじゃね？　男ウケするために必死過ぎるんですけど」

「んー。実際モテてるけどね。……うーん、男ってそういうの見抜けないのかな？」

「少し可か愛わいくて、馴なれ馴れしく接してくれりゃ、男は惚ほれちゃうんでしょうよ。あれぐらい微び妙みようなレベルの方が手を出しやすいだろうし」

「そういうところ、心音はうまいよね」

「あいつさ、自分が人気者だとでも思ってんのかな？　あたしたちは、あいつの近くにいると、男が寄ってくるから付き合ってやってるだけだし」

「利用価値はあるよねー」

「しっかしストレスは溜たまるわ。毒どく舌ぜつ王子が学校来なくなって、利用価値下がってるし」

「あ、みーちゃん、大おお嶺みねくんお気に入りだったもんね」

「尖とがってるけど、本当は優しい人なのよ。ただの粗そ野やな人じゃないことは、あの溢あふれ出る気品で明らか！　あたしだけは分かってるよ、醍だい哉やきゅん」

「みーちゃんキモいー。ってか、大嶺くんがイケメンだからそう思いたいだけでしょー」

「それはあるね。つか、不細工に人権ねーし」

「大嶺くんって、心音と付き合ってるのかな？」

「うーん、過去系くさくね？」

「あーそうかも。うまくたらし込んだけど、本性が分かって離れたとか？」

　僕はあまりにも聞くに堪たえない悪口に、耳をふさぎたかった。でも、僕がそんなことをするわけにはいかなかった。僕よりも遙はるかにつらいであろう当人がここにはいるからだ。

　声は近づいてくる。もうすぐ二人と心音が顔を合わせてしまう。僕はどうするべきか判断できずに、とりあえず心音を見た。

　きっと心音は顔面蒼そう白はくで、固まっているだろう。泣いているかもしれない。……どうしよう？　この場は身を隠して、二人が帰るまでやり過ごすそうか？　そして後でマックにでも付き合って、話を聞いて、慰なぐさめようか？

　でも、慰める必要なんてなかった。

　心音は僕の予想していたような、青い顔はしていなかった。

　心音は──愉悦の笑みを浮かべていた。

「…………え？」

　そのときの僕には、理解できなかった。どうしてこんな状況で、そんな表情ができるのか分からなかった。

　ああ、でも、今なら分かるかもしれない。その後の心音の対応を見た僕は、その愉ゆ悦えつの意味を推測できる。

　あのときの心ここ音ねにあったのは、きっと──

「ふふ……」

　──優越感。

　やってきた二人は教室のドアを開けた。すぐに心音の姿に気付いて、二人は面白いぐらいに固まった。

「こ、心音、いたんだ」

　固まる二人に対して、心音の表情は柔らかだった。

「うん、いたよ」

　柔和な表情に、二人はどうするべきか戸惑っていた。

「あの……心音……？」

「あたしのこと、そういう風に思ってたんだね、ごめんなさい。あたし、ちょっと鈍どん感かんだから気付かなかったよ。これから気をつけるね」

「え、ええとね、心音」

「分かってる。悪口を言ってると、自然と過か剰じようになっちゃうときってあるよね。そういうのって、その場のノリに流されただけで、本心とは違ったりするよね。うん、分かってる」

　あの酷ひどい陰かげ口ぐちに対して、あまりに寛容な言葉だった。二人は不審に思いながらも、でも安心したように、わずかに表情を弛ゆるませた。

「そ、そうだよ」「変な盛り上がり方しちゃっただけで」二人の言い訳に、心音はやはり柔らかな笑えみを変えない。

「でもさ、やっぱり聞いちゃった以上、しこりはどうしても残っちゃう。……それは分かってくれる？」

「う、うん」

「だから考えたんだけど、ちょっとだけあたしも言い返していいかな？　それでおあいこってことはどう？　お互い水に流して、友達に戻ろうよ」

「そ、そうだね、なんでも言ってよ」

　そう答えたクラスメイトに対し、心音は言った。

　目を見つめて、はっきりと、聞き漏もらしがないようにと、ゆっくり言った。

「死ねよブス」

　何を言われたのか分からず、二人は目を丸くする。

「超ブス。顔面偏差値平均以下のブス。あたしに利用価値？　せいぜい人を利用できるだけの面つらをしてから言えよブス。お前らがあたしを利用しても、ブスにはカレシはできねーよ」

　ようやく心音が何を言っているのか分かって、一人は怒いかりで顔を赤くし、一人は恐怖で顔を青くした。

「あはは、思わず笑っちゃうよ。だって自分たちの嫉しつ妬と発言がさ、あたしを認めちゃってるってことでしょ？　自分が劣っていることがそんな悔くやしい？　はあ、いい加減にして欲しいよね。でもあたしは認めてないからこう言ってあげる。お前らはあたしの引き立て役にしかなれないブス。価値のないブス」

　睨にらみ付けるほどの強い眼光を二人に交互に向けていた心ここ音ねは、にこりと微ほほ笑えむ。

「はい、お互い水に流そうね」

　当たり前だけど、それ以来、心音とこの二人が口を利くことはなかった。




　そんな事件を思い返しながら、僕は姉のルーちゃんのノートパソコンで、YouTubeにアップされていた新しん宿じゆく駅の土下座集団の映像を見ていた。

　僕は、理解した。

　茂も木ぎさんのために泣けるだけの思いやりがある心音が、どうしてあの二人にあんな酷ひどいことを言ったのか？

　心音はなりたい自分になるために、進んで無理をしていたと思っていた。でも、そうじゃなかったのだ。心音はきっと、今の自分を演じるしかなかった。どんな無理をしてでも、それしかできなかった。

　無理をしなければ、心音は、心音でいられなかったのだ。

　そしてあの二人はきっと、心音の触れてはいけない部分に、踏ふみ込んでしまった。

　それ故ゆえのあの暴走。

　心音にあれだけのことをさせたものがなんであるか、僕にはまだ分からない。

　だけど醍だい哉やならきっと、その正体を知っているんだろう。

「あ、ルカも、その映像見たよー。すごいよね、この人、若くしてカリスマだよね」

　声に振り返ると、もう一人の部屋の主がパソコンの画面を覗のぞき込んで、的まと外はずれなコメントを口にする。

「……それ、僕のうまい棒だよね？」

　言いながら、ルーちゃんはうまい棒とんかつソース味の袋を開けていた。

「そのパソコンはルカのだよ？」

「うん。関係ないよね」

　言ったらしぶしぶ財布を取り出し、僕の手に十円玉を握らせた。

　……そういう問題じゃないけど……もういいや。

　ルーちゃんは、ぽりぽりうまい棒をかじりながら、他ひ人と事ごとのように言う。

「こういう人が、世界を変えるのかな？」

　僕はパソコンの画面に視線を戻す。

　ああ……そのつもりなのかもしれない。

　醍だい哉やは〝箱〟の力で、世界を壊そうとしているのかもしれない。




　そして、〝箱〟を使っている以上は、間違いなく、マリアを巻き込むのだろう。

　その結果、マリアは非日常の世界にいざなわれ、『音おと無なし彩あ矢や』に取り込まれるのだろう。

「…………それは──」

　──許さない。何があっても。

　僕の敵が、元来の『音無麻ま理り亜あ』に取り憑つき殺そうとする『音無彩矢』であることを、僕は〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の中で理解した。僕はマリアを、〝箱〟や〝Ｏ〟と関かかわりのない世界に導かなければならない。

　僕は、醍哉を止めなければいけない。

　でも、どうやって？

　僕は〝所有者〟じゃない。醍哉の〝箱〟次第では、反抗する手段さえないのだ。

　そんなんでどうやって、僕はマリアを護まもれるというんだ？

「────　　　」

　一つだけ、ものすごく安易な解答がある。

　それはどうしようもなく避けたい、かつての自分を裏切る手段だ。ああ、だけど、今更なんだ？　僕は手を汚す覚悟をした。実際すでに、神かみ内うち昂こう大だいを見捨てることで、手を汚した。

　だから──




〝箱〟を手にし、使うことになっても構わない。




　これから起きる出来事は、〝箱〟と〝箱〟の対立だ。

〝箱〟を潰つぶしたい僕の〝願い〟と、醍哉の〝願い〟の対決だ。

　醍哉の〝願い〟がどんなものなのかを僕は知らない。でもそれは、間違いなく、醍哉にとって譲ゆずれない〝願い〟なのだろう。

　でも、それがどんなものであれ──

「気に入らない」

　くだらない〝箱〟に頼らなければいけない〝願い〟なんて、全部クソだ。どんなに醍哉が大切に抱かかえ込んだ〝願い〟であろうとクソだ。液状になるほどに粉々に潰つぶして、跡形もなく消し去ってやる。

　大おお嶺みね醍哉を殺してでも。

「……そういやさあ、最近カズちゃんちょっと怖いよね。目つきとか暗殺者っぽいよ？」

　ルーちゃんの呟つぶやきを無視して、僕はパソコンをシャットダウンする。




　決意をする。

　僕は大おお嶺みね醍だい哉やと対たい峙じする。
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scene1.『近距離絶縁』









１．ホテルの外観（夜）


　　　比較的大きめで、ビジネスホテルのような外観。まだ明るさがある夜。






２．ホテルの一室


　　　家具は少なく、清潔そうなホテル。部屋は大きめ。中学二年の神かみ内うち昂こう大だいに置いていかれた苅かり野の実み柚ゆ紀きが、分かりやすい下げ卑びた男たち数人に囲まれ、顔を恐怖で青ざめさせている。男たちの後ろにはダブルベッドがある。

実柚紀「コ、コウちゃん！」

　　　神内昂大は呼びかける声を無視し、扉を閉める。実柚紀はそれを見て逃げようとするが、男の一人が出口の前に立ちふさがる。実柚紀は逃げ込めそうな場所を探し、とっさにバスルームに逃げ込む。

　　　バスルームはたまたま鍵かぎが掛かる作り。鍵を閉め、息を荒らげて扉をふさぐように座る実柚紀。半透明の扉に男たちの影が映る。

男たち「ミユキちゃん早く出ておいでー」「悪いようにはしないよ。おじさんたちと気持ちいいことしようよ」「こっちは高い金を払ってんだよ！」

　　　壁を叩たたく音に、実柚紀は自分を抱きしめて口元を震わせる。スクールバックを焦あせって開けようとする（うまく開けられない）。チャックを開け、ストラップがたくさんついた携帯電話を取り出す。

　　　震えた指で文字を打ち出す。






３．携帯電話の画面


　　　『助けて！　私このままじゃ変なオヤジたちに』青い顔でメールを打つ実柚紀の手が止まる。画面は『助けに来て』で止まっている。






４．（回想）リノの自宅


　　　小学生の大おお嶺みね醍だい哉やにわしゃわしゃと頭を撫なでられて、くすぐったそうな顔で照れている当時の実柚紀。

　　　その隣には小学生の桐きり野の心ここ音ねが不安そうな顔で醍哉につきまとっている。






５．バスルーム


　　　泣きそうな顔で、実み柚ゆ紀きは続きの文字を打つ。携帯の画面に『助けに来てダイ君！』と表示されている。送信ボタンを押す。『相手にメールが届きました』の画面。















◆◆◆「大嶺醍哉」09/09 WED 08:10◆◆◆






　例えば俺の人生を映画化するとしたら、もう新しい脚本は必要がないだろう。これから人間を超越するためにもがく俺の物語は、特異なものではあるかもしれないがウケはしない。〝Ｏ〟だの〝箱〟だのは、一般的には荒こう唐とう無む稽けい過ぎる。

　そうだな、過去の恋愛話の方が、まだよっぽど観客動員数が稼かせげる映画になりそうだ。ああでも、前向きな終わり方を示し唆さする偽のエピローグをつけないと駄だ目めだな。この際俺が、実は難病を抱かかえていて死んだことにしよう。その死をキリが乗り越え、成長するっていうエンディングはどうだ？　一昔前なら大ヒットだな。

　だが残念ながら現実では俺は生きていて、悲劇が終わった後も現実は続き、取り返しのつかない事態になってしまっている。

　とっくに大おお嶺みね醍だい哉やの物語は終わっている。

　クランクアップして、撮影はもういらない。

　だからもう、人間としての大嶺醍哉のすべては、終わらせるべきだ。




　そのために俺は、学校に戻ってきた。




「まったくカズくんは。あたしの美び貌ぼうに見とれていたんなら、素直に認めればいいのに」

「ホッシー、そろそろ言ってやった方がいいぞ。違います。思わず凝視してしまったのは、どうしてこんな巨大なショウジョウバエがいるんだろう？　と勘違いしたからだって」

　キリと陽はる明あきが、始業前の教室で、そんなやり取りをしている。

　俺は椅い子すに座りながら、その会話に加わってみる。

「殺意って言葉を今まで安易に使っていたが、キリ、俺はお前を見ていてようやくその概念が理解できた。これからは正しく使えそうだ。感謝しないとな」

「え？　ああ、あたしの輝きを見て、ついついくすんだ自分の惨みじめさに耐えきれず、自分への殺意を抱いだいたってこと？　仕方ないことだね！」

　適当に上っ面つらで合わせられる偽物の会話だな。譜面を見ながら流行歌のコピーをギターで弾ひくのと変わらない。

　まったく白々しい。いや、白々しいどころか、痛々しいレベルだ。

　俺は長期間失しつ踪そうしていた。それだけでなく、〝箱〟を手にし、変わってしまった。あの新しん宿じゆくの土下座映像を見て、中心にいるのが俺だと気付いた奴やつもいるかもしれない。だというのに、夏休み明けに突然戻った俺が、一日経っただけで日常に入り込めるなんてことはあり得ない。

　もうキリが作ろうとした、ぬるま湯の空間はない。その証拠に、女子生徒たちの一部がキリを避さけている。

　俺が帰ってこようがこまいが、日常は壊れていたのだろう。音おと無なし麻ま理り亜あの登場、星ほし野の一かず輝きが巻き込まれたいくつかの〝箱〟は、なんだかんだで日常に亀き裂れつを入れた。それでもカズが、この空間を維持しようとすれば保てたかもしれない。だが〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟を乗り越えたカズはもう、そんな無む駄だなことをしない。

　仮かり初そめの日常は終わる。

　トドメを俺が刺してやる。

　昨日一日で、この学校の生徒たち数十人を俺の支配下に置いた。学校を起点にして、計画を始動する。

〝箱〟に影響された世界を『非日常』と表現するのならば、俺は『非日常』ですべてを覆い尽つくしてやる。

　携帯電話をいじる。【被支配者】にした生徒のうちの一人が知っていた、ある人殺しのアドレスに、メールを送る。

『大おお嶺みね醍だい哉やだ。

　話があるから、昼休みに屋上に来い。鍵かぎは開けておく』




「久しぶりだね、大嶺くん。ん？　ああ、違うか。一応、本当の意味で話したのはこれが初めてなのかな？」

　生徒会長、新しん藤どう色いろ葉はは、呼び出しにきちんと応じて昼休みに屋上に現れた。

「愛の告白だったら、もうちょっとマシな場所を選んで欲しいんだけど。暑くてしょうがないよまったく」

〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟での出来事が、まだ尾を引いているかと思ったが……殺し合いをした相手にいきなり呼び出され、そんな軽口を叩ける度ど胸きようがこの女にはある。さすが新藤色葉だ。

　それでこそ、こうやって呼び出したかいがある。

「俺を殺した記憶はあるな？」

　遠えん慮りよない発言に、新藤は一いつ瞬しゆんだけ目を見開かせる。だがすぐに「あんた今生きてんじゃん」と苦笑して受け流す。

「あるようだな。人殺し」

　その言葉に新藤は唇くちびるを尖とがらせて頭を搔かく。平然としているようだが、これは違う。平然を装よそおっている顔だ。

「さて、その中途半端な記憶を補完してやろう。あの出来事が夢でも幻まぼろしでもないことは、聡そう明めいなお前なら勘付いているだろう。だが記憶がはっきりしていない部分はあるはずだ。あんな事態を引き起こした犯人は知ってるな？」

　新藤はわずかに躊躇ためらう様子を見せたが、答える。

「……神かみ内うちの野郎だね」

「そうだ。知っているのならお前は当然疑問に思ったはずだ。どうして神内昂こう大だいにそんな真ま似ねができたのか？」

　俺はその単語を口にする。

「〝箱〟があるからだ」

　新藤は次の言葉を待つ。しかし俺はそれだけで十分だろうと、口を開かない。

　一向に次の言葉を発しない俺に、新藤は頭を搔く。

「ええと……色々と説明をはしょり過ぎじゃない？」

「お前ならこれだけである程度理解できるだろ？」

「買いかぶりだね。あたし別に推測とか得意じゃないし。……でも〝箱〟ね。言い回しからして、それがあの殺人ゲームをさせた道具って感じかな？　というより、そんなゲームさえも起こせる力を持った道具と考えるべきかな？」

　俺の見込みはやはり正しく、新藤はこの説明だけでここまで洞どう察さつする。

　それどころか、こんなことまで口にする。

「で、もしかして大おお嶺みねくんは、その〝箱〟を持っていると言いたいわけ？」

　まったくどこが推測が得意じゃないんだか。

「そうだな、別に殺人ゲームをするようなものではないが、今俺は〝箱〟を持っている。わざわざ呼び出し、この話をし出した時点で、それぐらいはお前なら予想できるか」

「ってか分かったのはまあ、大おお嶺みねくんの雰ふん囲い気きが変わったから、何かあったんだろうなと思っただけだけど」

　雰囲気が変わったか。

〝所有者〟になり、あれだけのことをしているのだから、当たり前か。

「で、〝箱〟ってのは結局なんなの？」

「どんな願いでも叶かなえることができるアイテムだ」

「どんな願いでも？　すごいな。でもそういうのって大抵言葉通りじゃないよね。絶対呪のろいのアイテムみたいなもんでしょ。国民的ＲＰＧだと装備が外はずせなくなったりするやつ。あ、言っとくけど、あたしいきなり〝箱〟とか言われても信じないぐらいには常識人だから。話が進まないとあれなんで、あると仮定して話してあげるけど」

　あくまで俺を見下ろすスタンスを変えずに、新しん藤どうは続ける。

「で、大嶺くんは、どんな願い事をしたわけ？　恋愛成じよう就じゆ？　やだかわいい」

「世界の変革だ」

　新藤は一いつ瞬しゆん、押し黙だまる。

「……真ま面じ目めに言ってんの？」

「ああ」

　新藤はどんな表情をするべきか分かりかねているのか、無表情で答える。

「はあ……。まあいいや。その発言を真面目に受け取る。ってことはつまり、大嶺くんはその力を使って、世界を変えるために先頭に立とうとしているわけね。でもあたし、大嶺くんにその器うつわはないと思うし、適正もないと思うよ？」

　はっきり言う奴やつだ。

　だが、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟までの俺しか知らない新藤が下すその評価は、妥だ当とうだろう。

〝怠惰なる遊戯〟でＮＰＣの俺は、他人を拒絶することしかしなかった。他人を背負ったりしなかった。先頭に立つにふさわしい人間ならば、新藤のように、他の人間まで護まもろうとしなければいけなかっただろう。

　あのときの俺たちを比較し、どっちがリーダーの資質があるかと聞いたら、誰もが新藤だと言う。

　だからこそ俺は、新藤色いろ葉はを超えなければいけない。

　そのために呼び出した。

　さんさんと日が照り、しっかりと濃い影ができる、屋上に。

「俺がどう世界を変えようとしているか、説明する」

　新藤は「はあ」と気のない返事をする。

「いやいやあんまり興味ないんですけど。聞いてあげてもいいけど、暑いからせめて学食でも行かない？」

「ダメだ」

「あ、そ。じゃあ帰るわ。メアドを調べたんなら、そっちにメールを送ってよ。件名は『世界を変革するための俺プラン』ね。プ。アニメの見過ぎだな、大おお嶺みねくん。そんな件名のメールが着たら、返信どころか開きもしないわ」

　言って背を向ける新しん藤どう。俺は素早く新藤の前に回り込む。

「ちょっと。あたしが魅力的過ぎて解放したくないのは分かるけど、空気が読めないと女の子に嫌われちゃうぞ。あたしが悠ゆう里りだったら、親衛隊の男に『あの人しつこくて怖い』とか泣きながら訴えて、暴力を振るうよう誘導させちゃうぞ」

　新藤は立ちふさがる俺の横をすり抜ける。

　だがすり抜けようと関係ない。すでに目的は済んだ。

　もう新藤に俺の影を踏ませている。




　そうして──

　入り込む、殺人の罪。




「…………」

　また強きよう烈れつだな……。

　思わずその衝撃で膝ひざを突きかけてしまうほどだ。

　この前の中学生は嫌けん悪お感が強かったが、この罪は鋭えい利りな刃物のようにとにかく鋭するどい。刺激物だ。釘くぎを何本も丸吞のみしたようなこの罪は、油断すれば俺の全身を内側から平然とずたずたに傷付けるだろう。

　しかしその罪さえも俺は取り込む。

「新藤」

　振り返らずに離れようとする彼女の背中に、言う。

「お前は自分の罪の深さに溺おぼれろ」

　俺は自分の内側に一旦処理した、その罪の影を、取り出して摑つかみ──

「────!!」

　吞み込む。

「う……あ、……あ！」

　屋上のドアに手を掛けようとした新藤が、うめき声を上げる。まるで心臓を直接摑まれたような苦く悶もんの表情を浮かべ、脂あぶら汗あせを流し、新藤はその場にへたり込む。俺が今感じている、切り裂さくような痛みを新藤も感じている。

　苦しめ。それは元々お前のだ。

　俺はしゃがみ込んでいる新しん藤どうを見下ろす。その俺を新藤は睨にらみ上げる。

「何を……し、た！」

「平然としているように見えたが、やはりまだ立ち直れてはいないようだな。うまく隠せるようになっただけか」

「何をしたかって聞いてる！」

「罪を思い出させただけ」

「……はあ？」

「仕方ない。俺の〝箱〟、〝罪と罰と罪の影〟について説明してやろう。〝罪と罰と罪の影〟は人間を支配し、意のままに操作できる〝箱〟だ。俺に『罪の影』を吞のまれた人間は、そいつが最も罪の意識を抱いだいた出来事を思い出す。正確にはそのときの感情を思い出す。お前の場合は、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟での殺人だな」

「……こ、この感情は、あのときのもの……？　ど、うりで味わった覚えがあると思った」

　言いながら、その瞳ひとみに涙を溜ためる。

「お前は、俺に【支配】された。お前をもう意のままに操あやつれる」

　新藤は胸を押さえて立ち上がりながら、俺に敵意を向ける。

「こうやって、あたしを【支配】して、倒したつもりになって、自分の方が器うつわが大きいとでも思いたいわけ？」

「そんなことに何の意味がある？」

　新藤は眉まゆをひそめる。

「……じゃ、じゃあ、何なの？」

「〝罪と罰と罪の影〟は影の形状をしている。影を媒ばい体たいにして、その力を発揮している。俺の足あし下もとに伸びるのがそれだ。何重にも重ね合わせた罪のおかげで、どんなものよりも真っ黒に染まっているこの影が、俺の〝箱〟だ。だが、この〝箱〟は、俺だけのものではない。罪を取り込まれた者すべての共有物だ」

「……それって……？」

「お前も〝罪と罰と罪の影〟を使えるということだ」

　新藤は目を丸くする。

「待って。そうなると、あたしをここに呼び出した理由って、そういうこと？」

　やはり吞み込みが早い。

　新藤は俺がこれから説明しようとしていたことを先回りし、言う。

「あたしを仲間に引き入れたいってこと？」

　俺はその言葉を、不敵に口の端を上げることで肯こう定ていする。

　俺は、一かず輝きたちとの戦いに勝つために勝率を上げたい。そのためにこの絶対的な意志の強さを持つ、新藤色いろ葉はが必要なのだ。

「とはいえ、俺の計画に賛同できなければ、協力もしないだろう。だからこれから、俺が何をしたいかを説明する」

「……ああもう分かったから、この苦しいのを何とかしてよ！」

「無理だ。それはお前に元々あるものだ。俺はそれを刺激して、呼び起こしただけ。自分で何とかしろ。さもなくば力を渡す価値なしと判断し、【支配】したお前を利用するだけだな」

「この半端ビジュアル系が……！　ち、はいはい了解しました！　あたしを舐なめるなよ？　どっから来ている感情か分かれば、制御できるってもんよ。冷静になるまで少し待ってろ。あんたの計画を口先だけで破は綻たんさせてやる！」

　吐はき捨てて、新しん藤どうはラジオ体操の最後にするような仰ぎよう々ぎようしい深呼吸をした。何度か繰り返していく間に、表情が自然なものを取り戻していく。

「はいどうぞ」

　すっかり元の調子を取り戻し、新藤は促うながす。宣言通りすぐに冷静になるとは、まったく感心する。

「答えよう。俺がしたいのは個人個人の倫理観の強化だ。そしてそのための手段として、天から見下ろす視点を追加する」

「ああ……うん、まったく分からないけど、続きどうぞ」

「例えば地蔵を破壊するには、それがただの無機質の石像だと思っている人間でも、かなりの抵抗感がある。神を信じていない奴やつでも、神仏への強きよう迫はく観念がどこかにあり、罰ばちが当たるのではないかと不安になる」

「ま、そうだね。あたしもそうだ」

「神でもお天てん道と様でも世間でもなんでもいいが、とにかくそういった監視する視点があれば、悪事に踏ふみ出しにくい。俺は〝罪と罰と罪の影〟によって、そんな視点を追加する」

「どうやって？」

「〝犬人間〟は知ってるか？」

「もちろん。……ああ、あれ、大おお嶺みねくんの仕業なのか。でも、なんでもできるはずの〝箱〟を手にしたくせに、なんでそんな回りくどいことを？　初めから、個人個人が倫理観を高めるよう願えばいいのに」

「リアリストの俺にはそれが限界だ」

「ふうん、かわいそー。あ、でもさ、こんな誰かを操作する力を、他の人にも使えるよう共有したら、当然悪用する人間が出てくるよ？」

「現れるだろうが、大きな問題じゃないな」

「そうかあ？」

「誰彼なしに【支配者】にはしない。〝罪と罰と罪の影〟は、すでに【支配者】である人間が許可しなければ、操作する力を使うことはできない。現時点で【支配者】は俺だけだ。〝罪と罰と罪の影〟が共有物であることを伝えたことすら今までない。お前が初めてだ」

「まあ光栄だわあ」茶化すように言って続ける。「でも、それって、私が【支配者】になったら、他の人を【支配者】にすることもまたできるってことだよね？　ねずみ算式に能力者が増えてったら、やっぱ目が届かないんじゃないの？」

「【支配者】は、安易にその力を与えない。これは実際にこの力を手にすれば実感として分かるはずだ」

「実感ねえ……。……まあそれが本当だとしても、それでもやっぱ、悪用されないとは思えないけど？」

「〝罪と罰と罪の影〟は、罪悪感で他人と繫つながっている。悪用という意識があれば、それは罪悪感に繫がる。その罪悪感は、他の能力者に伝わる。特に【支配者】には強くな」

「ふーん。監視されているようなもんってことね」

　新しん藤どうはまた唇くちびるを尖とがらす。ああそういえば、こいつは唇を尖らせるのが癖くせだったか。

「まあ、言ってることは理解した。でも大おお嶺みねくんはさ、どうして〝箱〟で叶かなえたいことが、こんなもんのわけ？　もっと自分の欲望に素直になった方が幸せだと思うなあたしは」

「…………」

　できれば話したくないが、そうしたら、こいつは協力などしないだろう。

　俺は、ピアスに触れながら口を開く。

「俺は想像力のない人間が嫌いだ」

「そりゃあたしもそうだし、頭のいい人間なら基本そうでしょ」

「俺はあるときまで、他人の人生を壊すものは明確な悪意だと思っていた。悪人が善人を壊すのだと思っていた。だが違った。他人の人生を壊し、幸せを奪うばうのは、想像力のないバカだ。悪人ではなく愚ぐ者しやだ。自分の身勝手な行為が、どれだけ他人を傷付けるのか考えることができないカスだ。

　例えば常連の万引き犯。万引きの被害で店舗が潰つぶれるかもしれない。それで従業員が路頭に迷うかもしれない。収入がなくなった従業員の家庭が崩壊するかもしれない。その可能性を想像した上で悪意を持って窃せつ盗とうを繰り返すとしたら、そいつは悪人だ。だが大半は違うだろう。万引きは悪いことだと漠ばく然ぜんと思いつつも、自分の行動がどんな意味を持つか考えず、何らかの欲望を埋めるために窃盗をする。そしてさしたる自覚もなく他人の人生を壊す」

「大嶺くんは」

　新藤は柄にもなく神しん妙みような顔つきになっていた。

「そういう奴やつに、幸せを奪われたんだね」

　俺は、その質問には答えるつもりはない。

「だが〝罪と罰と罪の影〟が機能すれば、人間は自分の罪を強く意識するようになる。〝犬人間〟を世間にアピールしているのもそのためだ。各おの々おのが何が罪か考えるようになれば、倫りん理り観は高まる。客観的に自分の行為がどんな意味を持つのかを考えるようになる。漠ばく然ぜんと悪事を働いたりしなくなる。そして悲劇は減る」

「そんなうまく行くかね？」

「もう賽さいは投げられた。やるしかない」

　言った俺を、新しん藤どうは見極めるように目を凝らして眺ながめている。

「あのさ……それって本当にあんたの……」しかし言いかけてやめる「……いや、やっぱいいわ。ええと、〝罪と罰と罪の影〟はよく考えられていると思うし、やってることは面白いと思う。でもさっきも言った通り、あたしは大おお嶺みねくんにそれだけの器うつわがあるとは思えない」

「なら俺を審査するか？」

「ん？」

「今からお前に【支配者】の力を与える。【被支配者】を【操作】するには、そいつらの罪を丸々背負わなければいけない。お前のクラスメイトを含めた……そうだな、十人の罪を、お前に引き渡してやる」

「その十人を、あたしが【操作】できるようにしてくれるってこと？　でも、それがどうして大嶺くんの審査になるわけ？」

「やってみれば分かる」

「……ふうん。だけどいいの？　あたしまだ大嶺くんに賛同してないから、その力をもらっても協力しないかもよ？」

「審査した上で、俺の器が協力するに値しないものだと思えばそれで構わない。だが、俺を認めるのならば、否いや応おうなしに協力してもらう」

　新藤は俺の言葉に、子供のわがままを聞き入れるような、そんな腹立たしい笑えみを浮かべて頷うなずく。

「オッケーいいよ。覚悟する。認めたら付き合ってあげるよ」

「その言葉、忘れるなよ」

「あ、男女として付き合うわけじゃないよ。こんなあたしにもちょっといい感じの人がいますので」

　この期ごに及んで余計な冗談を付け加える新藤の度量に、思わず失笑する。

　自分に殺人をさせた〝箱〟なるものに、また関かかわってしまうかもしれないというのに、新藤はこの余裕だ。

　新藤は、俺を認めることなどないと確信しているのだろう。俺の〝箱〟に負けるなんてあり得ないと、そう思っているのだろう。

「……ふん」

　思い上がるなよ新藤。

　自うぬ惚ぼれ、提案を吞のんだことを後悔させてやる。どちらの格が上か見せつけ、勝利してやる。文字通り支配下に置き、靴くつを舐なめさせてやる。

　薄ら笑いを浮かべ、目を閉じる。

　同時に自分も閉じる。

　自分の奥底に沈む、たくさんの思念を探さぐる。

　暴れ回り、この身体からだを突き破り俺を殺そうとする、他者の『罪の影』。【支配者】になるということは、こいつらモンスターを飼い慣らさないといけないということだ。

　新しん藤どう。お前にはそれができるか？

「新藤」

「何？」

「人間不信になるなよ」

　そうして俺は新藤の頭を摑つかみ、口の中に人差し指と中指と共に、『罪の影』を押し込んだ。




　罪を吞のみ込むのは、その人間の最も汚い部分を吞み込み、受け入れることに等しい。

　俺が初めて他人の罪を取り込んだとき、俺は自分の血液が緑色になり腐ふ臭しゆうがするのではないかとさえ思った。その穢けがれた血液が、血管を駆かけ巡り全身に周り、俺自身の細胞を腐らせていくような気さえした。白昼夢を見て、その幻覚の中で自分がゾンビのように溶けた。爪つめの先から排はい泄せつ物ぶつのような臭においがして、蝿はえが寄ってくるのではないかと疑った。それだけ俺は苦しんだのだ。

　しかし、もしや新藤色いろ葉はならば、この罪を平然と吞み込めるのかもしれない。

　この苦しみは弱い人間特有のもので、強い彼女には平気なのかもしれない。

　そのときは俺の負けだ。新藤を仲間に引き入れるのは諦あきらめなければならない。

　それでも俺は計画を続行するだろう。だが、この敗北は尾を引く。戦力として彼女を引き入れられなかったことも痛いが、それよりも、自分の支配者としての適正のなさを思い知ることになるのがかなりのダメージになる。

　だから──

「う、ああ、あああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　その耳をつんざく悲鳴に、俺は安あん堵どした。

「あ、う、ああああ！　や、だ！　やめて何これふざけないで！　汚い汚い痛い痛い痛い痛い痛い汚い苦しいむかつく死ね死ね何なのこいつ生きてる価値ないし！」

　だがその嫌けん悪およりもさらに絶望する事実。

「でも！　でも！　……人間。ただの、普通の……人間……」

　その醜みにくさを抱かかえているのは、ただのそこら辺の人間。犯罪者でも悪人でもなんでもなく、自分の隣で笑っていてもおかしくない凡ぼん人じん。

　人は、生きているだけで、罪を犯す。

　多くの人間はその罪に、知らず知らずのうちに慣れてしまっている。自分の身勝手な価値観で、自分の罪を許してしまっている。他人から見れば、これだけ嫌けん悪お感を引き起こすものなのに、もうその汚れに慣れ親しんでしまい、おかしいと思わずに受け入れてしまっている。端的に言えば、人間は、すべからく自分に甘いのだ。

　人間は、醜みにくいのだ。

　だから、ただ生きているだけで、他の人間を壊す。

　絶望している新しん藤どうを尻しり目めに、俺は呟つぶやく。

「あと九つだな」

　また新藤の頭を摑つかみ、影を吞のませようとする。しかし、顔を真っ赤にした新藤が、俺の髪を摑む。

「ふざけるなよ。あんた……あたしをどうする気？」

「やめて欲しいか？」

　新藤は涙を流し続けている瞳ひとみで睨にらみ付ける。

「当たり前！　九つ？　こんなの、あと一つでも抱かかえられるわけない！」

「だが俺は９６７だ」

　突然出された数字に、新藤は目を丸くする。

「俺はすでに、罪を９６７背負っていると言っている」

　絶句する新藤。

「こ、」

　言いかけて咳せき込み、だがその敵意は消さずに続ける。

「こんなのを、９６７、抱かかえ込んでるって？」

　新藤は失笑し、首を振る。

「あは、無理だね！　精神が持つわけない！　そんなの破滅を覚悟しない限り、できるわけない！」

「そうだな。そういうことだ」

「は？」

「破滅することなど分かっている。俺はいつ気が狂って、のたうち回って舌を嚙かんで死んでもおかしくない。そんなことは覚悟してやっている」

　俺の最後は無残なものだろう。誰にも称たたえられず、尊敬されず、蔑さげすまれ、醜いその有様に誰もが目を伏せて、その腐ふ臭しゆうに鼻をつまみ、俺の死体はドブにでも蹴け落おとされ捨てられる。そんなもんだ。

　だけど、その覚悟を俺はしたのだ。

　そうなっても俺は、愚ぐ者しや共を駆く逐ちくする。

　新藤の髪を摑む力が弛ゆるむ。

「ある程度舞台を整えることができれば、死んでも構わない。そのときには俺の賛同者が引き継いでくれる。そのための共有だ。俺が死んでも、〝罪と罰と罪の影〟を残すための共有だ。俺がこの〝箱〟を放棄しない限り、〝罪と罰と罪の影〟のシステムはあり続ける。俺抜きでもこのシステムが正常に回るようになれば、俺はいつ死んでも構わない」

「何を言って……」

「で、どうだ？」

　俺は吐はき捨てるように言う。

「俺はお前に勝まさる器うつわか？」

　新しん藤どうは俺をマジマジと眺ながめ、摑つかんでいた俺の髪を離す。

　そうして涙を腕で豪ごう快かいに拭ぬぐい、また大おお仰ぎような深呼吸をして、感情を整える。

　鋭するどい眼光をまた取り戻し、口の端を上げる。

「…………あと九つ、引き受ける。約束だしね」

「平気か？」

「平気なわけない。でもあたしは言ったことは守るし、あたしにできないことがあるとも思ってない」

　言って、不敵に微ほほ笑えむ。

「尊敬するよ、大おお嶺みね醍だい哉や。あたしはあんたの破滅まで付き合ってあげる」
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　さあて。

　唐とう突とつな展開だが、頭を整理しよう。

　現状の確認。




　俺は映画館に監禁されている。




　空気さえ澄んで感じるほどの清潔感が、逆にどこか寒々しく、圧迫感を与える赤い映画館。

　俺はそこにいた。

「…………」

　どうしてこうなったのか振り返ろう。

　俺は新藤と共に、学校の制圧へと動き出した。

　そんなことをする必要があるのか？　と新藤が俺に質問をしたことがある。確かに学校を制圧し、拠点とすることには戦略的メリットはない。だが、心理的な意味では絶対に必要なのだ。なぜなら、まだ甘さを捨てきれない俺は、学校という『日常』を放棄し、決別する儀ぎ式しきをしなければならないからだ。

〝箱〟を感知するであろう音おと無なしを打倒し、〝箱〟と対立する存在である星ほし野の一かず輝きを打倒し、俺の『日常』の象徴である桐きり野の心ここ音ねと決別する。それが必要な儀式。取り込む順番さえ決めていた。９９９人目が音無麻ま理り亜あ、１０００人目が星野一輝、１００１人目が桐野心音。

　それが終われば、〝犬人間〟の量産を始める予定だ。

　そして、〝箱〟によって、世界を変容させる。

　学校の制圧は何の障害もなく進んでいた。順調ではあったが、だからこそ不気味でもあった。

　俺が〝所有者〟であることを知っている音無とカズが、ここまで動かないのは奇き妙みようだからだ。俺がこの学校に戻ってきた瞬しゆん間かんに立ちふさがってもおかしくないと思っていたし、それが自然のはずだ。

　しかし二人共そうしなかった。

　学校で二人の姿は目にした。しかし二人は、俺を遠目で眺ながめていただけだった。カズは俺を無視していた。音無も気に掛けているようだったが、何もしてこなかった。もしかしたら音無は、カズに行動を制限されているのかもしれない。

　カズがようやく俺の前に立ちふさがったのは、俺が９９８人目、柳やなぎ悠ゆう里りを【被支配者】にしたそのときだった。




「ずいぶん遅かったな」

　放課後の図書館。

　俺は人目など気にせず、白昼堂々、柳悠里を【被支配者】にしていた。図書館は新しん藤どうが封鎖していたし、その時点で図書館にいる生徒全員を【被支配者】にしていたので、気にする必要はそもそもない。

　カズは、〝罪と罰と罪の影〟によって、殺人の罪に懊おう悩のうしていた柳に、一度憐あわれむような視線を向け、俺を睨にらみ付けた。

　図書館に潜ひそんでいたカズは、予想に反して一人だった。

　考えてみれば、それもそうか。

　カズはもう音無を頼ったりしない。それどころか〝箱〟に触れさせることさえ、させないつもりだろう。だから、どう言いくるめたのかは知らないが、音無に手を出させなかった。

「醍だい哉や」

　名前を呼び、カズは微ほほ笑えみを浮かべた。

「当然、覚悟はしているよね？」

　その微笑みを見た俺は、驚きを隠せない。

　なぜならその魅惑的な微笑みは、あまりにも〝Ｏ〟に似ていた。

　俺がその意味を思わず考えてしまっている間に、カズはすぐ側そばにまで来ていた。

　まるで女を口く説どこうとしているのかと勘違いするような、甘く優しい声で、星ほし野の一かず輝きはささやいた。

「潰れろ」




　その言葉を聞くのと同時だっただろう。俺はまるで何の脈絡もなく、映画館にいた。

　この不可思議な現象。

　すぐに察知した。

　これは〝箱〟の中だ。

　誰の？

「……まさか」

　状況的に言えば、推理するのは簡単だった。その可能性もすでに考こう慮りよしていたはずだった。

　だが、そう易やす々やすと受け入れられない。

　なぜならあいつは〝箱〟を毛嫌いしていた。俺たちにとっては魅力的でしかないあの〝Ｏ〟に嫌けん悪お感を持っているのが、何よりの証しよう左さだ。

　それなのに、ただ俺に対抗するためだけに、〝箱〟を手にするなんてことがあるのか？

「いや……」

　違うか。

　俺に対抗するためじゃない。

　俺の〝箱〟を潰つぶすことで、音おと無なし麻ま理り亜あを護まもるためだ。

　そのために星野一輝は、〝箱〟を使った。

　そうしてこの映画館のような〝箱〟の中に、俺を放り込んだ。




　映画館は、いくつものスクリーンがある、いわゆるシネコンだった。近くにあるショッピングモールの中にあるシネコンに似ているのは、一輝が〝所有者〟だからだろう。

　おそらく無む駄だだろうと思いつつも出口を探した。やはりない。シミ一つついていない赤いカーペットが引かれた通路は、常に曲がっている。おそらく見取り図を見れば、通路はきれいな円形になっているだろう。そして等間隔にシアターへの入り口がある。シアターの数は全部で四つ。シアターの中は、広さ、スクリーンのサイズ、椅い子すの数と、すべて同じだった。

　そして無人。

　導き出す結論。

　俺は映画館型のこの〝箱〟の中に監禁された。




　状況を整理した俺は、改めて考える。

　この〝箱〟は一体なんだ？　これから何が起きる？

　俺は、目の前にある電光掲示板を眺ながめる。画面にはそれぞれの映画と、上映時間が書かれている。




シアター１『近距離絶縁』（16:30～18:00）

シアター２『18．44メートルの隔たり』（18:30～20:00）

シアター３『リピート、リセット、リセット』（20:30～22:00）

シアター４『15歳とピアス』（22:30～24:00）




　上映時間はそれぞれ一時間半。そして合間が三十分。きっちり二時間後に、別の映画が始まることになる。最後の映画が終わるとき、ちょうど今日、９月11日が終わる。

　これは、俺に全部観ろということなのか？

　腕時計を見る。16時24分。ケータイを取り出して時間を確認したが（ちなみに圏外となっていて、外部との連絡は取れない）、同じ時刻を表示している。電光掲示板にも同じ時刻が表示されていた。だが何しろ〝箱〟の中だ。この時間が外の世界と同じとは限らない。

　しかし一本目の『近距離絶縁』の上映が始まる時間は、それらの示す時間通りで間違いないだろう。

「…………」

　どうするべきだ？

　映画を観ることで、カズの思惑通りに事が進む可能性は高い。

　だが、だからといって、このまま映画を観ることを避けていては、カズの狙ねらいが分からない。何をしていいか分からないために対策を練れず、尚なお更さらカズの思惑通りに事が進んでしまうかもしれない。

　状況を理解するために観るべきか？　それとも、この〝箱〟に反抗するために無視するべきか？

　しかし、そんな思考をする意味はなかった。




　俺はスクリーンの前に座っていた。




　またも瞬しゆん間かん移動だ。超常現象の安売りに俺は溜ため息いきを吐つく。

　すぐに状況を確認する。俺の身体からだは拘こう束そくされているわけではない。これから上映されるものを観るべきでないと判断するのならば、席を立つことだってできる。

　だがそんな気がまるで起きない。

　この脱力は俺の意思には関係ない。おそらく──いや、間違いなくこれは〝箱〟の力だ。

　とりあえず俺は、椅い子すと俺の身体を接着させようとするその力に抵抗してみる。まったく動けないということはない。立ち上がれる。だが、それだけでも、高熱に苛さいなまれているかのように相当にかったるい。長時間は無理だ。この意志は続かない。

　俺はそのかったるさに耐えながら、辺りを見回す。

　…………。

　どういうことだ？

　人がいる。

　一人二人ではない。どこからやってきたのか分からないが、平日の夜のシアターぐらいの人数が席に座っている。

　陽はる明あきもいる。

　死んだはずの神かみ内うち昂こう大だいもいる。

　だが、全員が俺と関係する人間ではなさそうだ。名前を覚えてない程度の顔見知りもいるし、誰か分からない奴やつもいる。

　──なんで神内がいる？　何だこのチョイスは？　知り合いを集めたというのなら、俺との関連性が薄い奴がいるのはなぜだ？

　観客は全員、自分の顔の仮面をつけているかのように、無表情だった。おそらく実体はない。置物のようなものだ。この演出の不気味さに一時は驚かされたが、少しやり過ぎだろう。むしろその演出過多は、〝箱〟によるものだと実感させ、俺を冷静にさせてしまう。

　俺はここにいる人形たちの関連性を見つけようと、観察を続ける。

　そして、見つけてしまう。

「何だあれは？」

　思わず口にする。

　最後尾の、右端の席に、ある…………いや、その表現は違うかもしれない。『ある』のではなく、そこだけ『ない』のかもしれない。

　その席は、誰かが座っているような形で、真っ黒い穴が開いていた。

　絶対的な闇やみ。

　影とは違う、穴。

　名付けるとしたら、そう──『奈な落らく』。

　俺はその不気味さに思わず眉まゆを寄せ、かったるさに耐えるだけの気力を失い、その場に腰を落とす。

「…………!!」

　そこで俺は……我ながらマヌケだとは思うがようやく、そいつに気付いた。

　自分の隣に座っている人物。

「…………リノ」

　苅かり野の実み柚ゆ紀き。

　俺が殺した神かみ内うち昂こう大だいの、元彼女。

　近所に住んでいた、一つ年下の幼おさな馴な染じみ。

　もう二度と話すことはない、幼馴染み。

「────ぐ……」

　リノは他の置物人間たちと同じように、無表情で、何の反応もしなかった。しかし俺は、こいつだけは置物だと割り切れない。こうやって隣に座っているだけで、どうしてもかつての自分を思い出してしまう。

　感情を整理できないまま、開演を知らせるブザーの音を聞く。

　半分条件反射的に、俺はスクリーンに目を向けた。




　スクリーンには、あまり特徴のないホテルが映った。

　建物を見た瞬しゆん間かんに、何があった場所か分かったのは、隣に当事者がいるからだろうか？

　中学時代のリノに、下げ卑びた顔の男たちが迫せまっていた。青ざめたリノは、バスルームに逃げ込み、携帯電話を取り出し、震えた指でメールを打った。

　そして、俺へとメールを送信した。

　シーンは切り替わる。

　実家の勉強机でノートを広げている、黒髪の男が映し出される。

　中学時代の俺だ。

　俺は、着信音が鳴った携帯電話を手に取り、開いた。そこには先ほどリノが送った、メールの文面がある。

　ああ、あのときのことを思い出した。

　俺は初め、そのケータイの画面に映る文面を信じられず疑っていた。リノは昔からいたずら好きなところがあったし、何よりこの頃の無む垢くな俺は、知り合いがこんな犯罪に巻き込まれることをうまく想像できなかったからだ。この世の犯罪はすべて、自分に関かかわることがないものだと俺は信じていた。テレビの向こうの殺人事件は、画面の中から出てこない、遠くの世界の話でしかなかった。

『いたずらだろこんなの。でも、全部本当だったら……』

　スクリーンの中の俺は、そんなことを呟つぶやきながらもリノに電話を掛けた。『もしもしリノ？』『ダ、ダイちゃん、た、助け……』切せつ迫ぱくしたリノの声に男の声が重なる。『おい！　誰と電話してる！』ガシャン！　ガラスの割れる音。リノの悲鳴。

　電話は切れる。

　俺は、それで、ようやくリノに訪れている状況を理解できた。安易に電話を掛けてしまったことで、リノをさらなる危機に陥おちいらせてしまったことを思い知った。焦あせる気持ちを必死で落ち着かせながら、すぐに[image: ひゃくじゅう]番に電話した。




　俺はそこでやっと、目を背そむけたくなるシーンしか存在しない映画から目を逸らし、隣に座る『苅かり野の実み柚ゆ紀き』の置物を見る。

　言わずもがな無表情だった。

　でも、それさえ、俺への無言の訴えに見える。

　俺はようやく、この映画館に集まっている人間の共通点を理解する。

　ここにいるのは出演者だ。陽はる明あきも、神かみ内うちも、登場人物の一人。ああ、よく見れば、今リノを襲っている男たちもいる。

　そして、主演は俺とリノ。

　隣に座るリノの服装は、見たことのない制服だった。おそらくリノが通う高校の制服なのだろう。

　……そうか、あいつ、ちゃんと高校に行けたんだ。

　俺は高校生になって、一人暮らしを始めてから、中学時代の人間関係を陽明とキリ以外、完全に断たった。リノはもちろん、自分の親とも連絡をしていない。だからあんな目に遭ったリノが、きちんと進学をしたことさえ知らなかった。

　俺はそこまで考えて、リノから目を逸らした。

　ここには目を逸らしたいものしかなかった。

　だがこの〝箱〟は、俺に目を伏せることを許さない。それをさせないための力が働いている。

　だから自然と、見たくないのに、スクリーンに視線を戻す。




　──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────…………。




　リノはベッドの上で、泣きながら暴れている。

　一シーンごとに苦く悶もんの声を吐はきたくなる。

　これは映画じゃない。

　ただの過去だ。

　リノの視点からの、俺の過去だ。

　リノがホテルに置き去りにされたことも、俺と陽明が助けに行ったときはもう遅かったことも、それからすべてが崩れ始めたのも、ただの実際に起こった出来事。

　これは──

　これは、そうか────




　俺の罪の上映。




　認識した途端、俺に襲いかかる罪悪感。

　暴走せんとする俺の〝罪と罰と罪の影〟。

「ぐ！」

　なるほど、そういう作戦かよ、カズ。

　俺の自滅狙い。

　こうやって俺の過去を上映する映画館に放り込み、罪を突き付ければ、俺は勝手に潰つぶれる。俺は元より、自分の〝罪と罰と罪の影〟だけで手一杯なのだ。元々不安定な俺を潰すのに、リスクを冒す必要がない。あいつはただ、初めからタイトロープの上を歩いている俺の背中を、軽く押せばいい。

　俺の中のたくさんの『罪の影』たちが暴れている。こいつらはいつでも、俺が壊れるのを望んでる。舌した舐なめずりをして、俺が奈な落らくに落ちるのを待っている。俺という餌えさが口内に落ちてきたら、ぐしゃりぐしゃりと骨ごと嚙かみ砕くだいて嚥えん下げする気だ。

　まったく、俺の能力だってのになんだこれは？　誰が飼い主かを理解しない、頭の悪いペットばかりだ。

　苦痛に、こめかみを押さえる俺の視界に、リノの姿が入る。

　無表情のはずだったリノが、まばたきもせずにこちらを凝視していた。

　じっと、

　じっと、

　俺を見ている。

「……なんだ？」

　答えるはずもないのに問いかける。

「……………………」

　リノは、まばたきもせずに、無言で俺を見つめる。

　理解している。これは置物だ。〝箱〟による演出だ。

　なのに、口は勝手に、言葉を吐はき出す。止められない。

「俺を憎にくんでいるとでも言いたいのか？」

「…………………………………………」

　リノは、まばたきもせずに、無言で俺を見つめる。

「そうだな当然だ。でもそれでも心底思う。あのとき、お前を助けになんて行かなければよかったって。お前に優しくなんてしなければよかったって。お前なんて下げ卑びた男たちにレイプされたときに、ショックで自殺すればよかったってな」

「……………………………………………………………………………………」

　リノは、まばたきもせずに、無言で俺を見つめる。

「そうだよ。なんで自殺しないんだよテメエは。ずうずうしく生きてんなよ。お前みたいなのが生きてることは恥はずべきことだと、散々教えてやったろ？」

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　リノは──

　いや、劇場にいるすべての人間は、まばたきもせずに、無言で俺を見つめている。

　──俺を、咎とがめる、ように。

『そうやって』

　リノが喋しやべり出したわけでも、他の誰かが喋り出したわけでもない。

　スクリーンの登場人物が、話しているだけのセリフだ。

『相手を傷付けてもいい相手だと思うことで、自己正当化するのはやめろよ』

　そう中学生だった頃のリノに喋っているのは、まだ黒髪の俺だった。




　シーンが切り替わる。

　スクリーンには写真を赤いペンで塗り潰つぶすリノが映っていた。

『死ね、死ね、死ねよ桐きり野の心ここ音ね！』

　写真の中の桐野心音は、リノの手によって、血だらけみたいな真っ赤な姿になった。




「────　　　」

　弱音を吐はきそうになり、俺はギリギリで堪こらえる。

　だが、座席にいる『奈な落らく』は、いつの間にか俺へとわずかに迫せまっていた。







[image: シアター２『18．44メートルの隔たり』（18:30～20:00）]















scene2.『18．44メートルの隔たり』









１．野球場（昼）


　　　試合中。地方大会決勝。９回裏、２アウト１塁るい３塁、カウント２ボール１ストライク。

　　　スコアは２対３で勝っている。

　　　マウンドに中学時代のユニフォーム姿の臼うす井い陽はる明あき。汗を腕で拭ぬぐい、キャッチャーのサインを覗のぞき込む。

陽明（モノローグ）「あいつは最高だ」

　　　サインを確認し、頷うなずく。

陽明（モノローグ）「シニアの監督のが渋しぶい顔をするのを無視して、軟球を扱う中学の野球部を続けるのはあいつがいるからだ」

　　　セットポジション。

陽明（モノローグ）「シニアでは、プロになるだろうと将来を嘱しよく望ぼうされている奴やつらを何人も見てきた。実際にプロになるな、と確信できる奴らもいた。でも、俺はそいつらに脅きよう威いを抱いだいたことはない。俺が見る限り、あいつ以上のプレイヤーはいなかったからだ」

　　　大きく息を吐はく。

陽明（モノローグ）「あいつのプレーはいちいち美び麗れいだ。その一つ一つのプレーを見るだけで、俺はどうしても圧倒される。あいつみたいに、プレイヤーとしての芯しんが自分にもちゃんとあるのかどうか、不安になってしまう」

　　　足を上げる。

陽明（モノローグ）「俺はどこの名門野球部からも誘われるほどの選手になった。野球少年なら誰もが夢を見る、甲こう子し園えんのマウンドに立つことが、もう夢ではなくクリアすべき課題になっている。プロさえも視界に見えていると言っていい。（腕を振りかぶる）しかし俺は、野球を始めた小学生の頃からずっと、ただあいつの真ま似ねをしていただけだ」

　　　ボールを投げる。剛速球。

　　　バッター空振り。

　　　キャッチャーミットにボールが収まるのを見て、陽明は咆ほう哮こうし、ガッツポーズをする。

陽明（モノローグ）「だから俺は、あいつに敵かなうと思えない」

　　　キャッチャー、マスクを取る。

　　　マスクを手に持ちながら、破顔する醍だい哉や。

　　　そのままマウンドに駆かけ寄り、飛び付くように陽明に抱きかかる。他のチームメイトたちも集まり、歓喜の輪ができる。

陽　明「おい、ダイヤン抱き付くな。男に抱き付かれてもうれしくない！　そもそも汗くせーんだよお前」

　　　言いながらも笑え顔がお。

醍　哉「陽はる明あきほどじゃないから安心しろ。お前もくせーぞ」

　　　醍だい哉やも笑顔のまま。

陽　明「な、何だと！　早く８×４を持ってこい！　女子マネージャーに嫌われる！　これからウイニングボールを渡して、君のために三振を取ったと噓うそを吐ついて、口く説どく予定なんだぞ！」

醍　哉「はは、うちの野球部に女子マネージャーなんていないだろ」

　　　選手たち、グラウンドに集まり、整列する。

陽明（モノローグ）「一度あいつに隠して、懇こん意いになっていたスカウトに、あいつのプレーを見せたことがある。（一同、礼をする）俺は高校でも、あいつと一いつ緒しよにプレーしたかったんだ」

　　　スタンドの応援席へと向かって、選手たちは駆かけ出す。

陽明（モノローグ）「でもそのスカウトの反応は冴さえなかった。中学生にしてはうまいとは思うが、なまじ完成されているだけに飛ひ躍やくは難しく、うちではレギュラーは取れないかもしれない。少なくとも特待生にするのは厳しい。そんな評価だった。確かに醍哉の身体能力は平凡だ。短距離走のタイムも、握力も、背筋力も、俺に勝てない。でも、それぐらい軽く補えるほどの能力が醍哉にはあると、俺は信じていた」

　　　スタンドに礼をする。

陽明（モノローグ）「そのスカウトの眼力が正しいとは限らない。でも、客観的に、あいつが野球選手としてあまり評価されていないことは知っていた。ああ[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]もしかしたら、俺もそんなことは分かっていたのかもしれない。俺が圧倒されていたのは、そのプレーではなかったのかもしれない。野球の才能も、実力も、すでにすでに醍哉を上回っているのかもしれない。だが俺の中での序列は変わらない。もし俺が大リーグでエースになったとしても、覆くつがえらない」

　　　スタンドに心ここ音ねの姿。心音は軽く涙を浮かべ、喜んでいる。その目は醍哉しか捉とらえていない。

　　　醍哉はそんな心音に苦笑のような、でも優しい微ほほ笑えみを向けている。

陽明（モノローグ）「主役は醍哉のまま変わらない」

　　　陽明、見つめ合っている二人を眺ながめ、にこりと笑う。

陽明（モノローグ）「だから俺は、初恋の相手を諦あきらめた」















◆◆◆「大嶺醍哉」09/11 FRI 18:00◆◆◆






『近距離絶縁の上映は終了しました』

　スタッフロールの流れない映画が終わると同時に、俺はスクリーンから離れ、電光掲示板の前にいた。すっかりおなじみの瞬しゆん間かん移動がまた起こったからだ。

　誰もいないエントランスで、俺は無理矢理ほくそ笑えむ。




『潰すよ』

　なるほど。

　言うだけあって、えげつない。

　これは俺の過去を、傷口に直接指を突っ込むように、ほじくり、広げ、悪化させ、〝願い〟を苦痛で塗り潰つぶし根絶しようとする、カズの攻撃だ。

　あいつめ、なんていう残ざん虐ぎやくなことをしやがる。

「────」

　そうだ。俺は何をなすがままにやられている？　これはカズによる意図的な攻撃だというのに。

　そもそも本当にこの映画の情報は正しいのか？

　確かに起こった出来事は記憶通りだ。だがリノの視点で描えがかれているのだから、俺の知らない部分もある。

　そこが捏ねつ造ぞうだってこともあり得る。あの映画で描かれた、リノの心の動きだって本当かどうか分からない。そんなもの本人でなければ分かるはずもない。




「だいぶ痛手をお受けになっているようですね」




　突然の声に、俺は驚き、顔を上げる。

「……誰だお前は？」

　そこにいたのは、髪の長い、見たことのない女だった。デパートの受付嬢じようのような清せい楚そな制服を着ていて、首にスカーフを巻いている。顔立ちを見る限り、歳としは俺と同じくらいだろう。

「わたくしは、このシアターの案内人をしております、【Ａ】と申します」

　しかしその雰ふん囲い気きは、同世代の女とは思えない妖よう艶えんさを身にまとっている。品がある、とは少し違う。それでは好意的な言い回しになってしまう。むしろその高貴さが嫌いやらしく思える。まるで誰かを殺しても、自分とは種族が違うから関係ないと、平然と微ほほ笑えみを浮かべていそうな突き放した高貴さ。

　そして、恐ろしく美人。

　あの、誰もが気き後おくれする音おと無なし麻ま理り亜あを超えるほどの。

「……【Ａ】だと？　ふざけた名前だな。お前は何者だ？　どうして無人のはずのここに人がいる？」

「大おお嶺みね様に分かりやすく説明いたしますと、わたくしはこの〝箱〟、〝願い潰つぶしの銀幕〟に付ふ随ずいする疑似人格でございます。実在する人間ではありません」

　つまり〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟でいう、ノイタンみたいなものか。

　それにしても、ノイタンといいこいつといい、案内役は不ふ愉ゆ快かいな人格でないといけないルールでもあるのか？

「疑似人格ね。なら、この〝箱〟について親切にも教えてくれるわけか？」

「はい」

「率直に尋たずねる。この〝箱〟はどういう〝箱〟だ？」

「あなた様の〝箱〟を潰つぶすための〝箱〟でございます。上映リストにある『近距離絶縁』『18．44メートルの隔へだたり』『リピート、リセット、リセット』『15歳とピアス』はすべて、大嶺様に〝願い〟を放棄させるために用意した映画でございます」

　ある程度予想通りの解答とはいえ、実際はっきり宣言されるとうんざりもする。これから切り刻まれることを、改めて宣言され、気分がいいわけがない。

「それからご聡そう明めいな大嶺様ですから、『近距離絶縁』が確かな過去を映したものかどうか、疑念を抱いだかれたでしょう。その点につきましては、そうではない、とお答えいたします」

「何だと？」

　なぜそんなことを説明する？　事実だとしても、それを言ってしまえば、俺の心理的負担はかなり軽減されてしまう。それではこの〝箱〟の目的にそぐわない。

「不審に思われているご様子ですがご安心ください。その事実は大嶺様の気を休める理由には繫つながりません。『近距離絶縁』は苅かり野の実み柚ゆ紀き様の記憶から作られた映画でございます。記憶はときに歪わい曲きよくされるものであり、正確なものではないために、そういう言い方になっただけでございます」

　なるほど。リノの記憶に忠実に作ったということは、現時点でもリノが俺を恨うらんでいる事実は、間違いないというわけだ。まったく、ちっとも笑えなくて笑えるな。

「……前提を確認するが、そもそもお前の言っていることは本当なのか？」

「わたくしは、真実しか口にできないよう設定されています」

「それが真実である保証は？」

「証明するのが難しい質問です。わたくしからは信じてくださいとしか言えません。申し訳ございません」

　……それもそうか。我ながら愚ぐ問もんだった。

　しかしこんなに丁寧な敬語を使われようが、謝罪の言葉を口にされようが、【Ａ】がへりくだっているようにはまるで感じられない。むしろこの慇いん懃ぎんな態度が、俺をバカにしているように思える。どうしてカズは、こうもいけ好かない女を案内役にしたのか？　こういうのがタイプなのか？　考えてみりゃ音おと無なしも似たタイプだが……。とはいえ、これはないだろう。

　……ん、ああ、なんだそういうことか。

「……気付いたことがあるんだが、いいか？」

「なんでしょうか？」

「あなたは、〝Ｏ〟だろ」

【Ａ】と名乗る女は、返答をしない。

「【王降ろしの国】のマスコットをしていた『ノイタン』は、神かみ内うちの歪ゆがんだ性根を表現したものだ。だが、カズはあの性格だ。こんな不ふ愉ゆ快かいな人格を表現できるとは思えない。ならばなぜ【Ａ】なる存在がいる？　可能性は二つ。これは星ほし野の一かず輝きの〝箱〟ではない。もう一つは【Ａ】がこの〝箱〟に紛まぎれ込んだ何かであること」

　そこまで説明すると、【Ａ】の雰ふん囲い気きががらりと変わった。浮かべた微ほほ笑えみは、よく見慣れたものになる。

「まったく君はさすがだね」

　見間違うはずもない。

　ここにいるのは〝Ｏ〟だ。

「もう少し案内役のふりをしようと思っていたのだけど、こうも早々に見抜かれてしまうとはね」

「……何のためにそんなことをする？」

「この〝箱〟は、君にとってあまりに強力な敵だ。私は、このままでは一方的に君がやられてしまうのではないかと危き惧ぐし、こういう形で君に情報を与えようとしていたのだよ」

「俺がやられると問題があるのか？　あなたはカズの味方だろう？」

「君がやられることに問題はないが、あっさりやられることには問題がある。私がしたいのは一輝くんの観察だということを忘れたのかな？　せっかく一輝くんが何者であるか分かってきたのだから、できるだけ観察する機会は欲しいのだよ。だから一輝くんが一方的に勝利するのは都合が悪い。そういうことだよ」

「だが下へ手たに手を貸せば、その結果、俺が勝利するかもしれない」

「それならそれで構わない。避けたいことではあるけどね」

　どうもそれは本音に見える。そういえば〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の中で、〝Ｏ〟がこう言っていた。『一輝くんは、私の気まぐれを信頼していない』と。俺が勝利しても構わないという発言が本当なら、カズは正しかったということだ。

　とはいっても、俺よりもカズの方に、〝Ｏ〟が肩入れしている事実には変わりがない。こんなことを〝Ｏ〟が言えるのは、俺が勝利するとは思っていないからだろう。

「楽しみたいのなら、もう少し有益な情報でも教えてくれないか？　今のところあなたがくれた情報は、映画がすべて終わる時間、つまり今日が終わるまでにここから脱出しなければ、俺の敗北が決まることだけだ」

「そうだね。だけど私の正体さえ一いつ瞬しゆんで見抜く君には、それ以上の情報は必要がないと思い直したよ」

　ずいぶん買いかぶってくれたものだ。

　しかし、その発言がそもそもヒントになっている。これまで俺が握っている情報の中に、この〝願い潰つぶしの銀幕〟を打ち破れる材料があると言っているようなものだ。

「さて、正体も見抜かれてしまったことだし、私はしばらく退散しようか」

「どうぞとしか言えないな。……ああ、そうだ。その前に一つ聞きたい。あなたが演じているその不ふ愉ゆ快かいな女は誰だ？　これから上映する映画の出演者か誰かか？」

「いや、君と接点のない人物だよ。映画に登場することもないだろう。もちろん、意味があってこの姿になったけれどね」

　そんな煙けむに巻くようなことを言うとすぐ、〝Ｏ〟は背中を向け、歩き出した。

　足音は消える。

　これで俺はまたここに一人。

　時計を見る。時間は18時15分。次に上映される『18．44メートルの隔へだたり』が始まるまで、残り15分。全体の制限時間は、残り５時間45分だ。

〝Ｏ〟が現れようが状況は変わっていない。俺はカズに手足を縛しばられ、一方的に殴なぐられ続けたままだ。手には〝罪と罰と罪の影〟という武器を握っているが、こんな場所に閉じ込められている俺は、カズを殴なぐり返すことさえできない。

　……いや、待て、本当にやり返すことはできないのか？

　俺は自分の影を見る。

〝罪と罰と罪の影〟はきちんと存在している。

〝箱〟の中で〝箱〟を使うことはできる。それはかつて、音おと無なし麻ま理り亜あが〝箱〟の中に入り込んでも、〝所有者〟のままでいたことが証明している。俺は〝所有者〟のままだし、【支配者】のままだ。

　だが、誰に使えばいいというんだ？　ここには人がいない。〝罪と罰と罪の影〟を使える相手がいないのだ。

「……ここにいない？」

　じゃあ、どこにいる？

　言うまでもない。

　外の世界に９９８人の、俺の手足になる【被支配者】がいる。

「────」

　さて、考えよう。

　どうすれば、星ほし野の一かず輝きに勝利することができるのか？

　この〝箱〟を破壊すれば、抜け出すことはできる。最も簡単な方法は、【被支配者】を【操作】して、カズを殺害することだ。

　しかしそれは勝利ではない。俺はカズを倒すべきだとは思っていても、殺すべきだとは思っていない。個々の倫理観を高めたい俺が、殺人を、しかも他人を使って行うようなことはあってはならない。それは覚悟とは別の問題だ。

　おそらく、カズを殺害した時点で俺の精神はアウトだ。そのダメージで、９９８の罪の影に喰くわれ、精神を壊してしまうだろう。もしこのまま、〝願い潰つぶしの銀幕〟に〝罪と罰と罪の影〟を潰されるしかないのであれば、いちかばちかで殺すことも考こう慮りよしなければならないが、それは本当に最後の手段にすべきだ。

　だから、カズが自ら〝箱〟を放棄するよう仕向けなければいけない。

　カズが俺の過去という弱点を突いてきたように、カズの弱点を突くしかない。

　カズの弱点は──

「……ああ」

　すぐに思い付く。

「音無麻理亜か」
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〝願い潰しの銀幕〟は、思考する猶ゆう予よなんて与えないと言わんばかりに、俺をまたシアターの中に飛ばし、閉じ込めた。

　これから上映される『18．44メートルの隔たり』なる映画は、俺への拷ごう問もんだ。

　まあ、しかし、今回は少しだけ気が楽だ。なにせもう一人観客を用意した。一人で見るよりも気が滅入らずに済む。

「なあ、そう思うだろ、柳やなぎ悠ゆう里り」

　俺の右後ろにいる柳悠里は、返事のしようがない突然の問いに答える余裕もなく、青ざめた顔でキョロキョロとせわしなく辺りを見回している。

　呼び込むことに成功したことで改めて確認する。やはり、〝拒絶する教室〟で音おと無なし麻ま理り亜あがしたように、〝所有者〟なら〝箱〟に干渉し、入り込むことは可能ということだ。もちろん脱出はできないから一方通行なわけだが。

「え？　え？　ここって映画の客席？　いつの間に入り口から移動したんですか!?　ど、どうして私、いきなり椅い子すに座らされているんですか!?」

　俺はすっかり慣れたが、柳やなぎはこの瞬しゆん間かん移動は初めてだ。当然驚くだろう。

　でも、面倒くさいので説明はしない。

「しかし、柳が来ても、上映されるのは俺の過去だけか。完全に俺を潰つぶすためだけの〝箱〟だってことか？」

　何か引っかかる……が、それが何だかは分からない。

「む、無視ですか……？　……わわ！　ここにいる人たち何なんですか!?　魂が抜けてるみたい！　怖い！」

　考えているというのに、うるさい。

「騒さわがしいぞビッチ」

「ビ、ビッチってなんですか？　失礼です！　そもそも私、清純派ですよ！」

「冗談が言えるなら、落ち着いているな」

「……え？　あの冗談では……ないんですが……。あ、あれ？　もしかして清純派って私が思い込んでるだけ……？　黒髪ロングなのに…………ってそんなことはいいんです！　説明してください！　大おお嶺みねさんの隣に座ってるの、ええと、カズキさんのお友達の方ですよね」

「……ああ」

　俺の隣にいるのは、臼うす井い陽はる明あきの抜け殻。どうやら次の主演は陽明のようだ。

「説明をする気はないがこれだけは言っておく。絶対にこの映画の感想なんて口にするなよ」

　柳は俺の言葉に小首をかしげる。もちろんそれ以上の説明はしない。

　俺は、【被支配者】の一人である柳を、この〝願い潰しの銀幕〟に呼んだ。

　それをしたことで、様々なことを確認できた。まず、ここにいても〝罪と罰と罪の影〟が問題なく使えること。柳悠ゆう里りのように、通常の〝所有者〟と違う、〝罪と罰と罪の影〟の共有者であっても、〝箱〟の中に入り込めること。それから、時間軸が外界とこちらでずれていないこと。

　だが、柳をここに招いた一番の目的は、それらの確認のためではない。

「柳、カズと音おと無なしはどうしていた？」

　カズたちの状況を把握するためだ。

〝罪と罰と罪の影〟の共有者たちは、自在に意思の疎そ通つうができるわけではない。わずかな感覚の共有があるだけだ。〝罪と罰と罪の影〟が使えるといっても、外界の様子が分からなければ、的確な指示など出せない。

　だから俺はこう、【被支配者】に指示を出した。

『カズと音無がどう動くのかを探さぐれ』

　自在に意思疎通ができない以上、誰かから聞く必要がある。

　その伝令役として、柳はここにいるわけだ。

「…………言わなきゃダメですか？」

「自分の役割をまだ理解していないようだな」

　俺は、〝罪と罰と罪の影〟を使い、柳やなぎの『罪悪感』を刺激する。

「う、あん！　んんん！　……ん──」

　傷口を軽く突いた程度の刺激のつもりだったが、柳は悩ましい声を上げ、俺に上目遣いで見つめることでやめてくれと懇こん願がんする。

　柳の罪も新しん藤どうと同じ、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟での殺人。カズさえ謀ぼう略りやくで殺した大罪のある柳が、簡単に罪悪感から逃れられるわけもない。だからこれだけの苦しさを見せる。

「カ、カズキさんは、とにかく音おと無なしさんを巻き込ませたくないようです。だからあくまで音無さんには内密に事を運んでいるみたいです」

「やはりそうか。……しかし、音無はどうして大人しくしているんだ？　あの音無が、〝箱〟を目の前にして、黙だまってカズの言うことを聞くとは思えない」

「それは……分かりませんけど……」

「参考に聞きたいんだが、糞くそビッチなお前はそういう人心掌しよう握あくが得意だろ？　お前だったらどうやって行動を止める？」

「わ、私への言いぐさ、酷ひど過ぎじゃないですか!?　…………ま、まあいいです。そうですね、正直に音無さんに言ったところで、説得できるとは思えません。だから、噓うそを吐つくしかないのかな、と思います。例えばいい作戦がある、この日に攻め込もう、と今日より先の日にちを伝えるとか」

「そんな噓くさいことを、音無が信じるか？」

「音無さんはカズキさんを信頼していますから、どんなに怪しくても信じるでしょうね」

「……なるほど」

　確かにカズが言えば、音無はどんな拙つたない噓であれ、信じようとするだろう。つまり、カズが音無を騙だますのは意外と容易なわけだ。

「さすがだな柳。人を欺あざむく才能に限り、俺を遙はるかに凌りよう駕がしていることは認めざるを得ない」

「……ええと、褒ほめられてませんよね？　私をけなしてますよね？」

「当たり前だろ」

「……大おお嶺みねさん、私をけなすときは生き生きしてますよね。実は私のこと結構好きなんじゃないですか？」

「は？　つけ上がるなビッチ。てるてる坊主みたいな見た目しやがって」

「て、てるてる坊主……？　言われたことのない斬ざん新しんな悪口……。どんな反応していいか分からない……」

　柳はてるてる坊主似の原因である、真っ直すぐに切りそろえられた前髪を、真ん中で分けて「こ、これでも？」と聞いてくる。当然無視する。

「だがおかげで分かった」

「え？　私のおでこに何かヒントが？」

「そこには死ねと書いてあるな」

「うう……酷ひどい……」

「分かったのは、まず間違いなく、今まで築いてきた音おと無なしとの信頼関係を、カズが利用したことだ」

　音無麻ま理り亜あと星ほし野の一かず輝きの信頼関係はすでに偽りだ。そのことをカズは隠し続けている。

　それどころかその信頼関係を、よりにもよって、利用している。

「音無をここに招く方法が分かった」

　はっきりと見えた突破口に、思わず口元を弛ゆるめる。

「ただ真実を伝えるだけでいい」

　もうすでに、二人の目的が違うことを、突き付ければいい。

　カズの裏切りを音無に伝えれば、二人は終わり。

　カズは目的を失い、俺は勝利する。




　スクリーンに映像が映し出される。

　懐かしいユニフォームを着た、中学時代の陽はる明あきが映った。
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　ペパーミントの香りがする。僕にとってその香りを嗅かぐことはもう、マリアの部屋にいることと同じ意味だ。

　ベッドに横たわっていた僕は、顔を見上げて時間を確認する。もう一つ目の映画、『近距離絶縁』の上映が終盤に差し掛かっている時間だ。

　状況は絶対優位だ。醍だい哉やは〝願い潰つぶしの銀幕〟に幽ゆう閉へいした。〝願い潰しの銀幕〟は、すべての映画が終わったときに、醍哉が〝箱〟を放棄するようになっている。僕はただ、時間が経過するのを待っていればいい。

　もちろんだからって油断はしない。何しろ相手はあの醍哉だ。

〝願い潰しの銀幕〟の中で、醍哉は〝箱〟を使える。すでに、醍哉の〝箱〟が、他人を操作するものだということは分かってる。その能力を使い、醍哉は誰かを操作し、僕たちに何らかの攻撃を仕掛けてくるかもしれない。




「一輝、料理を運ぶのを手伝ってくれ」

　マリアの言葉に、僕は自分の表情を確認する。僕が密ひそかに動いていることを、マリアに悟さとられるわけにはいかない。だから間違っても緊張で強ばった表情をしていてはいけない。

　僕は意識的に、表情を和らげる。

「うん、分かった」

　立ち上がり、キッチンへと向かう。僕の顔を見たマリアが苦笑する。

「まったくその腑ふ抜ぬけた顔はなんだ？」

「……え？」

「お前だって大おお嶺みねが〝所有者〟として戻ってきた今が、緊迫した状態だって分かっているはずだろう？　それなのになんてだらしない面つらだ」

「ごめん」

　安心する。マリアは僕が今まで通りだと思ってくれている。

　僕の意識的に作った表情を、見抜けていない。

　飾り気のない皿の上に、二人で一いつ緒しよに挽ひき肉にくをこねて作ったハンバーグが載っている。料理に興味が持てなかったマリアも、最近はすっかりこなれた感じになった。似合わないエプロン姿も、自然に思えるようになった。

「一かず輝き」

　両手に皿を持った僕を、マリアは呼ぶ。

「付け合わせのミニトマトが余った」

　言って、いたずらな笑えみを浮かべる。両手がふさがっている僕に、マリアはミニトマトを突き出す。

「え、ええと……？」

「そのまま食べろ」

　そのまま……。僕は皿を持ったまま、口を突き出す。マリアがつまんでいるミニトマトを、雛ひなが餌えさをついばむみたいに食べる。

　口の中に、マリアの指が入ってしまう。

　でも、その様にもマリアはニマニマとしているだけ。

　トマトのへたを取って指を引き抜いたマリアは、もごもご咀そ嚼しやくしている僕に言う。

「お前はバカだな」

「……自分がさせたくせに酷ひどくない？」

「拒否せず、そのまま私が望むよう、やってしまうからバカなんだ」

　微ほほ笑えんだまま言ったマリアは、作業に戻るために背を向ける。僕は部屋に戻り、テーブルの上にハンバーグの載った皿を置く。

「…………」

　うん、ちゃんと理解してる。

　これは、マリアを騙だまして、成り立たせている団だん欒らんだ。

　僕は、マリアが僕を信頼しきっていることをいいことに、騙だまし、裏切っている。

　でも、こうするしかないんだ。

　僕はマリアといつまでも一いつ緒しよにいたい。

　だけどマリアは、それを望んでいない。……いや、違う。望んではいけないと思っている。

　自分を〝箱〟と表現し、他人の〝願い〟を叶かなえたいと思うマリアは、自分より他人を優先している。いや、優先なんて言葉は生ぬるい。蔑ないがしろと言えるほど自分を犠ぎ牲せいにすることで、他人を幸せにしようとしている。厳しく自分を律して、願いを叶えるだけの存在である『音おと無なし彩あ矢や』になり、『音無麻ま理り亜あ』を消そうとしている。

　僕は、それを許さないのだ。

　だから僕は、マリアの中の『音無彩矢』を殺す。

　けれどまだ、その企たくらみを知られるわけにはいかない。マリアがそれを知れば、僕の前から消えるだろう。だからその機会が訪れるまで、僕はマリアを騙し続けなければいけない。

　でも──

　その機会が来るのは、いつだろう？

　いつまで僕は、噓うそを吐つき続けなければならない？

「一かず輝き」

　まるでその欺ぎ瞞まんを咎とがめるようなタイミングでの呼びかけに、僕は身体からだを硬直させる。

「ご飯を盛ったから、茶ちや碗わんをそっちに持っていってくれ」

「う、うん」

「……？　どうかしたか？」

「あ、いや……なんでも」

　僕は隠し事がうまい方だとは思わない。僕が変わってしまったことを、このままずっと、押し隠せるわけはない。

　終わりの日は、もうすぐなのだ。

「なら、さっさと茶碗を取りに来い」

「うん、今行──」

　ケータイが鳴った。

　すぐに手に取る。

「…………」

　メールの受信。

　相手は陽はる明あき。

『柳やなぎ悠ゆう里りが動き出したぜ』

　絵文字も何も使わない、端的な内容のメール。きっと急いでメールの文を打ったのだろう。

　悠里さん。醍だい哉やに『操作』された人間の一人。言わば──醍哉の駒こま。

　その駒こまが、動き出した。

「ご、ごめん、マリア！　僕、急に用事ができた」

「……？　何を言っている？　食事をできないほどの急用なのか？」

「ごめん！」

　有無を言わさず、僕は玄関を飛び出す。呼び止める声が聞こえたが、もちろん立ち止まるわけにはいかない。僕はすばやくエレベーターに乗り込み、マリアが追いついてこないようにと、すぐに扉を閉める。

　さすがに怪しまれるかもしれない。急用が〝箱〟に関することだって、推測されてしまうかもしれない。

　だけど僕は言っている。醍だい哉やを倒すのは明日だと言っている。

　そしてその発言を、マリアは信じてくれる。

「…………」

　罪悪感で痛む胸を抑えつけながら、僕は陽はる明あきに電話を掛け始めた。
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　陽明の元に向かう。

　夜道を走りながら、僕はふいに以前、陽明と公園で話したことを思い出していた。




　──俺はキリのことが好きだったんだ。




　そんなセリフを陽明に言われたのは、醍哉が学校へ帰ってきた翌日だった。

　直前まで僕は、陽明に〝箱〟のことを話していた。醍哉と戦うことを決意し、そのためには陽明に、すべて話す必要があると判断したのだ。時間は夕暮れ時で、遊んでいた子供たちがちょうど帰っていったところだった。陽明は話を聞きながら、誰もいなくなって寂しそうに鳴いていたブランコに飛び乗った。

「────」

　僕が話し終わっても、しばらく陽明は何も言わず、黙だまってブランコを漕こいでいた。ブランコの悲鳴だけがしばらく続いていた。

　僕はまるで一回転しそうなほど勢いよく回るブランコを見ながら、陽明を巻き込まざるを得なかったことを悲しく思っていた。だけど熟考した上での結果だから、後悔はしない。そう自分に言い聞かせていた。

　そんなときだった。

「俺はキリのことが好きだったんだ」

　陽はる明あきは突然、何の脈絡もなく、僕の発言のお返しとばかりに、かつて心ここ音ねを好きだったことを告白したのだ。

「え……？」

　驚いた。

　だけど、言われたらすぐ、納得して腑ふに落ちた。

　陽明は、誘われていた強豪校の野球推薦をすべて蹴けって、甲こう子し園えんなど目指せそうもないうちの学校に来た。プロを目指せるほどの選手だったのに、その未来を犠ぎ牲せいにした。そのことは知っていた。繰り返しの世界でその事実を知ったマリアから、教えてもらったことがあるからだ。

　どうしてだろうとずっと疑問に思っていた。

　でも、こういうことだ。

　陽明は、自分の夢や将来を犠牲にしてまで、醍だい哉やと心音と一いつ緒しよの高校を選んだ。自分の恋心に決着をつけるためだったのか、別の想いがあったのかは分からないが、そうせざるを得なかったのだ。

　ブランコはもう止まっていた。陽明はブランコの上で立ちながら続けた。

「つっても？　今のキリに対して全然そんな気持ちはないぜ？　なんつーかさ、昔のキリはどうしようもなく頼りなくて、すぐ折れそうで、誰かが護まもってやらないと本当にダメになっちゃいそうでさ。俺は護ってやりたかったんだよ」

　軽くまたブランコを漕こぐ。ギ、ギィと、ブランコの軋きしむ音が響く。

「他人を護るなんて、生半可な覚悟でできるわけないのに、思い上がってな」

　口調は軽かった。

　でもそんな言葉、簡単に出てくるもんじゃない。それを思い知るだけのことを経験していなければ出てこない。

「本当に、心音へ気持ちはもうないの？」

「ああ。だからホッシーがキリと付き合ってもいいと思ってるぜ。お似合いだ」

　それが本音かどうかは、僕には分からない。

　僕が知っているのは、陽明が特定の女子に思い入れないという事実だけ。これも本人から聞いたわけではないけれど、実は陽明は、野球部のエースだけあって、女子、特に他校の女子からは人気があるらしい。何人もの女子に告白されて、実際そのうちの何人かとは付き合ったそうだ。だが、ほとんど短期間で終わってしまい、もう今は、誰の告白も受けないらしい。

　どういう気持ちで女子たちと付き合ったのか、どういういきさつで別れたのか、どうして告白を受けなくなったのか、僕には推測しかできない。

　でもその理由に、心音と醍哉のことが関係ないはずもない。

「醍哉は？」

「ん？」

「醍だい哉やと心ここ音ねが付き合うことは、いいとは思わないの？」

　陽はる明あきはすぐに答えなかった。陽明はブランコを漕こぐのをやめ、止まるのを待つ。まだブランコの勢いがあるうちに「よっ」と口にして降りると、はっきりこう断言した。

「思わない」

「どうして？　あの二人こそ──」

「醍哉は、俺ができなかった、生半可じゃない覚悟ができる」

　それのどこが悪い？　そう僕がとっさに思ったことを見透かしたように、陽明は苦笑し言う。

「だから幸せになれない」

　すぐにはその意味は分からなかった。

「それは恋愛感情じゃないんだよ。真っ当な関係じゃない」

　三人がどんな日々を過ごしてきたかをちっとも知らない僕に、その言葉を実感することはできなかった。

　でも、僕は醍哉と似た人を知っている。

　他人の幸せのために、自分の幸せを犠牲にする人を。

　だから僕は、二人の関係が間違っていて、そして終わっていることを、感覚的に理解した。

「じゃあさ。どうして心音を諦あきらめたの？　醍哉とはダメだと思っているなら、遠えん慮りよする必要はないんじゃないの？」

「そんな話はしてないだろ。遠慮なんかしねーよ。ちゃんと言ったろ？　俺が護まもる必要がなくなっただけだって。俺の気持ちはもう変わったんだよ」

「……心音はもう、護ってやらなくてもいいほど、強くなった？」

「そんなことは言ってない」

「え？」

「あいつは弱いままだよ。人間、そう簡単に変われないしな。でも護ってやる必要はなくなった。だって──」

　言って、陽明が作ったその表情は、僕が見たことのないものだった。

　そこにある感情は、怒いかりとも、憎にくしみとも、憐あわれみとも違った。見ているだけで心がざわめくような笑顔で、陽明は口にした。




「キリは、もう折れてる」




　僕は後になって、陽明の笑えみの中にある感情が分かった。

　それは──

　諦てい観かんだった。
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　陽はる明あきとの待ち合わせ場所は、話をしたあの公園だった。マリアが住むマンションから、徒歩二、三分で着く位置にある公園。あのときと違い、すでに日は完全に落ちていた。

　街がい灯とうの光に照らされたベンチに、陽明と悠ゆう里りさんは座っていた。

「カズキさん……」

　悠里さんは潤うるんだ目で僕を見上げる。悠里さんには悪いけど、その涙に僕はもう特別な感情は抱いだかない。なにせつい最近まで、涙が自分の意思とは関係なく流れてしまう彼女と散々接してきたのだ。涙るい腺せんの故障をしていた彼女の涙に、僕はすっかり慣れている。

　悠里さんはベンチに大人しく座っている。拘こう束そくはまったくされていない。電話で陽明から聞いたところによると、悠里さんは声を掛けただけで陽明の指示に従ったらしい。

「陽明、確認するけど悠里さんは何をしてた？」

「電話で話した通りだけど、麻ま理り亜あちゃんのマンション付近をうろうろしてただけだな。特に暴れたり、取り乱したりする様子はなかった。ちゃんと事情も説明してくれたよ。ホッシーと麻理亜ちゃんの様子を探さぐってこいと、ダイヤンに【操作】されたって」

「うん」

　これまでは予想通りだ。醍だい哉やがあの映画館から仕掛けてくるとしたら、【操作】した人間を使って、僕らの様子を探るしかないと思っていた。

　それにしても──

「悠里さん。その醍哉からの指示を、僕らに話してしまっても平気なものなの？」

　だってそれは、醍哉にとって不利になる行為だ。

「はい平気です。たぶんですけど、そこまでの強制力が、この〝箱〟にはないんだと思います」

　悠里さんの口から出る、〝箱〟という単語に、僕は胸を痛める。〝箱〟のことだけは忘れていたのに、悠里さんは自分を苦しめていたその存在を思い出してしまった。詳くわしく思い出せば、また自分を責めることになるのに。

　でも今は悠里さんに同情している余裕はない。ともかく話を聞き出そう。

「悠里さん、もう少し詳くわしく聞かせてくれる？」

「はい。……あ、でも、これだけは注意してください。私は、大おお嶺みねさん相手に隠し事はできません。大嶺さんに『喋しやべれ』と【命令】されれば、どんなことも喋らざるを得ません。なので、その内容はよく吟ぎん味みしてください」

「なるほど。分かったよ」

　しかし、そんなことさえも言っていいのか。醍哉の〝箱〟を使われたからといって、醍哉の味方になったわけではないってことだろう。

「悠ゆう里りさんは、醍だい哉やに【操作】され、僕とマリアの様子を探さぐっていたんだよね？」

「そうです。カズキさんたちが大おお嶺みねさんに何をしたか、これからどうするつもりか、そのことを調べるように、私たちに【命令】がされました。それから、情報を得た者は、大嶺さんがいる〝箱〟の中に来るよう【命令】もされています」

「〝願い潰つぶしの銀幕〟の中に来いと醍哉が言っている？」

　ということは、悠里さんたちが情報を摑つかんでも、自動的に醍哉へその内容が伝わるわけじゃないってことか？

「【命令】って、悠里さんにとってどんな感じなの？　見る限り、悠里さんの意識はすごくしっかりしてる。洗脳されているような感じではないよね？」

「そうですね。洗脳とは全然違います。ただ【命令】に背そむくことはできないと思います」

「その【命令】の強制力はどれくらいのものなの？【命令】を聞かなければどうなってしまうの？」

「……そうですね。【命令】を無視することで、はっきりと何が起こるのかは分かりません。ペナルティなんてないのかもしれません。でも、とにかく【命令】を破ることはできません」

「指示に従わないことは、絶対に無理？」

「無理です。私だけでなく、【被支配者】は全員無理のはずです。まるで私の精神を人質に取られているような……そんな感じです。【命令】に背くことは、感覚的には自ら命を投げ出すのと同じようなものです」

「そういうものか。……なら、陽はる明あきに止められても抵抗しなかったのはどうして？　それは【命令】に背くことではないの？　どうしてそれはできたの？」

　僕の問いに、悠里さんは気まずそうに視線を落とす。

「もし陽明さんがカズキさんの友達でなければ、抵抗して逃げ出そうとしたかもしれません」

「どういうこと？」

「【命令】は、二人の様子を探ることです。だから、こうやってカズキさんの友達に捕まり、来るかもしれないカズキさんを待つのも、指示に従ったことになります」

　つまり悠里さんはこう言っているのか？

「あくまで【命令】は実行中ということ？」

　実際にこうやって僕に接して、情報を得る状況を作り出している。

　悠里さんは申し訳なさそうに、小さく頷うなずく。

「でも信じてください。もう分かってもらったと思いますが、私たちは、大嶺さんに意思を奪うばわれたわけじゃないんです。ただ、絶対にこなさなきゃいけない命題を与えられるだけです。だから私は、私のままです」

　悠里さんは、僕の手を摑んで、目を覗のぞき込んで言う。

「カズキさんの味方の、私のままです」

　悠ゆう里りさんの温かい手の体温が伝わってくる。

　自然と僕の顔が熱くなる。

　……うん。確かにこうやって、天然だが意図的だか分からない手段で僕の心を揺ゆさぶるのは、いつもの悠里さんだ。

「ちょっと気になったんだけどな」

　今まで口を挟はさまずに黙だまっていた陽はる明あきが、悠里さんに尋たずねた。

「ホッシーたちの様子を探さぐっているのは、悠里先輩一人ってわけじゃないのか？　他の操あやつられている人たちも動いているのか？」

　悠里さんはさっきから、私たち、と表現している。

　情報を得るために、悠里さん一人しか動かさないというのでは、いまいち心こころ許もとない。もし可能ならば、複数人同じ【命令】を醍だい哉やは下すはずだ。

　陽明の質問に、悠里さんは僕の手をぎゅっと握りしめ、答える。

「はい。【命令】は、大おお嶺みねさんの【被支配者】全員に伝わっていると思います」

「全……員？」

「はい、全員です」

　──それはどういうことになる？　だって、うちの学校の生徒の中だけでも、【被支配者】はかなりの数になるはずだ。

　その全員が、僕たちを、つけ回そうとしている……!?

「……【被支配者】は、どれくらいいるの？」

「……ほぼ千人です」

「せ、────！」

　思わず絶句する。

　僕は、想像する。

　この公園に、千人が集まり、すべての人間が僕を取り囲み、追いつめ、何もかもを吐はき出せと、自白しろと、はやし立てる光景。

　思い返すのはYouTubeに公開されていた、醍哉に服従を誓うかのように街中で何人もが涙を流しながら土下座をする光景。

　あれはたかだか十数人程度しかいなかったはずだ。それだけでもテレビで取り上げられるほどのインパクトがあった。それを見たルーちゃんが「こういう人が、世界を変えるのかな？」と口にするほどのものがあった。一人の人間にそんな印象を抱いだかせることができたのだ。きっと他にも同じような感想を持った人もいただろう。

　でも醍哉はおそらく、『俺に向かって泣きながら土下座をしろ』という【命令】をしただけだ。

　それで、それだけの影響を与えられる。

　そして醍哉は、同じ行為を千人という人数でできる。

　集団心理について、テレビでこんなことを見たことがある。人通りの多い街中で、空を見上げる人間が何人いれば、無関係の人間も、何もない空を見上げるか？

　答えは三人。三人が空を見上げていれば、何かがあると思い、釣つられて空を見上げる。元の三人と、釣られた人間が見ている様を見て、また別の人間が釣られ、空を見上げる。結果大勢の人間が、普段と何も変わることのない空を見上げる。

　三人でそれだけの誘導ができる。

　じゃあそれが千人なら？

　例えば千人もの人間が、同じ料理店に駆かけ込めば、容易にブームを作れる。ちょっと気に障さわるブログを見つければ、ネットで攻撃し一人の人間の精神を追い込むこともできる。いや……そんな想像さえ生ぬるいものだろう。それを実行するのに千人もの人数は必要ない。

　もっと、僕の想像が及ばないほどの力が、千人という人数にはある。

　しかもその千人という人数が、醍だい哉やが【操作】できる最大数というわけでもないのだ。醍哉はその人数をさらに増やせる。

　ああ、分かってきた。この〝箱〟の威い力りよくが。

　誇こ張ちようなしに、醍哉の〝箱〟にはあるのだ。

　世界を変えるほどの力が。




　そして──

　──その力を今、僕を打倒するためだけに使っている。




　思わず、指の先が震える。

「……ねえ、悠ゆう里りさん、今回の【命令】は、どこまで細かい指示があったの？　話を聞く限り、やり方について醍哉がいちいち指示しているわけじゃないよね？」

　僕は不安を抑えつけながら尋たずねる。

「そうですね。細かい指示はありませんでした。だから各おの々おの、それぞれのやり方と判断で、【命令】をこなしています。でも、その人の倫理観に反することはできません。自分ができると思う範囲の、その人がベストだと思う手段で、【命令】をこなしているんです。私は音おと無なしさんがどの部屋に住んでいるかは知りませんでしたが、このマンションに住んでいることまでは知っていました。ですからこうやって、近くまでたどり着くことができました」

「……ええと、」

　僕は悠里さんが今言ったことを考える。

「例えば悠里さんがもし部屋の場所を知っていても、窓ガラスを割って侵入するのは、悪いことだと思っているからできないってこと？」

「そうなります」

　なら、意外と【命令】でできることは制限されているってことか？

　僕は少しだけ安あん堵どし──かけて、首を振る。違う。安堵はできない。それは悠ゆう里りさんだからできないだけで、それを平気でできる人間だっているかもしれない。

　……【命令】なんてされなくても、窓ガラス割って侵入できる人間もいるしな。…………マリアとかマリアとかマリアとか。

「悠里さんがこの公園に留とどまっていた理由は分かったよ。確認するけど、マンションの場所を知っているから、悠里さんはこの公園まで来られたって言ったよね？　それって、知らない他の人はたどり着けないってことになるよね？」

「そうです。他の人にはたどり着けません」

「……【被支配者】同士では、情報の共有はできないの？」

「ええ……意識の深いところでどこか繫がっている感じはありますが……思考が繫つながってるわけではないです。だから『音おと無なしさんのマンションを知っている』という、私の知識は共有できません」

「でもさ」

　しばらく口を挟はさまないようにと黙だまっていた陽はる明あきが、顔をしかめて口にする。

「別に特殊能力とかなくても、ケータイでも使って、情報を共有すりゃいいんじゃないのか？」

　悠里さんは陽明の言葉に、目を丸くする。

「そ、その通りですね。どうして気付かなかったんだろう？　……あ、どうしよう……。私もそれ、できる……」

　悠里さんの声が震え、青ざめていく。

「知ってしまったからには私はそれをしないといけない」

　そして、自分の携帯電話を取り出す。

「え？」

　悠里さんは、何をしている？

　まさか、連絡をしようと……？　だって、今さっき、味方だって言ってくれたのに。

　でも現に、悠里さんは目を大きく見開かせて、唇くちびるを震わせ、携帯電話を操作し始める。

　僕を、陥おとしいれるために。

　混乱している僕を待ってくれるわけもなく、悠里さんはメールの文面を作り、送信しようとして──そんな悠里さんを陽明が羽は交がい締めにして拘こう束そくした。

「う、……！」

　悠里さんが手に持った携帯電話が、落ちる。

「くそっ！　ごめんホッシー、俺のミスだ！」

「……え、えっと？」

「分かんないかホッシー？　悠ゆう里り先輩は、ダイヤンが不利になるのに、俺たちに〝罪と罰と罪の影〟のことを話してくれた。ダイヤンにある程度は刃向かうこともできるんだろう。俺たちの味方になってくれようとしてくれてる。だけど、【命令】を達成するために、自分がベストだと思う行動を止めることはできない。そういうことだろ？」

　悠里さんは涙を溜ためた瞳ひとみで僕を見ながら、小さく頷うなずく。

「その通りです。ああ……ど、どうしよう……？」

「悠里先輩は俺からしたら非力だから、押さえ付けてることはできるぜ？」

「い、いえ、私一人をこうやって止めてくれても、たぶん無意味です。だって、連絡を取り合う、そんなこと、たまたま私が失念していただけで、他の誰かが絶対に思い付きます。音おと無なしさんの居場所を特定できる人がいたら、他の【被支配者】に連絡するに決まってる。そうしたら時間の問題です。どんどん情報が広がっちゃう……！」

「う、なるほど、それもそうだな。……ホッシー。麻ま理り亜あちゃんの住所は【被支配者】の誰かにもう知られているかもしれないぞ。どっかに逃げた方がいいんじゃないか？」

「で、でも…………」

　そうするとさすがにマリアに、今まさに醍だい哉やと〝箱〟をめぐって戦っていることが分かってしまう。それも僕にとって、絶対に避けなきゃいけないことなんだ。

　でも、逃げ切れるのか？

　だって、千人もの人間が、僕を捜さがしている。

　僕はふと思い付き、ネットで自分の名前を検索する。

　リアルタイム検索で出てきた結果に、僕は青ざめる。

『RT:【拡散願】○○高校二年生星ほし野の一かず輝きさんと一年生音無麻理亜さんが行方ゆくえ不明です。午後六時頃、一輝さんの姉が自宅で一輝さんの遺書と思われる文書を発見し、二人を捜しましたがまだ見つかっていません。二人を見かけましたらただちに連絡ください。星野一輝さんの住所は──』

「な──」

　なんだこれ？

　ネットだというのに、住所まで書かれてしまっている。発言者のツイッターのホーム画面を見ると、それ以前のツイートはほとんどなく、明らかにこれを書くために登録されたものだ。そこにはそのツイートだけでなく、僕とマリアの画像、そしてマリアのバイクの画像まで載せてある。

　ツイートは、マリアの容姿が目立つことも相まって、すでにこの短時間でかなり広まってしまっていた。内容の真偽が疑わしいという意見も当然あるが、そんなのは関係ない。行方不明者の捜索という正当性があれば、根底にある感情が善意だろうが悪意だろうが、広まるには十分な理由になるのだ。

　もう、このツイートを見た、【被支配者】がいてもおかしくない。

　思わず、顔を上げ、周りを眺ながめる。

　ケータイを覗のぞき込みながら歩いているＯＬと、犬の散歩をしている中年のおじさん、帽子をかぶって自転車に跨またがっている中学生。

　──と、眺めていたら中学生と目が合った。

　……もしかしたら、この中学生も、僕を捜さがしている一人かもしれない。あのツイートを見た一人かもしれない。【被支配者】の一人かもしれない。この少年が千人もの人間を呼び、僕たちを取り囲もうとしても何らおかしくないのだ。

　そう考えると僕は、硬直し、動けなくなった。

　幸さいわいにも、少年は特におかしな様子もなく、僕から目を逸そらした。

「────ぅ」

　何を普通の中学生の視線に怯おびえているんだ……。

　……でもこの反応が、僕の自意識過か剰じようとも言い切れない。この付近に【被支配者】は実際たくさんいる。しかもそれは制服を着た警察官ではなく、区別することのできない一般人だ。

　こうやって、外に出ているだけで、僕は危険に晒さらされている。

「……ねえ、悠ゆう里りさん」

　僕は恐怖心を押し隠して尋たずねる。

「悠里さんは、この能力は倫理観に反することはできないって言ってたよね？　じゃあ、例えばマリアと僕が、マリアのマンションに籠ろう城じようすれば、侵入することはできない？」

「私はできません。でも、【被支配者】の中に、非道徳的な人がいるかもしれません。……いえ、残念ながら実際にいます。それから、私が知る限り、大おお嶺みねさんの狂信者のような方もいます。その人たちは、大嶺さんの【命令】に従うことに、罪悪感なんて抱いだかないと思います。だから平気でマンションに侵入してもおかしくない……」

　なら、このツイートを見て、僕の自宅に押しかけ、僕の家族に危害を加える人がいないとも限らないってことか？

「カズキさんや、音おと無なしさんが……拷ごう問もんされてしまうかも……！」

　泣きそうな顔をしながら、しかし悠里さんは、陽はる明あきの腕の中で抵抗し、暴れている。メールをするために。

　連絡をしたくないのは本当だろう。けれど、この様子を見る限り、やめることはできない。おそらく、メールをしたのちの結果にはともかく、電話をすること自体には罪悪感などないからだ。そうでなければ、そもそも悠里さんは、僕らの動向を探さぐることさえしないはずだ。

　これが【命令】の強制力。

「……どうしたら……」

　僕らは千もの人間に追われている。それぞれが知恵を出して、僕とマリアの情報を得るため、捕まえようとしている。

　こんなの時間の問題だ。〝願い潰つぶしの銀幕〟が終わるまで、絶対に持ちこたえられない。

　……ああ、いや、それどころじゃない。この千という膨ぼう大だいな人数に、僕らのことを調べられているこの状況さえも、生ぬるい段階だ。

　だって、僕らの情報がいつまでも得られなければ、醍だい哉やは同じ【命令】を続けない。醍哉には時間制限がある。追いつめられれば、こんなまどろっこしいことをしている暇はない。あくまでこの【命令】は、醍哉にとって一指し目の攻撃なのだ。とりあえず『歩』を進めただけの、様子見の一手なのだ。

「ねえ、悠ゆう里りさん」

　何も進展がなければ、醍哉はきっと、もっと確実に、〝願い潰しの銀幕〟から抜け出す手段を使う。

　すなわち──

「もし、僕を殺せって【命令】が出たら、どうなるの？」

　──〝所有者〟の殺害を考える。

　それは間違いなく、非道徳的行為だ。今までの説明からすれば、不可能な行為。

　なのに、

「殺します」

　はっきりと悠里さんはそう口にした。

「……どうしてそれはできるの？」

　でも、尋たずねながらも、僕はなんとなくその解が分かっている。

「【命令】そのものは、どんなものであっても、こなさないといけないものです。そこには個人個人の倫理観は関係ありません。例えば今回の【命令】は、『カズキさんたちの情報を探さぐること』です。それは遵じゆん守しゆしなければいけませんが、そのための手段を考えるのは、個人個人の裁量です。私は不法侵入なんて、犯罪行為だと思っているからしない。でも、もし【命令】そのものが、『住んでいるマンションに侵入すること』だとしたら、やるしかない。そこに倫理観は関係なくなるんです」

　もっと具体的な【命令】をしてこそ、醍哉の【操作】する能力は力を発揮する。今回の【命令】は、醍哉が状況を分からないがために、漠ばく然ぜんとしたものになっただけ。

　今は醍哉も、殺人なんて避けたいと思ってくれているから、しないでいるだけだろう。醍哉が手段を選ぶ余裕がなくなれば、それさえやりかねない。

　そうなれば、僕は、千人もの人間に命を狙ねらわれる。

　このまま、手を打たないわけにはいかない。

　じゃあ、僕が打つべき手は──

「…………悠里さん」

　陽はる明あきに腕を摑つかまれたままの悠ゆう里りさんが、顔を上げて僕を見る。

「僕らの、今現在の状況を、全部話すよ」

「え？」

　そう口に出したのは、陽はる明あき。

「ホッシー、いいのか？　情報を得た【被支配者】は、ダイヤンの所に行くんだぞ？　ダイヤンが色々知ったら、もっとヤバイ攻撃をしてくるに決まってるって！」

「でもそうするしかない。……それにきっと、僕とマリアの状況ぐらい、醍だい哉やはどうせかなり正確な推測をしてるよ。だったらいっそのこと、適度な情報を与えて、打開できる手段があると醍哉に思わせた方がいい」

　そうすれば醍哉も、〝所有者〟への殺人行為までは考えない。

「それにもう一つ理由があるんだ。僕は、悠里さんを〝願い潰つぶしの銀幕〟に送りたい」

「え？」

　陽明に抱きかかえられたまま、悠里さんは目を丸くする。

「確認したいんだけど、悠里さんは、醍哉のことが嫌いだよね？」

　しばらく目を丸くしたままの悠里さんだったが……僕の発言の意図に気付いたのかもしれない。わずかに口の端を上げる。

「はい、嫌いです」

　情報が得られると分かったからか、悠里さんは暴れるのをやめた。愉ゆ悦えつの表情にも見える顔で、続けて言う。

「あの殺人ゲームの中で私を殺して、カズキさんの前に無様な姿を晒さらしてくれた、大おお嶺みねさんのことは絶対に許さないです。心に傷を見つけでもしたら、その傷口に粗あら塩じおを練り込んで、痛みで悶もん絶ぜつさせて自殺させてやりたいです」

　……あ、いや……そこまでは求めてないけど。悠里さん怖いんだけど……。陽明がドン引いて、思わず手を離しちゃったんだけど。

「……と、とにかく、僕の味方なんだよね？」

「はい」

　悠里さんは小動物的な見た目によらず、かなりの曲くせ者もので、切れ者だ。いざというときの度ど胸きようも据すわっている。

　要するにトロイの木馬だ。

　醍哉の近くにいれば、悠里さんは僕のために醍哉の足を引っ張ってくれるのだ。




　そうして僕は、悠里さんにマリアを騙だましている今の状況を話した。

〝願い潰しの銀幕〟の中に入るには、ショッピングモールに向かえばいい。悠里さんにそう伝えると、それは醍哉の〝罪と罰と罪の影〟を使われたことでもう感覚的に分かっている、と彼女は言った。話を詳くわしく聞くと、どうも〝罪と罰と罪の影〟は、醍だい哉や一人の所有物というわけではなく、悠ゆう里りさんも〝所有者〟の一人とも言えるのだそうだ。

　僕は、それを聞いたとき思った。

　どうしてだか、こう考えた。

　──マリアの〝箱〟と、少し似ている。

　どこが？　と言われても答えるのが難しい。それでも無理矢理言葉にするなら、空気が似ている、とでも答えるのが一番いいんだろうか？

　強い想いによって作られたのに、冷たくて、どこか脆もろそうで、意味を感じない。僕には意味が感じ取れない、〝箱〟。

　そんなことを考えてしまったせいか、思う。




　ああ、もしかして──

　マリアにとっての理解者はもう、僕ではなく、

　大おお嶺みね醍哉なんだろうか？




　首を振る。

　何を唐とう突とつに妙みようなことを考えているんだ。

　そんなことより、次は醍哉がどう動いてくるか、考えるべきだ。

「なあ、ホッシー」

　陽はる明あきが口を開く。

「ダイヤンはキリを狙うよ」

　ああ、そうだ。僕もそう思う。

　だから今、護まもるのは──

　マリアではなく、心音だ。







[image: シアター３『リピート、リセット、リセット』（20:30～22:00）]















scene3.『リピート、リセット、リセット』









１．教室


　　　高校『一年六組』の教室。〝拒絶する教室〟の１５３３回目。放課後。窓の外の空は１５３３回見た曇くもり空。音おと無なし麻ま理り亜あは教きよう壇だんの上に腰掛け、醍だい哉やへと話しかけている。

　　　醍哉は麻理亜が普通の転校生でないことを察していて、警戒している。

醍　哉「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]見るな。不ふ愉ゆ快かいだ。お前に見られると、まるで何もかも見透かされている気分になる」

麻理亜「あながち間違いでもないな。なにせ私は、〝拒絶する教室〟の〝所有者〟を捜さがすために、クラスメイトを調査し、転校初日の生徒では本来知り得るはずもない情報を知っているからな」

　　　醍哉は、口の端を上げ、相手をバカにしているような態度を取る。

醍　哉「何を意味不明なことを言ってる。じゃあ聞いてやるよ。どんなことを知っているんだ？」

麻理亜「桐きり野の心ここ音ねの背中にあるもの」

　　　醍哉の顔が、露ろ骨こつに強こわばる。

醍　哉「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]どうしてキリの背中にあるものを知っている？　あいつは絶対にそれだけは見せない。俺だって一度しか見たことない。[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]お前、まさか、キリを傷付けたうちの一人か？」

麻理亜「22回目だ」

醍　哉「なにがだ？」

麻理亜「私が桐野心音の背中について言及したときに、お前がその質問をしてきたのが、22回目だ」

　　　醍哉は顔をしかめる。

　　　醍哉にはもちろんそんなことを言った記憶はない。それは繰り返しの日々の記憶を保つことができる、麻理亜のみ体験していることだからだ。

　　　麻理亜はこれまでの一人っきりの時間をふと思い、疲ひ弊へいしたような溜ため息いきを吐つく。

麻理亜「どうして私が、そのような情報を摑つかんでいるか説明してやろう。私はすでに────[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]（時間経過）」

　　　麻理亜は自分が１５３３回、同じ３月２日を繰り返してきたことを醍哉に話す。醍哉は相づちさえ打たずに、黙だまってその話をしばらくの間、聞く。

醍　哉「なるほど。その荒こう唐とう無む稽けいなことを事実だと思わせるために、キリの背中のことを語ったわけか。だけどそれだけじゃ、お前が探偵でも雇やとって、キリのことを調べただけの可能性も否定できないな」

麻理亜「ならばお前ともう一人しか知らない過去でも話せばいいか？」

醍　哉「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]なに？」

麻理亜「お前が幼おさな馴な染じみの一人、苅かり野の実み柚ゆ紀きに告白され、振ったこと」

　　　醍だい哉やは目を見開くが、すぐにその動どう揺ようを押し隠す。

醍　哉「確かにそれは俺とリノしか知らない。そのことを俺は誰にも言っていないし、あいつも言うはずがない。まともな手段では知り得ない」

麻理亜「そうだな。私もお前から聞かなければ知ることはなかっただろう」

醍　哉「言うわけがない。お前の言う〝拒絶する教室〟とやらが真実であっても関係ない。俺が他人にこの話をするわけがない」

麻理亜「普通なら言わないだろうな。桐きり野のを苦しめる結果になったその出来事を、お前は誰にも話すつもりはなかったと、そう言っていたしな」

　　　触れられたくないところを触れられ、醍だい哉やは麻ま理り亜あをきつく睨にらみ付ける。麻理亜は男に睨み付けられたことで、内心動揺したが、それを顔に出すことはない。それぐらいの感情の抑え方は、３月２日の回数が三桁けたのうちに完璧にマスターした。

麻理亜「だが、話すだけの理由があるのだ」

醍　哉「そんなものあるわけないだろ。他でもない俺が、それだけの理由なんてないと保証してやるよ」

　　　麻理亜は醍哉の物言いに若じやつ干かん怯ひるむが、気にしていない体ていを装い、続ける。

麻理亜「お前は私に協力をしたいがために、自分の最も隠したい過去を敢あえて話したのだ。１５３２回目の３月２日でな」

醍　哉「バカか？　お前に協力するため？　吐つくにしてももう少しまともな噓うそを吐け」

麻理亜「〝箱〟とは、〝願い〟をなんでも叶かなえてくれるものだ」

醍　哉「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]だからどうした？」

麻理亜「〝箱〟の話をし、どうやら〝箱〟が真実だと分かったとき、お前の目の色は変わった。お前自身のことだから分かるだろう？　お前にはどうしても叶えたい〝願い〟があるのだ」

醍　哉「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]（眉まゆを寄せる）」

麻理亜「思い当たる節ふしがあるようだな。お前は〝箱〟が欲しい。だから私に頼んだ。協力をするから、〝箱〟を手に入れる方法を教えてくれと」

醍　哉「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]（考え込む）[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]だが、疑い深い俺は、そう簡単に〝箱〟や〝拒絶する教室〟の話など信じない。だから俺自身に信じさせるよう、普通では知り得る方法がないリノの話をお前にした。〝箱〟の話が真実だと、別の世界──今回の俺に、信じさせるために」

麻理亜「そういうことだ」

醍　哉「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]ち[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]認めたくないが、感情を無視して実利を重視するやり口が、いかにも俺の発想だ」

　　　内心安あん堵どし、麻ま理り亜あは教きよう壇だんの上から降りる。

　　　教壇の上に乗っていたのは威圧感を出すためだったが、育ちのいい麻理亜は、行儀が悪いことだと思う気持ちが消えずに、どうしても居い心ごこ地ちが悪かった。

醍　哉「俺の意図は分かったが、お前はどうなんだ？　俺にこんな話をするメリットがお前にあるのか？」

麻理亜「お前をパートナーにできる」

醍　哉「そんなものが必要なのか？」

麻理亜「行き詰まっているからな。目線を変える必要がある」

醍　哉「パートナーが必要だとしてどうして俺だ？」

麻理亜「そう疑問に思うことでもないだろう。単純にお前がこのクラスで最も頭がいいからだ。なにせその頭のよさだけで、他に根拠がなくとも、お前が〝所有者〟ではないかといの一番に疑っていたほどだ。あまりに〝所有者〟である自覚がないから、今は容疑者から外しているがな」

醍　哉「頭がいい、ね。まあそれは事実だが、俺でなければならない理由としては弱い。記憶が保てないことをいいことに、どうせ俺以外にもパートナーにしているんだろう。お前はパートナーヤリマンだな」

麻理亜「安心しろ。今後は知らんが、お前が初めてのパートナーだ。そういう気になったのも初めてだ。おそらくそんな気持ちになったのは──」

　　　麻理亜は少し躊躇ためらいを憶えていたが、続ける。

麻理亜「お前が、私と似ているからだ」















◆◆◆「大嶺醍哉」09/11 FRI 20:01◆◆◆






　確認する。俺が狙うのは、音無麻理亜だ。

　もしカズが、まだキリにこだわっているままの俺だと思っていて、音無麻理亜ではなく桐野心音を狙うと思っているのなら、カズを容易に打ち倒すことができる。




　とはいえ、余よ裕ゆう綽しやく々しやくというわけでもない。

「──ぐ、ぅ！」

　エントランスで、うめき声を上げる。

『18．44メートルの隔たり』を観た俺は、〝願い潰つぶしの銀幕〟によるダメージを着実に受けている。

　……俺は、知らなかった。

　陽はる明あきがキリに、はっきりとした恋愛感情を抱いだいていたことさえ知らなかった。陽明が、自分を犠ぎ牲せいにして、俺たちと同じ学校に来たのは、キリに起きたことを無視できなかったせいだと思っていた。そこに恋愛感情が入り込んでいるだなんて知らなかった。

　ああそうだ。俺はキリだけでなく、陽明の運命までも狂わせてる。何人もの人間を追いつめて、俺はのうのうと生きている。

「…………やめろ」

　──この発想を、やめろ俺！

　自分を責めれば、また俺は自分が飼っている『罪の影』たちに襲われる。こいつらはいつでも、主従関係を逆転させてやろうと企たくらんでいる。隙すきを見せれば奪うばわれる。

「ぐ！」

　猛もう烈れつに襲いかかる吐はき気。……堪たえなければ。ここで衝しよう動どうのままに吐いてしまえば、魂さえも外に出してしまう気がする。

　吞のみ込まないと。

　俺は、すべてを、吞み込まないと。

「残ざん酷こくですね」

　柳やなぎが、苦しむ俺の背中をさすりながら、言う。

「桐きり野のさんを、臼うす井いさんに譲ゆずっていれば、あんなことにならなかったのに」

「…………ぁ？」

「私、よくカズキさんに会うために、あなたのクラスに行きますが、桐野さんも、臼井さんもとても明るい人たちです。元々そういう人たちなのだと思っていました。でも、違っていたんですね。みんな、あなたのために、無理して明るく振る舞っていたんですね。素のままじゃいられないから、演技して、明るい態度しか取れなかったんですね」

　柳やなぎは、優しい笑えみを浮かべて、背中をさすって、言う。




「みんな、あなたのためですね」




　俺は、この言葉を、意訳できる。

　──ミンナ、オ前ノセイデ、コウナッタ。

　その通りだ。その通りだその通りだその通りだ……その通りだ。

　頭ず蓋がい骨こつの間を虫が這はうような気分の悪さに、目の前がちかちかする。目の前の女のにやついた顔が許せない。図星だろうが何だろうが、許せない。

　そう思考した、瞬しゆん間かん──

　俺は、この女の首を絞しめていた。

「─────　　　　あああああああああああ！」

　自分が何を叫さけんでいるか、認識できない。

　まるで誰かに乗っ取られたように、勝手に、腕が、喉のどが、身体からだが動いている。自動的に俺が動いている。でも、分かっている。その乗っ取っているのもまた、俺なのだ。俺は、俺自身に乗っ取られている。

「あ、が！」

　漏もれた声と、青白くなっていく柳の顔を見て、俺はようやく自分のコントロールの仕方を思い出す。

　慌あわてて、首から手を離す。

　柳は崩れ落ち、咳せき込んだ。

「う、く──」

　自分の手を、じっと見つめる。

　ふざけるな……なんだ俺のこの有様は？　女の首を躊ちゆう躇ちよなく絞しめるなんて、もうまともな状態じゃない。もう少し自分を取り戻すのが遅れていたら、取り返しのつかないことになっていた。

　そして、俺には分かる。

　それは紙かみ一ひと重えだった。

　紙一重で俺は、間違いを犯すところだった。

　左耳のピアスに触れる。

　ああ、くそ、そんな無む駄だなことを考えるのはやめろ。俺に引き返す道はない。余計な雑念で狼ろう狽ばいしている暇なんてないのだ。

　だから俺は、元に戻らなければいけない。論理的な俺でなければならない。

「柳やなぎ」

　冷静を装った声の俺を、柳は涙目で睨にらみ付ける。

「俺が、理解していないとでも？」

「…………ごほ！　ごほごほ！　……何が、ですか？」

「お前がカズのために、俺を苦しめようと、敢あえてそういう発言を今してきたことをだ」

　一いつ瞬しゆんだけ、柳の顔色が変わった気がした。

「……？　何を言ってるんですか？　意味が分かりません」

　しかし、すぐにそうやってとぼけ、まるで本当に何も分かっていないかのような戸と惑まどった表情を浮かべる。

　怒いかりを通り越して感心するほどだ。本当にこいつは狡こう猾かつだ。あの殺人ゲームでこいつの本ほん性しようを知らなければ、俺はすっかり騙だまされていただろう。

「お前は、カズに足を引っ張るよう言われて、ここに来たんだろう？」

「…………」

　様子を探さぐっているのが、かろうじて分かる沈ちん黙もく。

「意味が分かりません。私は、大おお嶺みねさんの【命令】でここに来ざるを得なかっただけです。それなのに、カズキさんたちの意図が入る余地がどこにあるというんですか？」

　ふん、そうだな、言ってやるか。

「俺ははじめから、お前がここに来るだろうと、そう想定して動いていた」

　さすがに柳は、目を見開く。

「ど、どうして？　他の人が、カズキさんたちの情報を得る可能性の方が絶対に高いじゃないですか！　だって千人近くいるんですよ！」

「カズのことだ。どうせ【被支配者】になったお前を監視していたんだろう？　お前が動いたのを確認したあいつは、俺が何を【命令】したかお前から聞いた。その情報から、俺の【命令】を止められないと分かったあいつがどう考えるか？　簡単に想像できるな。あいつは、【命令】による暴挙を止めるために、敢えて情報を渡す。ついでに自分の味方になってくれる人間を送ることで、俺を攻撃できればいいと考える。お前は適役だ。狡猾だし、何より自分に惚ほれているから操あやつりやすい」

　俺は、鼻で一度笑い、言う。

「どうだ、当たっているか？」

　柳は答えられない。

「ま、お前が答えようとしなくても、俺が言えと【命令】すれば、答えは聞けるんだがな。だが必要ない。お前のその態度が、何よりも雄弁に物語っている」

「うう……」

「あいつの特異性と能力は認めている。だが、駆かけ引きならば、俺に勝てるわけもない。あいつは所しよ詮せん、俺の手のひらの上なんだよ」

　柳やなぎをスパイとして送り込む。それが星ほし野の一かず輝きの防御であり攻撃でもあった。

　だが、あいつは分かっていない。他人を使う行為にはリスクが伴ともなう。〝罪と罰と罪の影〟を使っている俺だからこそ、それを誰よりも実感している。

　だから、足あし下もとをすくわれる。

「柳、お前はカズに好意を抱いだいているな？」

「……だ、だからなんですか？」

「できれば、振り向かせたいよな？」

「それは……まあ……」

　柳は、どうして俺がこんなことを言い出したのか、分かっていないようだ。

「俺に、振り向かせるだけのプランがある」

「…………」

　ずるがしこい柳は、それだけで俺が何をこれから言い出すのか、察したようだった。

「音おと無なしとカズの仲は強固なものだ。普通にやっていたら、その関係を壊せるわけがない。お前がこうやって、カズの予測通りに動いてやってる間は、それが変わることはない。それは、他でもないお前が一番分かっているだろう？」

「……何が、言いたいんですか？」

　分かっているだろうに、柳はそう問いかける。

　だからはっきり言ってやった。

「裏切れ」

　柳の表情は変わらない。

「元より俺の作戦は、あいつらの仲を引き裂さくことだ。そうやってカズの目的を砕くだこうとしている。俺たちの利害関係は一致するわけだ」

　柳はしばらく黙だまっていたが、俺を睨にらみ付けるように見ると、顔をしかめる。

「あなたは、何を言ってるんですか？　利害がどうとか、そんなの関係ないです。殺人ゲームの中で私を殺して、今さっきも私の首を絞しめた、そんな人の味方を誰がすると思っているんですか？　ましてや好きな人を裏切って、あなたの味方をすると思っているんですか？」

「……お前はカズの直面している状況が、あいつにとって望ましいことだと思うか？」

「はぐらかさないでください。話題を逸そらして、自分の領域に持ち込むのが、あなたの得意な手段であることは知っています」

「思わないだろ？　あいつが自分の主義を曲げて〝箱〟を手にし、〝Ｏ〟につきまとわれている状況がいいわけがないだろ？」

「人の話を聞いてください」

「誰のせいだ？　あいつは誰のために、そうなっている？」

「…………だから、」

「音おと無なし麻ま理り亜あだ」

　その名前に、柳やなぎは反論の言葉を思わず吞のみ込んだ。

　俺はその反応をしっかりと見届けた上で、続ける。

「あいつが、こうやって俺と戦っているのは音無のせいだ。音無にこだわっているから、あいつは〝箱〟と関かかわり、俺と対立するはめになった。言っておくが、俺はカズがどうなろうと元々どうでもいい。カズを殺すつもりは毛頭ないし、倒したい理由もない。むしろ幸せになってくれるなら、それに越したことはないと思っている。そりゃそうだろ。俺はあいつを嫌ってるわけではないしな」

「…………」

「音無さえいなければ、あいつが俺と対立する理由もなくなる。あいつが〝箱〟と関わることもなくなる。そう、あいつにとって今の行動は、自身の幸せには繫つながっていない。俺への作戦の成否さえも、自身の幸せとは関係がない。ならどうすれば、あいつにとって望ましい状況になるのか？」

　俺は、言い放つ。

「音無がカズの前から消えればいい。そうすれば、あいつは自分の人生を歩める」

「…………」

「それでカズは幸せになれる」

「…………でも、カズキさんは、それを望んでない」

　ついに柳は、俺の問答に乗っかってきた。

　内心ほくそ笑えむが、もちろんそれは態度に出さない。

「カズが望んでいることが、本人のためになるとは限らない。カズの行動も、音無が望んだものじゃないだろ？　だが、それが音無のためだとあいつなりに考えているから、カズはこんな行動を取っている。……ああ、そうだな。言ってみれば、お前はその『音無のためのカズの行動』に協力しているわけだな」

　柳が、音無のことを快く思っていないであろうことを理解した上で、そういう言い回しをした。

「お前は、カズがどうするのが望ましいと思っているんだ？」

「それは、」

「その上でもう一度言う。俺たちの利害関係は一致している。……まあ、俺を嫌っているだろうから、協力しろとまでは言わない。だが、お前がどうしようと、俺の行動は変わらない。俺はカズの目的をぶち壊す。そのために──」

　右耳のピアスに触れ、言い放つ。

「俺が、あいつらを修復不可能にしてやる」

「…………う、うう」

　本来なら、俺の味方をするはずもない柳やなぎの目に迷いが見える。

　俺に協力するのは感情的に許せることではないだろう。カズの意向に背そむくのもそうだ。しかし、自分の感情を犠ぎ牲せいにすることでカズを幸せにできるのなら、そうするべきかとは考える。

「……………………本当、ですか？」

「何がだ？」

「本当に大おお嶺みねさんは、カズキさんに危害を加える気はないんですか？」

　だから、こんなことを聞いてしまう。

　こんなのはもう、俺に協力するための理由を求めているようなもんだ。後押しして欲しいと言っているようなもんだ。

「危害は加えない……と言ってもいいだろうな。ま、音おと無なしと切り離すわけだから、あいつは苦しいだろうが」

「そう……ですか」

　もう腹の中では、カズを裏切る方向に決まっているだろう。

　柳は、自分の感情を押し殺し、俺に従うだろう。そうすることが、カズのためになると思うから、苦しみながらカズを裏切るのだろう。

　まったく、美しい愛だ。

　──ま。

　俺が言ったことは全部、噓だけどな。

　まず、柳がここに来ることを予測していた。その初っぱなの部分から噓うそだ。

　柳が来ることを、特に想定はしていなかった。カズが送り込んできたという発想に至ったのは、実際に柳がこちらに来たときだ。

　柳がなぜこちらに来たのかを考えたとき、どうしてもそこに作為的なものを俺は感じた。なにせ９９８人いる〝被支配者〟の中から、柳が来るのは状況としてでき過ぎている。

　そう考えたときに、カズの意図が入っているという発想は当然生まれてくる。大した推理でもない。

　まあ、その噓はただのこけおどしとも言える。だが、こう言っておけば、柳は迂う闊かつに手を出せないし、どっちにつくのが有利かを考える。

　それから、カズが、音無さえいなければ、俺と対立しないというのも噓だ。

　あいつがあいつである以上、〝箱〟という概がい念ねんそのものと対立する。俺が〝所有者〟である以上、対立してしまう。あいつはそういう人間だ。

　そして、カズから音無を引き離せば、あいつが幸せになれるというのも噓だ。

　確かに俺は、音無がカズの癌がんであると思っている。それは噓ではない。だがしかし、ここまで身体からだに巣くってしまったものを切り離すことはできない。あいつらは、一生分の時間を共に過ごしたおかげで絶対的な絆きずなを築いた。ここまでカズの中に入り込んだものを、無理矢理取り除くことは、それこそ末期癌がんと同じように不可能だ。そんなことをすれば重大な支障が出る。それが分かったからこそ、俺はキリとカズをくっつけるのをやめたということもあった。

　音おと無なしがカズと決別したとする。その場合でも、カズは音無のことを忘れることはない。下へ手たをすれば今以上に、音無のことを考え続けるだろう。

　絆きずなは、ある意味で呪のろいだ。あれだけの絆には、解放なんてものはない。

　だから俺には、カズを、柳やなぎへと振り向かせるためのプランなどない。

　全部、噓うそだ。

　俺の味方をしたところで、柳はカズに嫌われるだけ。

　しかし、俺の言葉が真実か噓かは、そうそう見抜けることではない。

　人は自分に都合のいい情報を信じやすいきらいがある。特に柳はそういう人間だ。カズと恋仲になれる可能性を秘め、しかもカズを幸せにできる、という情報を極力信じたいと思うはずだ。

　だから、選ぶ。

「私は、どうすればいいんですか？」

　柳悠ゆう里りは──裏切りを選ぶ。

「私にできることは、なんなんですか？」

　屈くつ辱じよくにまみれた表情。

　柳悠里は、自分を殺し、耐えて、大嫌いな俺のために星ほし野の一かず輝きを陥おとしいれる。

　それが、カズを破壊する行為だという自覚もなく。

　──ははは、簡単に騙だまされちゃって、本当にかわいそうですね。全部終わったら、キャンディーでもやるよ。

　俺は愉ゆ悦えつを隠し、言う。

「いずれここに音無が来る。そのときにお前は、いつもの言葉巧たくみな演技で、自分にとって都合がよくなるように誘導すればいい。それが俺の手助けになる」

「……どうやって、音無さんを呼ぶんですか？」

「もうすぐあいつが、ここに送り込んでくれるだろう」

「あいつ？」

　俺は唯一、自分と同じ能力が使える、女の名前を口にする。

「新しん藤どう色いろ葉はだ」
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『なんかさ、典てん型けい的な悪役みたいで、こんなセリフを言うのは恥はずかしいんだけど、分かりやすさを重視して言うよ。ええと、音おと無なし麻ま理り亜あは預かったから、取り返したければ要求に従ってね』

　電話で、色いろ葉はさんはそんなことを僕に言った。




「…………なんでだよ？」

　要求通りに、高こう架か線せんに一人で向かう僕は、思わず呟つぶやく。

　どうして色葉さんが誘ゆう拐かいなんてするんだ……？

　もちろんそれが、ただの虚きよ言げんである可能性も考えた。だから僕は、すぐにマリアへと電話を掛けた。

　──でも、マリアは電話に出なかった。

　ああ、ちゃんと分かってる。それだけじゃ、本当に誘拐したのかは分からない。単純にマリアが着信に気付いていないだけかもしれない。

　でも、連絡が取れない以上、罠わなだろうがなんだろうが、僕は色葉さんの指示通り、一人で高架線に向かうしかないんだ。

　なぜ？　……決まってる。僕に、マリアを助けに行かない、そんな選択肢はないからだ。

　そしてその僕の性質を、色葉さんは当然理解した上で、あんなことを言ってきているんだ。

「…………く！」

　なんてやっかい。

　色葉さんが〝罪と罰と罪の影〟によって、【被支配者】にされたことは知っていた。

　それでも、あの色葉さんが、醍だい哉やに従うなんてことは、あまりにイメージできないことだった。

　それにどうして、色葉さんがマリアを誘拐できる？

　だって、倫理観から反した行動は、具体的に【命令】されないとできない、そう悠ゆう里りさんは言っていた。

　でも、細かい状況までは分からない醍哉が、『マリアを誘拐し、僕を脅きよう迫はくし、高架線の下に呼び出せ』なんて、そこまで事細こまかな【命令】をするとは思えない。仮にしたとしても、そんな【命令】ならば、意志が強く、頭のいい色葉さんを使うのはむしろ都合が悪い。それならば醍哉の狂信者の方が疑問を抱いだかず、【命令】を機械的に実行してくれるから都合がいい。色葉さんだと、【命令】の隙すきをつき、醍哉にとって意に反する行為をするかもしれない。

　だからこう考えるべきだ。

　──マリアの誘ゆう拐かいは、色いろ葉はさん自身の判断。

　走りながら、袖をめくり時間を見る。『20時27分』。三つ目の映画、『リピート、リセット、リセット』が始まるあたりだ。今日が終わるまで『３時間33分』。

　短いと思っていた一日は、果てしなく長い。
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　呼び出された場所へたどり着く。

　そこは市街地から離れた、土手沿いの高こう架か線せん下のトンネルだった。スプレーで描えがかれた落書きが、いかにもここは不良の溜たまり場ですよと主張するように目立っている。街頭の灯あかりはここまで届いていない。だから、色葉さんが用意したらしい頼りないランタンの光が、彼女の顔の右半分を照らしていた。

　僕は伸びた草を踏ふみ歩きながら、色葉さんに近づいていく。暗くら闇やみのせいで姿は見えないが、人の気配が複数あるのが分かった。特別隠れているつもりはないのだろう。隠れることより、自分以外の人間がいることを僕に感じ取らせることで、恐怖心を与えることを優先しているのだ。

　壁にスプレーで描かれた落書きの横に、色葉さんは座っていた。

「ワンワン！　うー……！」

　四つん這いになった、裸の男の上に。

「はいはい、分かってるよワンちゃん。カズキくんが来たんだね」

　座られている小太りの男は、まるで犬のように鳴いている。

「……ぐ」

　とてつもない嫌けん悪お感。その男の身体からだがだらしなくたるんでいることもまた腹立たしい。

　見たくないのに、目を逸そらすことさえしたくない。この男のせいで、僕が視線を動かす、そのことが許せないからだ。お前の方が僕の視界から消えろ。ずうずうしく僕の世界に関かかわってくるな見苦しい！

　──と、僕はあることに気付いて、冷静になる。

「この現象…………」

　そうだ。すでに知っている。

　実際に見たらこんな酷ひどいものだとは分からなかったが、その名前をテレビを通じて知っている。

「〝犬人間〟」

　僕はその単語を、呟つぶやく。

　そして理解する。

「そうか、〝犬人間〟も醍だい哉やが仕掛けたもの……」

「そうだよ。ま、でも、この〝犬人間〟は大おお嶺みねくんじゃなく、あたしが作ったんだけどね」

「どういうこと？　……そもそもどうして、色いろ葉はさんにそんなことができるの？」

「ああ、そこから説明しないといけないのか。あのねカズキくん、あたしももう、大嶺くんと同じ能力を使えるんだよ」

「え？　どうしてそんなことが──」

　……いや、そういえば悠ゆう里りさんは、〝罪と罰と罪の影〟は共有物だと言っていた。やろうとすれば、醍哉以外にも、この能力は使えるってことなのか？

　じゃあ他の人たちも……？

「ちなみに、現時点では同じことができるのはあたしだけだから、それは安心して」

　先回りするように色葉さんに言われ、少し安あん堵どする。

　……って、安堵してる場合じゃない。マリアの無事を確認しないと。

　僕は、裸の男をなるべく見ないようにして、辺りを見渡す。

「マリアはどこに……？」

「ここにはいないね」

　色葉さんは素っ気なく答える。

「本当に誘ゆう拐かいなんて……」

「したよ。前の【命令】のおかげで、音おと無なしさんの情報は入ってたから、マンションの場所ぐらい割れてたしね」

「マリアをどうする気なの？　僕に何をさせたいの？」

　色葉さんは僕をじっと見たが、答えず、〝犬人間〟から立ち上がった。

　そして、〝犬人間〟の頭を蹴けり飛ばした。

　裸の〝犬人間〟は「キャン！　キャン！」と中途半端な裏声で鳴き、涙目で色葉さんを見上げる。

　あまりにも気持ち悪い光景に、僕は眉まゆをひそめる。

　……いや、違う。思わずその嫌けん悪お感に忘れそうになったが、ここでの正しい反応はそうじゃない。

「な、なんてことをしてるんだよ！　その人は『犬になりきるよう』に【命令】されただけの人間でしょ！」

「人間？　違うね。こいつは見ての通り、人間以下の存在だよ。だって気持ち悪いでしょ？」

「確かに気持ち悪いけど……でも、それは色葉さんがそうさせてるだけじゃないか！」

「そうかなあ？　こいつ、幼女限定レイプ魔なんだよ」

「え？」

　今、なんて？

「こいつは、どうしようもない凶悪犯で、犬になる前から最低の人間なんだよ。この能力は操作をするための能力だけど、人の罪を覗のぞける側面もあるわけ。だから、こういうクズも見つけられる」

「……わざわざその犯人を見つけたの？」

「あたし、とりあえず〝犬人間〟を作ってみようと思ってね、それに値する酷ひどい罪を抱かかえてる人間を捜さがしてたんだ。そのときに、こいつを見つけたんだよ。別にこいつじゃなくてもよかった。けど、いい選択だったよ。これ以上被害者が出るのを阻そ止しすることができたからね。こいつ、何度か繰り返してるからさ、幼女への強ごう姦かん。更正の余地もなし」

「…………それは……その、本当に？」

「うん。こいつは泣き叫さけぶ幼女の膣ちつにこの粗そ末まつなペニスを差し込むことでしか興奮できない変態」

　色いろ葉はさんは、また頭を蹴けり飛ばす。

〝犬人間〟は醜みにくく悲鳴を上げる。

　僕は、それを黙だまって見る。

「ほら、もう言わない」

「え？」

「もう、蹴るのをやめろ、って言わない」

　色葉さんは、鳴き続ける〝犬人間〟に「伏せ」と命令する。〝犬人間〟は僕に肛こう門もんを見せつけるように尻しりを突き出し、四つん這ばいで座る。

「こいつが人間以下だと、認めた」

「ち、違……」

「違わない」

　色葉さんは〝犬人間〟を見下ろし、唾つばを吐はきかけ、無表情でトンネルの壁に寄りかかる。

「内心思ってるでしょ？　こういう奴やつ、生きてるだけで不ふ愉ゆ快かいだから死なないかな？　って」

「思ってない！」

「こいつのせいで外に出られなくなって、立派なリストカッターになった被害者の女の子や、その子がおかしくなったせいで離婚する羽目になった両親を見ても、そんなこと言える？　こいつ一人がいたせいで、真っ当な人生から外れた人間がたくさんいるのに、このクズ死ねって言わないでいられる？」

「……い、言える、よ」

　罪を償つぐなって欲しいとは思うけれど、許せない人間ではあると思うけど、死ぬのが正しいとは言えない。……はずだ。自信がないのは、この犬である様が醜過ぎるせいだ、きっと。

「ふうん？　ま、少し前のあたしも、そう言えたかな。でもね、意外とその考え、少数派かもよ。人間ってさ、本質的に勧かん善ぜん懲ちよう悪あくを好むものだからね。ハリウッド映画なんかを見てれば分かる。主人公に対立した悪人がさ、倒されるとすごい気持ちいいじゃん。だから現実でも、許し難がたい犯罪を犯した人間に、感情的には死刑を求めたがるわけよ。こういうクズを見るとさ、死ねばいいと思うのが、普通の感覚ってこと」

「そんなこと……ないと思うけど」

「あるんだよ。でもカズキくんの考えは分かる。あたしもさ、それをずっと間違ってるって思ってた。死刑にしろ殺せだの生きてる価値ないだの簡単に言う奴やつらは、絶対に想像力が足りないと思ってた。罪を犯していても、それはそいつの一面的な部分で、まともだったりいいところもある人間じゃん。そいつとまともに接したことがあるなら、死刑執行のボタンは絶対押したくないだろって。っていうか、罪人は死ねって気軽に言うけど、本当に自分のことを顧かえりみて言えてるわけ？　自分はそんな清せい廉れん潔けつ白ぱくなわけ？　気軽に飲酒運転してるお前が、交通事故で人を殺す可能性は考えてないわけ？　そのとき自分も死ぬべき存在って思うわけ？　そんなこと考えてた。──この能力を手にする前は」

　色いろ葉はさんは、そう言って薄ら笑いを浮かべた。

「……今は？」

「うん、今は思うよ。罪を犯したクズは死ぬべきだって」

　色葉さんの言葉には、何の躊躇ためらいの色もない。

「安易に犯罪者は死ねと言う奴らが、思し慮りよが欠けているのは事実。でも、ちゃんと犯罪者を理解したら、答えはそいつらと変わらなくなる。カズキくんたちを殺した自分を棚に上げてることは自覚してるけどさ、それでも言える。あたしはこの能力を手にして知った。こいつらはあたしたちみたいな常識を持っている人間とは根本的に違う。吐はき気を催もよおすほどの、同情の余地がないクズっていうのは本当にいるんだ。共感能力が皆無、ＩＱが低い、会話ができない、びっくりするよ。犯罪を犯すのはそういう奴らばっかりなんだ。単純に社会不適合者なんだ。例えばこいつ。レイプした女の子のことをかわいそうだと思わないのかって聞いたら、なんて言ったと思う？『でも我が慢まんできないし』『たまたまそういう時期に俺に目をつけられるって、運が悪いよね』『そりゃ悪いことしてると思うよ。でもどうしようもないでしょ？』分かる？　この言葉の不ふ愉ゆ快かいさが伝わる？　こいつらに反省なんてない。被害者の苦しみを理解できない。自分が何をしてしまったのか自覚がない。自分の欲望を最優先にすることに、なんの疑問も持たない。あたしは理解した。こいつらは生まれながらにしてクズなんだ。そういう宿命なんだ」

〝犬人間〟は「ワンワン」と鳴く。

「だから、似合う姿にしてやったわけ」

　色葉さんは裸であお向けになっている〝犬人間〟を見、その様に目をつり上げ、口を引きつらせる。自分がそうしたのに、その醜しゆう態たいを我慢できず、怒いかりをあらわにしている。

「許せないよね？　こんな存在」

　言って、なぜか色葉さんは手をパアンと叩たたいた。

　それと同時だった。

「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」」」

　雄お叫たけびが上がる。

「な、──」

　なんだ？

　僕は辺りを見回して、すぐに気付く。

　茶色の紙袋をかぶった人間たちが、わらわらとこちらに寄ってきていた。

　ここに来たときから感じていた気配は、間違いなくこの人たちだろう。そして今なら分かる。この人たちは、色いろ葉はさんの【被支配者】たちだ。

　暗がりであまり見えないが、紙袋で顔を隠しているだけで、服装には統一感がない。うちの学校の制服を着ていたり、ワンピースだったりと、見る限り性別や年代もばらばらだ。

　その人たちが集まり、僕らの周りを囲い始めている。

　異様だった。統一されていない集団が、統一した行動を取っている様は、とても異様だった。

　何が始まるんだ？　僕はどうすべきだ？

　色葉さんが何をしたいのかまるで見えてこないために、次の行動に移せない。僕は立ちすくむしかない。

　そんな僕をよそに、色葉さんは声を張り上げた。




「みんなでこいつに、制裁をくわえてやろうよ」




「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」「制裁！」




　突然の大声に、僕は気け圧おされる。

　拳こぶしを振り上げ、二十人近くの男女が叫さけんでいる。

　……な、何だよこの光景？

　この人たちは色葉さんに【命令】されているだけだ。でも、この様を見てしまうと、分かっていてもそれだけのことだと思えず、心が騒さわぐのを抑えられない。醍だい哉やが土下座をさせていた映像を見たときと同じ印象だ。二十人程度の人間が、同じ異様な行動を取っていれば、人は本能的に感情を乱される。

　紙袋の集団は、声を張り上げながら、〝犬人間〟を抱かかえ上げる。羽は交がい締めにし、動けないようにし、その裸の男の身体からだを色葉さんへ差し出すように向ける。

　そして色葉さんは──

　どこから取り出したのか、その手にナイフを持っていた。

「い、色いろ葉はさん、何を？」

　しかし色葉さんはこちらには目を向けない。

「さて【命令】だ。犬をやめろ、レイプ魔」

　色葉さんがそう口にすると同時に、〝犬人間〟の様子が変わる。すぐに表情は怯おびえた人間のものになる。〝犬人間〟の間の記憶はちゃんとあるようで、この状況に男は驚くことはなく、ただただ恐怖している。

「あ、ああ！　やめてくれ！　ぼ、僕が悪かったから！　もう女の子を襲ったりしないから！」

「はあ？　遅いんだけど？　やったことはもう取り返しがつかないんだけど？　どんなことをしても、女の子の処しよ女じよ膜まくは返ってこないんだけど？　ああ、そうだな、じゃあこのナイフで自分のチンコそり落とせや」

「そ、それは──」

「じゃあどうやって謝罪をするわけ？」

「と、とにかく約束する！　絶対にもう女の子に手を出さない！」

「はっ！　いつまで寝ぼけたことを言ってるのさ？　そんなのはごく当たり前のことであって、反省してすることではないんだよ、分かる？　ファミレス行って、これからは食い逃げせず、お金を払います、って言ってるのと同じだよ、分かる？　分かりまちゅ？　食い逃げしません宣言が謝罪？　舐なめてんの？　相手に悪いことをしたと本当に思っているんであれば、彼女にとって少しでも救済になる手立てを口にしろよゴミカスが」

「きゅ、救済？　な、何をすればいいんだよ」

「相手の気持ちを思いやって考えろ。相手の立場にちゃんと立てれば、自おのずと思い付くだろ？　例えば一億賠ばい償しようするとかさ」

「い、一億？　そ、そんなの、無理に決まってるじゃないか。僕は無職で──」

　その言い訳に。

　色葉さんは、無表情で鼻の頭に拳こぶしを叩たたき込んだ。一発、二発、三発。表情を変えることなく殴なぐる。

　──ああ。

　もう、この男が何を言っても、赦ゆるしはない。

「あ、ぐあ、ぐあ！　が！」

　鼻血が溢あふれる。

　紙袋の集団は、無言のまま、彼の身体からだを押さえ付けている。介抱なんて誰もしない。色葉さんはまるで何事もなかったかのように言葉を続ける。

「あんたは恐怖に対して命乞ごいしているだけで、反省さえしていないな。同じ事を繰り返すのが目に見えるね。だから終わりだよ」

　色いろ葉はさんはまた手を叩たたく。

「【命令】。こいつに対して、どんな罰ばつが心ここ地ちいいか各おの々おの正直に答えろ」

　紙袋の集団は答える。

「死ね」

「死ね」

「死ね」

「死ね」「醜みにくい犬は死ね」「犯罪者死ね」「誰よりもむごたらしく死ね」「短小包ほう茎けいが死ね」「くっせえから死ね」「野良犬の臭においがするから死ね」「昆虫並みの知能だから死ね」「ロリコン死ね」「変態死ね」「お前の人生になんの価値もないから死ね」「早く死ね」「今すぐ死ね」

「死ね」

「死ね」

「死ね」

　紙袋の集団は、もちろん【命令】されて言っているのだろう。

　でも、その声質は紛まぎれもなく、これが本心だと言っていた。

　二十人ほどの人間は、本心からこの男の死を望んでいた。

「はあ……」

　色葉さんはわざとらしい溜ため息いきを吐つき、言う。

「望むのは、満場一致であんたの死だ」

　色葉さんはナイフを近づける。

「やめろ！　やめろ！　やめろ！　つーか、あんたらには迷惑をかけていないだろうが！　関係ないだろうが！　お前にどんな権限が──があああああああああああああ!!」

　色葉さんは無表情で髪の毛をむしり取る。ぶちぶちと、痛々しい音が響き渡る。

　紙袋をかぶった誰かが「死ね」と呟つぶやいて、同時に煽あおるように手を叩いた。他の誰かがそれに続いて「死ね」と言いながら手を叩いた。それが広がっていく。「死ね」の合唱。死を望む手拍子。「死ね」パン。「死ね」パン。「死ね」パン。「死ね」パン。「死ね」パン。死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ねパンパンパンパンパパパンパン。

　楽しそうな「死ね」のリズム。

　それを眺ながめていると、どうしても思ってしまう。

　──ああ、そうだね。こいつは死ぬべきだ。

「うあああ！　うあああああああああああああああああ!!」

　もう泣き言ごとも言えず、恐怖し、震え、失禁する男。

「もっと悲鳴を上げろ豚。生きてきたことを後悔しろ豚。苦しめ豚」

　色葉さんは、男の眼球のすぐ側そばに、ナイフの刃先を突き付ける。

「それがあたしたちのカタルシスになる」

　取り返しのつかないことをしようとしているその行動で、僕はようやく冷静になる。

「色いろ葉はさん、やめ──」

　動き出そうとした僕を、しかし紙袋の男三人が取り押さえる。僕は一人の腕によって視界をふさがれる。何も見えない。

「やっちゃだめだ！　色葉さん！」

　そんなことをしたら、あなたはもう、戻れなくなる。

〝箱〟に囚とらわれ、『日常』に戻ることはなくなる。

　でも──。

「【命令】。ナイフが触れたら、犬に戻れ」

「う、ぎゃわああああああああああああああん!!」

　止めることはできなかった。

　悲鳴ではなく、ただの犬の鳴き声となった男の声が、トンネルに響き渡る。

　紙袋の男たちが僕を解放し、離れる。視界が戻る。

　戻った視界の先にあるのは、真っ赤に染まった男の裸だった。それがとんでもないことだと分かるのに、だけどああ確かに、僕の心の中に「ざまあみろ」という感想もある。男が上げている悲鳴は、本当に聞き苦しく、音の振動が鼓こ膜まくに触れてきたことさえ不ふ愉ゆ快かいでしょうがない。裸のたるんだ身体からだが醜みにくく痙けい攣れんしている様を見ると、どうしても愉ゆ悦えつが生まれる。

　僕はこいつら〝犬人間〟とは違う。僕はこんな醜くない。愚おろかではない。こいつらがこんな目に遭うのは〝犬人間〟だからだ。

　その安心感。その優越感。

　でも、もう分かった。ちゃんと分かってる。

　こう思わせることが、〝犬人間〟を作った醍だい哉やの狙ねらいだ。

〝犬人間〟に抱いだく、普通の感情がこれだとしたら危険だ。相手をもう人間扱いできず、ただただ侮ぶ蔑べつし、制裁にふさわしい相手だと思ってしまう。死んで当然だと思ってしまう。その感覚が世界に浸しん透とうしてしまえば、この世界は〝箱〟に覆われ、『非日常』になる。

　そんなのを許すわけにはいかない。

　だから僕は屈しないためにも、まだ動いている彼を助けるために、近づこうとした。

「動くな！」

　なのに、それを色葉さんは止めた。

「こいつを助けることは、あたしが許さない。動いたら、音おと無なし麻ま理り亜あの命は保証しない」

「な！」

　ここで、マリアを取引に使うのか！

「な、なんでそんな！　そこまでこの人を殺したいの？　そんなことに意味があるの!?」

「確かにこいつ個人を殺すことに、さして意味はないよ」

「じゃあどうして!!」

「でも、これから、あたしたちがするのはこういうことだ。あたしたちはこういう世界の構築をするんだ」

　そうだ。

　やっぱり、そういうことだったんだ。これが、醍だい哉やや色いろ葉はさんが望む図式なんだ。愚ぐ者しやを死ねと煽あおり、実際に殺す、この今見てきたことが、〝罪と罰と罪の影〟がこれから起こすことの、縮図なんだ。

「それなのに、目の前で止められるわけにはいかない。これを止められるということは、今後もカズキくんに邪じや魔まされるってことだ。カズキくんはこれからあたしたちの障害になるってことだ。あたし、知ってるよ？　意外とカズキくんは大きな障害になるってこと。だから、ここであらがうのを見逃すことはできないんだよ」

　紙袋の集団は沈ちん黙もくを保ったまま、僕らを見守るように囲っている。

　輪の中心にいる色葉さんは、コツコツと足音を立てて、僕に迫せまってくる。

「そうだ。そろそろ本題も言わないとね。音おと無なしさんを誘ゆう拐かいして、カズキくんに何を要求するか、ちゃんと言わないと」

　迫る色葉さんの顔が、ランタンの灯あかりに照らされる。

　手を伸ばし、僕の顎あごへと手を触れ、ぐい、と首を上げられる。

「今ここで、反抗の意志を放棄しろ」

　照らされたその顔は、赤く染まっていた。

　涙を流しているかのように、頰ほほに赤い色が伝っている。暗くら闇やみのせいで大きくなった瞳どう孔こうが、僕を捉とらえて離さない。

「その証明として、そこのゴミが死に絶えるのを、指をくわえて見届けろ。お菓子をママに買ってもらえずただ涙を浮かべる幼稚園児のようにな」

　言って、僕の顎から手を離す。唇くちびるについた赤い液体を腕で拭ぬぐい取るが、赤い色がにじんで広がっただけだ。

　ああ……僕は、理解した。




　──色葉さんは、もう戻れない。




『日常』に、〝箱〟のない世界に、戻れない。その猛もう禽きん類のような鋭するどい視線は、もはや刃物を肉体に宿しているかのようで、その表情は狂気に濁にごっている。

　色葉さんはもう、こちら側にはいない。僕がこの裸の男を助けようとすれば、本当にマリアに手を出してもおかしくない。それぐらいに彼女はもう、別の世界に行ってしまっている。

　これから僕をどうするつもりだ？　こうなってしまった彼女が、このまま僕を見逃す理由はない。醍だい哉やの仲間になったというのなら、周りの【被支配者】を使い、拘こう束そくし、無理矢理にでも〝願い潰つぶしの銀幕〟を放棄させるつもりかもしれない。

　──そうはさせない。

　でも、マリアを人質に取られたこの状況で、どう対抗すればいいんだ？

　答えは出ない。そうそう出るわけがない。だから僕は、相手の出方を窺うかがうことしかできず、動けないでいた。

　そんな僕の苦悩を理解しているのだろう。色いろ葉はさんは、わざとらしいほどの泰たい然ぜんとした態度で、ケータイを取り出した。ケータイを使う前に、僕にこんなことを言う。

「【命令】はね、わざわざ言葉を相手に伝える必要はないの。だからさ、こうやって、わざわざ言葉にしているのは、カズキくんへのパフォーマンスなわけ」

　そんなことを口にして、色葉さんはどこかに電話を掛ける。電話口から相手の男の声がわずかに聞こえるが、何を言っているかまでは聞き取れない。

　色葉さんは電話の向こうの男に言った。

「ああ、音おと無なし麻ま理り亜あを犯せ」

「な──！」

　思わず声を上げる。

　何を？　何を色葉さんは言っているんだ？

　色葉さんは予測通りと言わんばかりのしたり顔で、僕に言う。

「言ったでしょ？　あたしたちに刃向かわないための証明をしろって。この人間以下でしかない、〝犬人間〟の命を見捨てただけじゃ証明にならないよ。だからこうするわけ。カズキくんの大切なものを奪うばっても、無抵抗であるんなら認めてあげるってこと」

「そんなの…………」

　僕は、憤いきどおりで声を張り上げる。

「そんなの僕が許すわけない！」

「許さない？　結構結構。なら、追いつめるだけ。あたしたちへの反抗の意志を奪い、無力化させるだけ。そのために音無麻理亜をレイプするんだから」

「色葉さん、自分の言ってることを分かってるの？　色葉さんはそこの、色葉さんが死ぬべきだって思ってる男と、同じことをしてるんだよ？」

「してないねえ。あたしは欲望を満たすためにやってるわけじゃない。確固たる目的がある。どんなに正しい戦争でも、相手の兵士を殺さずに済ます方法はない。一般市民が巻き込まれ死ぬのを防ぐことはできない。極限状態にある一部の兵が虐ぎやく殺さつに走ることもある。でも、大局で見れば、正義は正義だ。些さ細さいなことがあっても、正しいことは正しいことだ」

「ふざけるな！　こんなことが正しいわけない！　些細なことでもなんでもない！　意味の分からないことを言うな！」

「意味は分かるでしょうが」

　呆あきれ顔で、色いろ葉はさんは言う。

　ダメだ……。こんな議論を交わしても、色葉さんを説得できない。そんなことは、この狂気に濁にごった目を見れば無理だと分かる。

　それでもマリアへの暴挙だけは、なんとしても阻そ止ししないといけない。

　要は、色葉さんが、僕が完全に屈服したと思い込めばいいはずだ。

　……だとしたら、アイデアがあることはある。

「僕の刃向かう意志を消したいだけだったら、そんなことをする必要ないよ」

「ほう？」

　色葉さんは僕を試すような顔で、続きを促うながす。

　危険な策ではある。実際に僕は、色葉さんたちに刃向かうだけの力をなくしてしまうかもしれない。だけど、今行おうとしている凶行だけは止められるはずだ。

　僕は、その案を口にする。

「僕を色葉さんの【被支配者】にすればいい」

　そうだ。それをしたら、マリアを巻き込む、巻き込まないなんて関係なくなる。これ以上に確実な刃向かわない証明はないはずだ。

　でも、色葉さんの解答は、意外なものだった。

「無理、すでに試した」

「……え？」

「ランタンをなんのために用意したと思うの？　もち、影を作るためだよ。……って、ああ、カズキくんはそもそも、〝罪と罰と罪の影〟の仕組みを知らないのか？　じゃあ意味が分からないかな。あのね、この〝箱〟は、影を踏ふむことで発動する。だからもう、実際にやってみたんだよ。で、カズキくんは何か変わった？　変わってないでしょ？」

「……僕を【被支配者】にすることはできない？」

「断定まではできないかな？　でもさっきはできなかった」

「どうして……？」

「〝所有者〟だからだよ。〝箱〟と〝箱〟は反発し合う。大おお嶺みねくんが〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の中で、取り込まれつつも自由に動けたようにね。あたしはここに来た時点で、カズキくんを【被支配者】にするよう影を踏んだけど、カズキくんを操あやつれなかった。ちなみに音おと無なしさんも同じ」

「マリアも【被支配者】にしようとしたの？」

「まあね。その方が楽だし」

　悪びれもなく色葉さんは言う。

「〝所有者〟は、【被支配者】にはできない……」

「あー……いや、正確には違うっぽいけどね。音無さんが言うには、拒絶の意志が消えればできるって。なんなら、また試してみようか？」

　そう言って、色いろ葉はさんは、まるで普通に歩き出すような自然さで足を出し──

　──僕の影を踏む。

〝箱〟を使おうとしているだなんてまるで見えない、あまりに自然な態度だった。

　その気軽さのせいで、避さけるという考えが及ぶ前に僕は影を踏ふまれてしまった。色葉さんは、ああは言っているが、影を踏まれて、僕が【被支配者】にならない保証はない。一度目は、偶然うまくいかなかっただけかもしれない。だから、そう簡単に踏まれてはいけないのに、踏まれてしまった。

「…………」

　でも、どんなに待っても、僕は、何も感じない。

「…………〝所有者〟以外は、どんな人でも【被支配者】にできるの？」

「そうだよ。できない人がいたらお目に掛かりたいね」

　僕は、何も感じない。

　影を踏まれても、なんとも思わない。

「そんな人がいたら、それはたぶん、異常者だ」

　色葉さんは、噓うそを吐ついていた。

　いや……それは適切な表現じゃない。噓を吐いているのではなく、間違いを言っている。

　だって、色葉さんは〝所有者〟以外なら、【被支配者】にできると言っている。その時点で間違えている。




　なぜなら僕は〝所有者〟ではない。

〝願い潰しの銀幕〟の〝所有者〟は僕、星野一輝ではないのだ。




「分かった？　だからカズキくんを【被支配者】にすることで、音おと無なしさんを見逃すという提案は却下するしかないのさ」

「……じゃあ？」

「うん。予定通り、カズキくんの心を折る作業に戻る」

　こうなった以上、どんな言葉でも色葉さんは止められない。

　それが痛いほどに分かってしまった。

　そうして僕は、気付いた。




　足あし下もとに、血に濡ぬれたナイフが落ちていた。




　僕は色葉さんを見る。

　知っている。色いろ葉はさんは素晴らしい人だ。少し他人の気持ちに鈍どん感かんなところはあるが、それ以上に他人のことを思いやる心がある。自分が強者であることを自覚しているが故ゆえに、自分のことを後回しにして他人を助けようとする。今の行動だってその延長上にあるんだ。時間を掛けて、ちゃんと説明すれば、自分の間違いに気付いてくれる。

　でも、時間がない。

　この限られた時間の中で、マリアを選び、同時に色葉さんを助けることはきっとできない。それが分かってしまっている。

　だから──

　だから────

「…………………」

　でも、結論は出ていても、最後のあがきぐらいはさせてもらう。

「…………色葉さんは間違ってる」

「へえ」

　色葉さんは聞くに値しないと言わんばかりに、耳の穴をほじりながら、生返事をする。

「醍だい哉やも、色葉さんも、間違ってる」

「一応聞いてあげる。何が？」

「こうやって、人を殺すことで、世界を正そうとする行為が、だよ。それが間違ってる」

「言っておくけど、上っ面つらの常識に囚とらわれた主張なら聞かないよ？　殺人鬼が百人殺すより先に、そいつを殺した方が間違いなくいいでしょ？　その殺人鬼を晒さらし首にすることで、愚ぐ者しやをすくみ上がらせ、新しい罪が生まれないよう罰を示すのはいいことでしょ？　これまではいい手段がなかっただけ。それが、どうして悪いのかきちんと説明してよ」

「…………確かに、迷惑を掛けるだけの愚者が淘とう汰たされるのを、僕は悪いことだと思わない。生きる価値がない人間って、いるんだと思う。信じたくはないけど、そういう人がいるのは事実だと思う」

「でしょ？　カズキくんは常識に囚われてただなんとなく否定してるだけ。さっき見た光景に忌き避ひ感を抱いだいて、これはしちゃいけないんだと漠ばく然ぜんと思ってしまっただけ」

「違う。だって……どうして選べるんだ」

「……何をよ？」

　ここまで言っても分からないのか？

　苛いら立だち、暴力的な感情が湧わき上がる。

　僕は、愚おろかな色葉さんを睨にらみ付け、言う。

「死んでもいい人間を、だ」

　僕の感情が伝わったのか、色葉さんが息を吞のむのが分かった。

「神でもなんでもない、不完全な醍哉と色葉さんが、どういう判断で死んでもいい人間を選ぶの？　色いろ葉はさんたちは選択を絶対に間違えないの？」

「そ、れは──」

「そんなのはあり得ない。色葉さんは不確実に選んで、誰かを殺す」

「……確かに百パーセント間違えないとは言い切れない。でも、そんなの現在の法律だってそうでしょ？　裁判制度での死刑判決だって、全部の判決が正しいとは言えない。……それに、そうそう間違うとは思えないね。少なくてもこの幼女レイプ犯は、死ぬべきだって誰でも分かる」

「どうかな？　この人は他の人を傷付けたのは事実だけど、もしかしたらそれ以上に、他人を救うだけの能力があるかもしれない。色葉さんの論理なら、それでも死ぬべきじゃなくなる」

「は？　そんなのこの犬にあるわけない！」

「そうかもね。でも、それを本当に色葉さんは分かるの？」

「……分かる。この犬の頭の悪さは、すぐに分かる。やったこと以上に他人を救う能力なんてあるわけがない」

「それは驕おごりだよ。色葉さんは特別でもなんでもないのに、〝罪と罰と罪の影〟を手にして、自分がなんでもできると思い込んでる。ただ〝箱〟を手にしただけなのに、万能感に酔よいしれ、正しい判断ができると思い込んでる。そんな状態を、世間ではどう言うか教えてあげようか？」

　僕は言う。

「調子に乗ってる、って言うんだ」

「…………」

「簡単にこの先の未来を想像できるよ。初めは、まだ誰が見てもある程度納得できる罪人を、淘とう汰たすべき相手として選べるんだろう。でも、それは初めだけだ。調子に乗ってる色葉さんはすぐに過か剰じようになる。徐々にグレーゾーンの人間を選び出す。それは加速し、最終的に、ただ自分の気に入らない人間を〝犬人間〟にする。善悪は関係なくなって、自分に都合の悪い人間を淘汰するようになる。ああ、それとも、もう手遅れかな？　だって実際に、僕やマリアを邪じや魔まだから潰つぶそうとしてる」

　自分で言いながら、増々苛いら立だちが湧わいてきた。

　どうして色葉さんや醍だい哉やほど頭のいい人間が、そんなことも分からない？　この結末を想像できない？

「色葉さんのしていることは、制裁でも粛しゆく正せいでもなんでもない。殺人だ。醍哉も色葉さんも、〝箱〟のせいで万能感に取り憑つかれ、こじらせて、罪に走っただけだ。二人がやろうとしているのは、歴史上で何度も繰り返されたただの大だい虐ぎやく殺さつだよ。革命的でもなんでもない、よくある過ち。正当性もないよ」

　僕は、黙だまっている色葉さんに、自ら歩み寄る。

「だから、僕は止める」

　同時にナイフの側そばに寄ることも忘れていない。

「…………」

　色いろ葉はさんは僕の口上に、わずかに動どう揺ようしているように見えた。

　僕の言っていることは確実に正しい。それは色葉さんだって分かるはずだ。

　でも、色葉さんは、こんなことを言ってきた。

「…………なに、その顔？」

「……顔？」

「そうだよ。なんでカズキくんは、追いつめるようなことを言ってるのに、あたしを言いくるめようと敵対しているのに」

　苦々しげに、吐はき捨てる。

「そんな優しい笑えみを浮かべてるのさ？」

　指摘され、僕は思わず、自分の顔に触れる。

「その表情は、普通できない。そもそもさっきみたいな発言が、普通の人間にはできない」

「……そこまでおかしなことも、突飛なことも言ってないよ」

「うん、おかしなことも突飛なことも言ってない。でも、その発言は主観がある普通の人間にはこの状況ではそうそう言えない。自分の好きな人が人質に取られて、冷静さを失っている人間ならば、こんな正しい発言はできない」

「本当ならもっと感情的になるってこと？」

「その程度の違和感じゃない。感情的になるとか、そのレベルじゃない。できないんだ、そんなこと。できないはずなんだ……」

　色葉さんの表情には、動揺だけではなく、恐れまで混じっている。

「あんたは──」

　その表情のまま、色葉さんは言った。




「あんたは、どこにいる人間なんだ？」




　質問の意味はまったく分からなかった。

　でも以前、醍だい哉やに似たようなことを言われた。僕は浮ふ遊ゆうしているだとか、そんなことを言われた。たぶん、色葉さんが言っているのも、似たような意味なのだろう。

　ああ……僕はどうやら、普通じゃないところがある。否定し続けていたけれど、そろそろ認めなければいけない。

　うまく言えないけれど、言葉にすると尚なお意味が分からないかもしれないけれど、僕の感覚で僕を表現するとこうなる。




　僕には、僕自身が足りない。




「……カズキくんのことはいいんだ。関係ない。とにかくあたしは止まらない」

「納得してくれなかったの？」

「カズキくんの言うことは、ある側面では正しいかもしれない。あたしも、大おお嶺みねくんも、他人を自分より下だって思い上がってるところはあるし、完全じゃないから間違いもすると思う。でもそれは、やめるのとは別の話だ。だからって、諦あきらめるわけにはいかないんだ。現実に負け、悪いものを悪いまま受け入れて、無抵抗で殴なぐられ続けるわけにはいかないんだ。あたしはそれを認めない。苦言ありがとう。ちゃんと改善する。あたしは、死んでもいい人間をきちんと吟ぎん味みして、殺すよ」

「改善したところで、正しい判断はできないよ」

「でも、あたしはそれでも、この方法自体が間違っているとは思わない」

　そうして色いろ葉はさんは──

　狂気で、濁にごった目で言った。

「だから止まらない。音おと無なしさんへの行為も変えない」

　ああ、やっぱりそうか。

　僕は思わず、小さく溜ため息いきを吐ついてしまった。

「なにその溜息？　もう諦めたってことかな？　これでカズキくんは心が折れたかな」

「うん、諦めたよ」

　殺さずに済ます方法を。

　諦めたよ。

　さて、僕の意図を把握されるわけにはいかない。一いつ瞬しゆんでやらなければ、周りにいる【被支配者】に取り押さえられるだろう。だから僕は、ためらいなく刺さなくてはいけない。殺気さえ感じさせずやるしかない。

　殺す。

　まるで鼻歌でも口ずさむように自然に、色葉さんの心臓を突き刺し、即死させる。

「……死んでもいい人間、か」

　そんなものがいると、色葉さんは言っている。

　でも、やっぱりそれは、同じ人間である僕らが選べることじゃない。僕にだって、そう思う人はいる。そしてそれは間違っている。間違っていないといけない。

　だって、そうじゃないと、今からする僕の行為さえ赦ゆるされてしまう。そんなのは赦されなくていい。僕は、この行為を、自分自身で赦したりしない。

　僕は色葉さんたち同様、間違った選択をするだけ。

　僕にとって、死んでもいい人間。

　そんなの僕から言わせれば──




　──マリアを傷付ける奴やつらは、全員死んでもいい人間だ。




　だから僕は、色葉さんの心臓に向かって、ナイフを刺し込んだ。

　余計な動作は何一つしなかった。

　僕は色葉さんの視線がわずかに逸それたのを確認し、素早くナイフを拾い、立ち上がると同時にナイフを刺した。ナイフの刃はは、色葉さんの心臓に吸い込まれるように消えた。

　死ね。

　とは思わなかった。

　殺意なんて欠片かけらもなかった。ただ、僕は、すべきことをした。それだけだった。

　ああ、もしかして？

　こういった僕の部分が、他の人から見て、異常に見えるところなのか？

　だったらこんなところを、マリアにだけは、見せるわけにはいかない。そう、それを見られたらきっと僕らは──




「何を、している一かず輝き？」




　跳はね上がる、心臓。

「あ、ああ……！」

　どうして？

　どうしてここに？

　その『一輝』という僕の呼び方。発音。言葉の響き。

　僕が大好きなその声は──

「…………どう、して、こんなことをしている、一輝」

　紙袋をかぶった一人の女性が、僕に近づいてくる。

「う、ああ……！」

　……ああ、どうして気付かなかった。僕は顔なんて見えなくたって、彼女のことが分かるはずなのにどうして分からなかった？　簡単だ。ここが暗く、その上、そこまで一人一人を見渡す心の余裕がなかったからだ。どうして僕は、この場所に、暗がりの中に呼ばれたことに疑問を抱いだかなかった？

　色いろ葉はさんが一番に隠していたものが何か、どうして気付かなかった？

　細身の彼女は、紙袋を取る。

「マリア」

　そこにいたのは、マリアだった。

　疑いようもなく、マリアだった。

「一かず輝き……」

　震えた声で、僕の名前を呼ぶ、マリア。

「マリアが、ここに、どうして……？」

「あたしがそう指示したから」

　薄々分かっているくせに、思わず呟つぶやいてしまった言葉に、目の前の色いろ葉はさんは答える。まだ僕はナイフの先を、色葉さんに押し入れているままなのに。

　……ああ、もちろん気付いている。刺したはずのナイフに、まるで感触がなかったことには、刺した瞬しゆん間かんに気付いている。

　色葉さんの心臓に突き刺したはずのナイフを引き抜く。ナイフの先を自分の手のひらに押し付ける。刺さる感触はない。ナイフの刃はは、僕の手のひらを刺すことなく、柄えの中に引っ込んでいた。

　このナイフ──いや、いたずら用のオモチャでは、人は殺せない。

「さっきまでのカズキくんの言動について、あたしが客観的な意見を教えてあげようか？」

　色葉さんは愕がく然ぜんとしている僕に、吐はき捨てる。

「調子に乗ってる、って言うんだ」

　色葉さんは、すっかり力が抜けている僕の手から、ナイフのオモチャを取り上げた。

「【命令】、犬、元気に吠ほえろ」

　悶もん絶ぜつしていたはずの裸の男が、すくっと立ち上がった。男は、僕らの周りを手足を突いて駆かけ回る。自分が真っ赤に染まっていることなんてまるで意に介さず、「ワンワン」と元気に吠える。

「言ったよね、別に【命令】を口に出して言う必要なんてないって」

　かけずり回っている〝犬人間〟に、色葉さんはナイフを刺す。〝犬人間〟は痛いわけがないのに「ぎゃわああああああああああああああああああああああああん」と悲鳴を上げ、また苦しそうに倒れる。

「カズキくんが見てない間に、〝犬人間〟に血ち糊のりを浴びせた。それから『刺されたら叫さけんで苦しんでる態度をしろ』と〝犬人間〟に【命令】した。それだけですっかり騙だまされてくれたね」

　ああ、そうだ。僕は、紙袋の集団に視界をふさがれていたから、色葉さんが男を刺した瞬間は見ていない。ただ〝犬人間〟の悲鳴と、赤く染まって苦しそうな状態を見ただけだ。この暗がりだ。血糊を忍ばせる場所はいくらでもあるし、本物の血でないこともごまかせる。

「……なんのために、こんな……」

「【命令】されたからね、大おお嶺みねくんに。【命令】はたった一つ。『音おと無なし麻ま理り亜あに、星ほし野の一かず輝きの裏切りを見せること』」

　色いろ葉はさんは、マリアへと視線を移し、続ける。

「意外と難しかったよ。だって音おと無なしさんは、カズキくんを盲もう信しんしてるからね。生半可なことじゃ裏切りを裏切りだと信じてくれない」

　言われたマリアは、唇くちびるを嚙かむ。

「音無さんをここに連れてくるのは簡単だったよ。カズキくんをここに連れてくるのと同じ方法でいい。つまり、カズキくんを使った脅きよう迫はくをした。『指示に従わず、余計なことをすれば、【被支配者】たちを使ってカズキくんを殺す』とでも言えば、それがどんなに噓うそくさくても音無さんは従わざるを得ない。紙袋をかぶって、『黙ってあたしたちのやり取りを聞け』ぐらいの指示くらいなら、当然従ってくれる。そうして、見せつけた」

　色葉さんは、ナイフのオモチャを自分の胸に抜き差ししながら、言う。

「カズキくんが、あたしを殺すところを」

　すべて──

　すべて、僕の殺人をマリアに見せつけるための言動だったっていうのか。ナイフを僕が拾える場所に置いたのも、マリアをレイプすると言って激高させるところも、目の前で殺人をしたように見せることで、そういうやり方を発想させたことも…………

　そうして僕はまんまと、色葉さんの思惑通りに、ナイフのオモチャを突き刺した。

　色葉さんが、パチンと指を弾はじく。その音に反応し、紙袋の集団は、ぱらぱらと統率が取れていない様子で、緊張感なく帰っていく。もう用事は済んだと言わんばかりに。

「私は新しん藤どうから、一かず輝きが自分を殺すから見ておけと、言われていた」

　さっきから、決して僕と目を合わせないマリアが、口を開く。

「私は信じなかった。大おお嶺みねがすでに〝箱〟を使い、動き出していると聞いて、どうやらそれが真実であることを分かっても、一輝が人を殺すなど信じられなかった。人を殺し、解決する。それはもう手段ではない。それをした時点で、下郎に成り下がり、どんな信念も無意味になる。私がそう考えていることを、一輝は知っていたはずだ。それをしてしまう人間と、協力などできないことも知っていたはずだ。なのに…………」

　言葉を詰まらせ、首を振る。

「……いや、私とのことはいい。それでも分からない。そもそも殺人なんて一輝にできるわけがないのだ。未遂であっても、人を殺そうとした事実は、一輝に罪悪感を与え続ける。これだけの罪を背負って『日常』にいることはできないし、自分の変化は、『日常』さえも変化させてしまう。ああ、そんな内面的なことだけじゃなく、殺人など犯してしまえば、法によって『日常』なんて簡単に奪うばわれてしまうではないか。だから一輝が……何より『日常』を大切にしているはずの一輝が、そんな手段を選ぶわけない」

　拳こぶしを握りしめる。

「殺人などできるわけない…………できるわけないのだ！　一輝がそんなことをするわけない！」

　マリアはすがるような目を僕に向ける。

「……ああ、そうだ！　できない！　一かず輝きがそんなことをするわけがない！　だから、一輝は操あやつられているのだ。おそらくその〝罪と罰と罪の影〟によって、操られ、このような行動を取ったのだ。そうだろう！　一輝、そうだろう！」

　マリアは僕の肩を摑つかみ、揺ゆさぶる。

『否定して欲しい』

　マリアは全身でそう言っていた。目の前で、僕の凶行を見ていたくせに、それでもまだマリアは否定して欲しいと叫さけんでいた。もう噓うそだと気付いているだろうに、マリアはそんな駄だ々だをこねるようなことを言っていた。

　マリアがこうなるだなんて信じられない。信じられないけれど……

　なら、僕はその感情を利用する。

　僕は、マリアを騙だまし続ける。

「そうだよ」

　最低だ。自分の発言に吐はき気がする。

　だけど認めてしまえば、マリアは離れてしまい、二度と戻ってこない。

　だから、幼稚園児の方がまだまともに吐つけそうな酷ひどく下へ手たな噓でも、人の道を外はずれた最低の噓でも、僕は吐かなきゃいけない。

「やっぱり」

　マリアは、そう呟つぶやいた。

「やっぱり、そうだったか」

　そして、安あん堵どの表情を浮かべた。

　マリアは僕の、噓だと分かる噓を信じた。騙だまされた。

　ああ……そうだ。マリアだって僕と離れたくないんだ。僕をまだ信頼したいんだ。そんなに簡単に、僕らの絆きずなが終わるわけがないんだ。

　だから僕は、噓を貫き続けよう。

「マリア、あのね──」

「ふふ、安心したよ。もうこれで──」

　マリアは心底、安堵した表情で言った。




「誰も、信じなくて、すむ」




「…………え？」

　表情と、

　言葉が、

　嚙かみ合っていない。

「薄々……いや、本当はとっくに気付いていたよ。やっぱり──」

　やっぱり──

　さっきも言ったその単語に、マリアはこう続けた。

「やっぱり──お前は私を裏切っていたんだな」

「あ…………」

　力が抜け、両腕がだらりと垂れ落ちる。

　僕は、恐る恐る、マリアへと顔を向ける。

「分かるさ。今はできなくなったが、お前の表情筋の動きだけで、読心術のような真ま似ねができた私だぞ？　一生分の時間、お前と一いつ緒しよにいた私だぞ？　噓うそを吐ついてる程度はまだ見抜ける。でも、確信が持てないと自分に言い聞かせ、必死に自分をごまかしていた。決定的な証拠が見つかるまで、問題を先延ばしにしていた。でも、それを見つけてしまった。お前の下へ手たくそなごまかしが、お前が変わってしまったことを、私に完かん膚ぷなきまでに思い知らせた」

　そんなに簡単に僕らの絆きずなが終わるわけがない、そうさっき思った。

　……何をバカなことを考えていたんだ。

　ずっと僕は、十分過ぎるほどの裏切りを続けていた。〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟が終わってからずっと、欺あざむき続けていた。簡単には切れない強固な絆を、ずっと破壊し続けていた。

　そうして絆は、僕がこつこつ裏切りを重ねた甲か斐いあって、崩壊した。

「ああ……安心したよ。私は、このままではいけないと自覚していた。ごまかし続ける自分を責め、苦しんでいた。私は〝箱〟で、人の心を持ってはいけない。長時間、誰かと一緒にいて、情を移してはいけない。それなのに私は、自分から一輝との離別を決断できなかった。〝Ｏ〟と遭遇するためだとか、一緒にいてもいい理由を探して、一輝から離れなかった。それは恐怖でさえあったよ。このまま私は目的を失い、消えてしまうのではないかとも思ったよ」

　そうなって欲しかった。

　だけど……

「だけど……お前は私を裏切って、間違いを教えてくれた。私の甘さを思い知らせてくれた。決断させてくれた」

　言葉の、一つ一つが、僕の心を突き刺す。

　僕は他の誰よりもマリアを傷付けたくなかった。誰よりもマリアを護まもりたかった。

　なのに、誰よりもマリアを傷付け、壊した。

「……マリア、聞いて。僕はマリアのために」

　それでも、このまま行かせるわけにはいかない。

　しかし、

「呼ぶな」

　マリアは、背を向けた。

「え？」

「マリアと呼ぶな」

　それさえも、マリアは僕に許さない。

「その名前はとっくに捨てていた。気まぐれで使ったその名前を、お前が忘れず、親しげに呼ぶから、残ってしまっただけだ。でも、もう私たちは終わったのだから、その名前を使う必要はない。もう、私がマリアと呼ばれる時間は終わったのだ」

　そうしてマリアは、振り返って、僕を見み据すえて──

　言った。




「私は〝箱〟、音おと無なし彩あ矢やだ」




　その瞬しゆん間かん。

　脳のう裏りに強制的にある風景が割り込み、フラッシュバックした。

　それは色いろ褪あせて、淀よどんで、濁にごって、歪ゆがんでいる風景。

　繰り返しの教室。

　教きよう壇だんの上にセピア色になったマリアが立っている。マリアは自己紹介する。その表情は、はっきりしない。何パターンも、何万パターンも存在していて、何が真実か分からない。「音無彩矢です。よろしくお願いします」「音無彩矢だ。……よろしく」「音無彩矢だ」「音無彩矢だ」教壇の上の彼女は、繰り返しの世界でそう言い続けていた。そうして終わりに近づけば近づくほど、その表情から感情が消えていった。マリアはその無限とも思える時間を利用し、別の人格を創り上げたのだ。完璧な〝箱〟になるために、他人を拒絶したのだ。

　そこにいる彼女。

　そこにいる彼女の表情。

「…………ああ…………」

　僕は今更になって気付いた。いつも一緒にいたから全然気付かなかった。

　マリアは、いつの間にか、ずいぶんと普通の人間らしい表情をするようになっていたのだ。普通に悲しみ、怒り、笑うようになっていたのだ。

　気付かなかった。それに気付いていたら、他に方法を見つけられたかもしれないのに、僕は気付かなかった。

　でもマリアから、その普通の感情はまた失われた。

「……嫌いやだ」

　思わずそんな言葉を漏もらす。

「僕はずっと、マリアと呼ぶよ」

「…………」

　マリアは僕の言葉に答えず、色いろ葉はさんに手を差し出す。色葉さんはすぐにマリアの意をくみ取り、ナイフのオモチャを渡す。

「一かず輝き、お前はもう、変わってしまった。そのオモチャで新しん藤どうの胸を刺したとき、決定的に変化した。お前はもう、パートナーではない。ただ私を堕だ落らくさせるための存在でしかない。だから──」

　なぜかマリアは僕にナイフのオモチャを握らせた。




「──もうお前は、敵だ」




　どうしてだろう？

　マリアはどういうわけか、優しい顔で、僕を抱きしめた。

「……マリア？」

　もしかして、やっぱり僕と離れたくないのか？　そんなわけがないのに、この期ごに及んで、まだそんな甘いことを考えてしまう。

　でも、それはやっぱり間違いだ。

　だって、視界に入ってきた。

　僕の握るナイフが、マリアの胸に突き刺さっているところが。

「あ……」

　もちろんそのナイフはオモチャだ。本当にマリアを傷付けているわけではない。でも、それは今回たまたまオモチャであっただけ。

「そういうことだ」

　マリアは小さな声で呟つぶやく。

「近づけばお前は、こうやって私の胸を刺すんだ」

　それは、とてもとても優しい声で、だからより一層、僕は思い知らされる。

　その通りなんだ。

　僕がやろうとしていることは、こういうことなんだ。分かり合えない僕らが対立すればこうなってしまう。

　僕はマリアの胸を突き刺してしまう。

「一輝」

　マリアの身体からだは相変わらず華きや奢しやで、頼りない。

　そんなマリアは、僕が握るナイフに突き刺されたまま言う。

「今までありがとう」

　その華きや奢しやで弱々しい年下の女の子は、一人で戦い続ける。こうやって裏切られ、刺されても、戦い続ける。自分の幸せを放棄して、誰とも知らない他人のために戦い続ける。

　結果は見えている。

　敗北だ。

　遠くない未来……いや、すぐ近い未来に、マリアは耐えきれなくなる。魂をやすりで削けずるように自分を研とぎ澄ませ、その鋭するどさを保っている彼女は、すぐにすり減って、消える。

　その未来が見えるのに、僕は彼女を止められない。




　マリアは僕から離れた。

　そうしてようやく、マリアはナイフから解放された。

　僕の手からナイフを奪うばうと、僕たちの様子を興味なさそうに眺ながめていた色葉さんに返した。

　そのまま僕を一いつ顧こだにせず、背を向けて歩き出す。

「一かず輝き」

　小さく呟つぶやく。

「ハンバーグ。一人では食べきれなかったよ」

　愚おろかしくも、僕はすぐに気付かなかったのだけど──




　それがマリアの別れの言葉だった。











◆◆◆「大嶺醍哉」09/11 FRI 20:57◆◆◆






『お前が、私と似ているからだ』

　スクリーンに映った音おと無なし麻ま理り亜あがそんなセリフを吐はくのを聞いて、俺は思わず呟つぶやく。

「なんだこれは？」

　俺は何度目かの瞬しゆん間かん移動を柳やなぎと共にし、三つ目の映画を見せられていた。俺の右後ろには柳、そして隣には音無麻理亜の抜け殻がある。今回の映画『リピート、リセット、リセット』は、音無麻理亜が主演だということだ。

　だが、そのことを怪け訝げんに思った。なぜ相手が音無なんだ？　俺と音無の間にさしたる思い出はない。リノや陽はる明あきのように密な付き合いはない。これが俺の罪の上映だとしたら、俺は無自覚だが音無に何かをしたというのか？　俺を苦しめるためのものとしては、主演が音無では弱過ぎないか？

　そう思っていた。

　だが、予想は裏切られる。

　今映っているのは、想定外の光景だった。

　まったく記憶にない、〝拒絶する教室〟での俺と音無のやり取り。俺と音無が、〝拒絶する教室〟を打開するため、話し合っている。

「俺が、音無と協力していた……？　しかもカズよりも前に？」

　それは、異様な光景だった。しかも音無と対する俺の表情は、今のように敵対的なものでも、あるいは普段俺がしているような義務的なものでもない。

　その表情には、親しみが含まれている。

「なんだ俺の、あの腑ふ抜ぬけた面つらは？」

　……いや、分からないでもないか。

　スクリーンに映る音無の顔を見る。

　すでに超然的な雰ふん囲い気きは身につけている。だが、それは彼女がそこまでの領域に至ったのではなく、あの世界で記憶を保ち続けているから、どうしても俺たちからはそう見えてしまっているだけ。

　他の奴やつらには区別がつかなくとも、俺には見抜ける。

　音無が無理して自分を創り上げているのを見抜ける。

　そしてそこを見抜いてしまえば、俺と同じく、自分を殺し、何かを成し遂げようとするその有様に、あのときの俺は親近感を抱いだいてしまうのだ。

『助けろよ、俺を』

　だからなのか、１５３６回目の３月２日に、俺はこんな愚おろかなことを口にした。

　……おい、いつかの俺、いい加減にしろよ。こんな恥ち部ぶを見せつけられるなんて、どんな拷ごう問もんだ。〝願い潰つぶしの銀幕〟は趣向を変えて、辱はずかしめる方向で俺を責めることにしたのか？

　そもそもどうして俺が前回の記憶を保っている？　……と一いつ瞬しゆん考えたが、それはすぐに答えが出た。記憶を保持できているわけではない。俺はカズと違い、そんなことはできない。しかし、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の中で、ＮＰＣの俺が実際の俺の目的を看かん破ぱしたように、今まで〝拒絶する教室〟の中であったことを音おと無なしから聞きさえすれば、かなり正確に前回の世界を把握することができるのだ。

　そういう意味では俺は、パートナーとしての最低限の能力を持っていたのかもしれない。

『どうしていいか分からないんだ。キリに俺は何をしてやれる？　何もできないんだよ。触れたら青ざめる。抱きしめたら、過去の記憶を思い出して泣き始める。俺が何をしようとしても、苦しめることしかできない。だけど、あいつには俺がいないと駄だ目めなんだ。あいつは一人で何もできない。放っておいたら、きっととんでもない過ちを犯す。近づくことも遠ざかることも正しくない。なあ、じゃあ、どうすればいいんだ？』

　何を音無にくっちゃべっているんだ俺は……。そんなことを音無に言ったところで、何をしてくれるわけじゃない。あいつは俺と同じで無力だ。

　しかしいつかの俺は続ける。

『もしかして見つけてくれるんじゃないかって、思ってるんだ』

　画面の中の俺は、必死に言う。

『この繰り返しの中で、キリをどうにかできるための、解決策を』

　そんなものはねえよ！

　ここから言い聞かせてあの俺に届くのなら、声を枯からすまで叫さけんでやる。それぐらい愚おろかなことをスクリーンの中の俺は言っている。あのときの俺は、驚くほどに甘かった。

　だが、それに対しての音無の返事もまた、どうしようもなく無責任なものだった。答えは知っている。現状、俺たちの問題は解決していないのだから、その解決策は見つからなかった。

　それなのに、音無はこう言ったのだ。

『ああ、私が探し当ててやる』




　しかし、続いての場面、１５３９回目の３月２日、つまりあれからさらに３回〝転校〟した音無は言った。

『解決策を探し当てた』

　何を言ってるんだこいつは？　そんなものあるわけがない。……あってはいけない。

『少なくとも桐きり野のに対するお前のベストな行動は分かった』

『ベストな行動……それはなんだ？』

　恥はずかしながら、スクリーンに映る俺の表情は、興奮を隠せていない有様だった。

　愚おろかにも期待していたのだろう。自分には探し当てられないその方法が、もしかしたら存在すると思っていたのだろう。

　そんないつかの俺に、音おと無なしは言った。

『もう、桐きり野のに構うな』

　言うまでもなくその言葉は俺を失望させた。それどころか怒りさえしていた。

『ふざけるな。じゃあ誰があいつを救ってやるんだ？　それともお前は、もうキリが回復しているとでも言うのか？』

『……いや、桐野の傷は深い。癒いやされることはないだろう』

『なのになぜ、俺に構うななどと言う！』

『桐野は誰にも救えないからだ』

『なんだと？』

『桐野の傷は、それぐらいのものだ。失った腕がまた生はえてくることはないだろう？　深い傷とは、治せるものではないのだ』

『何を分かったようなことを言ってやがる。時間をこれ以上ないほど無益にだらだら過ごしたお前は、そのせいで何もかも諦てい観かんしやがってるのか？　腕がなくなったとしたって、手術すれば義手ぐらいつけてやれるだろうが』

『それができる人はいるかもしれない。元通りにはならなくとも、それは救いにはなるだろう。だが大おお嶺みね、お前にはそれはできない』

『なんでだ！　むしろ俺以外に誰ができるんだ！』

『本当は分かっているだろう』

　音無は、顔をつらそうにしかめて、言う。

『お前が、桐野の傷を癒すのを、遮さえぎっていると』

　スクリーンの中の俺は、押し黙だまる。

『お前がいると、桐野は元通りになりたいと思ってしまう。救いになるとしても、義手を受け入れない。それは元通りではないからな。お前が側そばにいることは、それだけで、桐野が前に進むのを阻はばんでいるのだ』

　ああ、分かっている。このときの生ぬるい俺だって、本心はそう思っている。

『理解はしているんだろう。しかし……いや、だからこそと言うべきか。だからこそお前は、桐野の力になれる方法を探している。実際に離れたところで、すべて解決するわけではないのも事実だ。一番の理解者であるお前が離れれば、新しい問題も出てくるだろう。しかし私は、それでもそれが最善策だと悟さとった。だから結局お前ができることは、桐野から離れることだけだ』

『俺が離れれば、あいつは苦しみ、間違いを犯し、それでまた傷付くかもしれない。その負の連れん鎖さから抜け出せないかもしれない。それを知っているのに、離れろ、と？』

『そうだ』

『ふざけているのか？』

『ふざけてなどいない。お前が離れたことで起こる不幸は不確定な物だが、お前がいることで起こる不幸は確定的だ。それだけではない。離れなければ、不幸になるのは桐きり野のだけではない。離れないと、桐野以上に、お前の傷が致命傷になる』

『俺のことはどうでもいい！』

『どうでもいいわけがないだろう！』

　普段無感情な音おと無なしが感情をあらわにし、俺は少なからず驚いた。

『お前は──私になるつもりか？』

　それは悲痛な嘆なげきだった。

　今ならば、その意味も分かる。

　俺はこうして実際に破滅の道を歩んでいる。そして、音無もきっと同じなんだろう。言われてみればそうだ。あいつの今までの行動には、自己犠ぎ牲せいしか存在していない。自分以外の何かのために生きている。

　そんなことをするのは、自分一人で十分だと思っている。

　だが、そんなことを、今日転校してきたばかりの謎なぞの女に言われても、俺が納得するわけもなかった。いくら今日以前の『３月２日』で、俺たちがパートナーだった事実があっても、俺にはこいつと過ごした記憶は存在しないのだ。

　一かず輝きと違い、そこに実感はないのだ。

『俺に手を貸す気がないというのなら、もう俺は協力しない』

『……大おお嶺みね』

　対して、音無はもう俺という人間に１５３９日分の時間を接していた。それだけいれば、こいつの性格上、俺に情を抱いだいてしまっている。

　だからもう、助けたいと思ってしまう。

『もし本当に、桐野の傷を元通りにするのならば方法は一つしかない。私はそれをするよ。お前のためにもそれを成し遂げる』

　だから俺に、こんなことを言ってしまうのだ。

『私の〝箱〟を完璧にする』

　しかし、その方法を俺が受け入れるわけもなく、俺たちは決別した。




　だが、そんな決定的な決別を迎えても、俺たちはパートナーを解消していなかった。

　なんてことはない。音無が１５３９回目の３月２日で起きた決別を隠したからだ。言うまでもなく、そうするだけであの決別などなかったことになる。だが、俺にとってはそうでも、音無はそういったわだかまりをなかったことにできる器用な人間ではなかった。俺に記憶がなくともあの出来事を引きずった。

　もう俺たちに、真の意味での信頼関係はなかった。

　そして、１５４２回目の３月２日。

　俺たちは意外にも、茂も木ぎへとたどり着いた。

　だが、できることは所しよ詮せんそこまでだった。その先には進めなかった。〝拒絶する教室〟は茂木の〝願い〟である『後悔しない３月３日を迎える』ことを軸に存在していて、そのため、〝所有者〟にたどり着いても、そのことを忘れてしまうシステムだったのだ。次の１５４３回目になったとき、茂木が犯人であることを俺はもちろん、音おと無なしも忘れてしまっていた。

　その後も、俺たちは何回か、茂木へとたどり着いた。だけどその先には、一度も進めなかった。茂木を突き止めても、暴力を振るうことさえできない音無は、〝箱〟を消滅させることができない。俺の言葉は茂木には響かず、しかも、繰り返しの実感がない俺には、どんなことをしてでもこの〝箱〟から抜け出したいというほどの切せつ迫ぱくした感情がなかった。それしか手段はなくとも、茂木に危害を加えてまで解決しようとはしなかった。

　俺たちでは手詰まりだった。茂木の〝箱〟を解決できるのは、実際のところカズだけだったのだ。

　だから、この関係は終わった。

『お別れだ』

　１６３５回目の３月２日、パートナーとして過ごして百回以上経ってようやく、音無は俺に見切りをつけた。

　一限目終わりの休み時間に、教室で別れを告げられた俺は、突然の意味不明な事態に顔をしかめる。

　俺の隣にはカズがいた。

　そのカズは、何も知らないような顔で、尋たずねる。

『醍だい哉や、音無さんと知り合いだったの？』

『いや、全然』

　俺が顔をしかめたのは、あれほど長い時間、パートナーを続けてきたのに、いきなり別れを告げられた──からではもちろんない。〝拒絶する教室〟について話されなければ、俺にとって音無は、今日転校してきたばかりの『他人』に過ぎない。別れもくそもない。

　音無はそんな俺の態度に、意外にも、傷付いたような表情を見せた。戸惑われることなど、繰り返しの世界の中で散々味わってきただろうに、平然と受け流せなかったのだ。

　……どうしてだ？

　分からないが仮説は立てられる。音無はこの世界で途方もなく孤独で、その中で繰り返しについて共有できる俺と出会った。音無にとっては、〝拒絶する教室〟の中で初めて、孤独から解放された瞬しゆん間かんだった。

　でも、また孤独に戻る。

　永遠に続くかもしれない世界で、永遠に孤独に。

　だとしたら……なんてことはない。音おと無なしは寂しかったのだ。

　１６３５回程度の〝転校〟では、まだまだ音無は未熟だったという話だ。

　音無は、俺に〝箱〟について説明することもなく、続ける。

『どうせこの１６３５回目が終われば、私が言うことも忘れてしまうのだろう。言ったところで対策しようもないかもしれない。だから、これから私がこんなことを言うのは、ただの自己満足に過ぎない。だが、それでも言わせてもらう』

　俺がさらに顔をしかめるのも無視して、音無は言った。

『お前は〝箱〟を使うな』

　今現在の俺には、身に覚えのない忠告。

『お前は〝箱〟によって、過分な〝願い〟を叶かなえようとしてしまう。自分の手に負えない理想を追いかけてしまう。──私と同じで』

　なんの意味があって、こんなことを口にしているのだろう？

　その忠告は言うまでもなく意味がない。音無の言う通りに俺は忘れ去り、〝箱〟を使ってしまった。これではただの独ひとり言ごとだ。

　ああ、そうか。

　これは本当にただの独り言なのだ。音無は、自分の身の上を口にしているだけ。音無は、誰にも言えない自分の弱みを、消える世界で独り言として吐はいて、気を紛まぎらわしているだけなのだ。

　それぐらい、このときの音無は弱っていた。

『私は分かる。そんな〝願い〟を〝箱〟に願ってしまったときの結末を。その結末は』

　だから音無が口にしたのは、自分の結末とも等しい。

『破滅だ』

　それは悲痛な告白。

　俺の心に響くべき、告白。

「……ああ？　何言ってんだお前？」

　だが、その告白をされたことで、俺が突とつ如じよ音無との記憶を思い出し、優しい言葉をかける、などという展開はない。

　奇き蹟せきは起きないのだ。

　俺たちでは、奇跡を起こせないのだ。

　スクリーンの中の俺は、意味不明なことを口にしている初対面の女に呆あきれ、冷笑するだけだった。しまいには俺は音無を無視し、カズを連れて一いつ緒しよにその場から立ち去った。

　教室には音無だけが取り残される。

　他のクラスメイトが、先ほどの出来事はなんだったんだろうと、ひそひそ話をしている中、音おと無なしはそのまま立ち尽つくしていた。

　歯を食いしばり、拳こぶしを握りしめ、誰もいない虚こ空くうに向かって、音無は続ける。

『それでももし、お前が〝箱〟を知り、手にしたとしたら、私はどうするのだろうな？　お前から〝箱〟を奪うばう気は起きない。私は他の〝所有者〟と違い、対立をしないのかもしれない』

　対立をしない？

　何を言ってるんだ？　そんなわけが──

「────」

　いや、待てよ。確かに今現在、〝罪と影と罪の影〟を携たずさえ学校に戻ってきた俺に、音無は手を出していない。

　おい、まさか？

　俺はふと、ある可能性に気付く。

　音無が俺に手を出さなかったのは、うまいことカズに騙だまされていたからだと思っていた。あるいは、カズの意図には気付いていても、敢あえて指示に従っているのかと思っていた。いずれにしても、手を出さない原因はカズだと思っていた。

　だが、この言いぐさが本当なら、カズのことだけでなく、そもそも俺の〝箱〟をどうすべきかと悩んでもいたのか？

『またパートナーになる──いやそれはないな。協力はしない。干渉もしたくない。ただお互い、同じ方向に向かっているだけだろう。私たちは、元よりパートナーになどなれなかったのだ。私たちの本来の関係は、そうだな──』

　その後口にした単語は、別段不快になるような単語ではない。なのに音無は、顔を引きつらせ、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情で、その単語を言った。

『同志、というのだろう』

　ああ、そりゃ音無ならこんな顔もするだろう。

　だってそれは、俺も、音無と同じく、破滅をするという意味だ。




「…………カズキさんが、かわいそう」

　その声に、俺の意識が映画から現実へと向く。

　声の主である柳やなぎ悠ゆう里りは、映画を観ながら、そんなことを呟つぶやいていた。しかも嫌けん悪お感に、眉まゆをひそめていた。

　カズがかわいそう？　なんだその反応は？　まるで音無の浮気でも目撃したみたいだな。

　……分からないでもないか。音無は不ふ貞ていを働いたわけでもなんでもないが、柳は、音無とカズの関係に、おそらくどこか神聖なものを感じていたのだろう。だから、俺と〝拒絶する教室〟の中で協力し合い、こうやって俺が音無に影響を与えていることさえ、カズへの裏切りに見えてしまう。

　……かくいう俺も、柳やなぎのことは言えない。

　俺も、〝拒絶する教室〟の物語は、音おと無なしとカズとの絆きずなを生み出したものとしか考えていなかった。それ以外の意味はないと思っていた。

　だが現実は違った。考えてみたらそれが自然だ。音無が一生分に等しいほどの長い時間、付き合い続けたのはカズだけではない。記憶を保ち、音無の側そばにいられたのは確かにカズだけだが、音無が付き合い続けるはめになったのは、かつて１年６組だったクラスメイト全員だ。

　そこには当然俺もいた。記憶を保てない俺は、自己紹介で『音無彩あ矢や』と名乗る彼女を『マリア』と呼ぶことはできなかったし、パートナーにもなりきれなかった。だが、俺がどんなに彼女のことを忘れても、音無はそんな俺とも長い時間を付き合い続けたのだ。

　繰り返しの世界では、俺と音無の物語も、存在していたのだ。

　俺は、音無のセリフを反はん芻すうし、呟つぶやく。

「破滅、ね」

　誰よりも現実主義な俺は、音無に指摘されるまでもなく分かっていた。

〝箱〟を使えば、自分が破滅をすること。

　自分の能力を把握している俺は、同時に自分の限界も分かってしまう。どう足あ搔がこうと、どううまく立ち回ろうとも、どこかで力尽つきてしまうことを理解してしまっている。

　その限界への理解が、〝箱〟にも限界を与える。

　そうして、〝箱〟を使いこなせなくなる。

　まったく……どうしてそれを理解していたのに、俺はもう取り返しのつかない所にいるんだ？　あらゆる人を巻き込んで、自分の理想に付き合わせ、人生を壊しているんだ？　しまいには俺は殺人さえ犯している。『やーめた』なんて投げ出すことが、もう許されない所まで来てしまっている。

　どうして俺は、〝箱〟を使ってしまった？

　いつ、俺はこうなった？




　──願い事はあるかい？




　ああ、そうだ。

〝Ｏ〟に出遭い、〝箱〟を知ってしまった時点で、手遅れだった。

〝箱〟を知ってしまえば使わざるを得ない。俺の〝願い〟が、永遠に叶かなうことがないと知っていても、それでも、使わざるを得ない。あらゆる手を尽くして叶わなかった〝願い〟が、わずかでも達成できる可能性があるのなら、俺は〝箱〟に手を伸ばしてしまう。そのためならどんな代だい償しようを払おうと構わない。

　実質的な強制。実質的な強要。定められた破滅。

　そのことをすべて〝Ｏ〟が把握した上で、俺に〝箱〟を渡したのだとしたら──とまで考えて、俺は思考に蓋ふたをすることにした。

　……もういいだろう。もういいだろう。もうこのことはいいだろう。

　映画はまだ続いている。

　俺は映画に集中することにする。

『大おお嶺みね。お前が失敗したら、取り返しのつかないことになったら、私が助ける。私はそのために存在しているんだ。どうしようもなくなったら──』

　映画の中の、音おと無なしは誰もいなくなった教室で、こんなことを言っている。

『お前に〝出来損そこないの幸福〟を使わせてやる』




「こんなことは、なかったことにしていた」

　その声は、映画の声と同じ声。

　しかし、ステレオでないその声は、スピーカーとは別の場所からのものだった。

「実際にお前にとって、存在しないに等しい話だったからな。そんなことは私だけが抱かかえ込んでいても意味がない話だ。だからなかったことにした。お前とのことだけでない。あらゆる出来事を、私はなかったことにした」

　スクリーンに、影が生まれる。

　映写機からの光を遮さえぎっている人間が、そこに立っていた。

　まるで〝願い潰つぶしの銀幕〟も、映画の中の物語も、関係ないと言わんばかりに、その人は立ちふさがる。

「────」

　悔くやしいが、その姿を見て、俺はただただ息を吞のんだ。見た目は何一つ変わっていないはずなのに、彼女の姿など見慣れているはずなのに、気け圧おされた。

　人間の姿を見ただけで、そんな反応をしてしまうなんてあるのか？　……しかし現にしている。呼吸の仕方を一時的に忘れ、目を見開き、なぜだか無意味に口角を上げてしまっている。心臓のリズムが狂い、脂あぶら汗あせが浮かび、指先が震えている。

　そこにいるだけで、こちらの肝きもを冷やす。空気を張り詰めるどころか、鋭するどく尖とがらせ、刃物にする。それぐらいのプレッシャーを、ただ対面するだけで与える存在。

　その様を見て、なぜか、まるで喉のどの奥に腕を突っ込まれて無理矢理言葉を引きずり出されたように、勝手にこの名前が口から出た。




「音無彩矢」




　呟つぶやいて、そして理解する。

　──ああ、そうだ。その名前が正しい。

「なかったことに、か。どうして気付かなかったんだろうな？」

『音おと無なし彩あ矢や』は言う。

「一かず輝きとのこともなかったことにすべきだと」

　今まで、彼女が『マリア』と名乗っていたのは、その名前を忘れない人間に、縛しばり付けられていたため。

　でも、星ほし野の一輝を断ち切った。

　星野一輝の敵になった。

『マリア』の名の呪じゆ縛ばくから解放された彼女には、『音無彩矢』の名前がふさわしい。もう『マリア』などと呼ぶべきではない。

　絶対的な絆きずなさえも目的のために断ち切る彼女は、もうきっと人間ではない。そんなことをできた時点でもう人間ではない。目指すべきものが同じ俺は、誰よりもそのことを分かっている。この完璧なる造形美は怪物たる所以ゆえん。過去の自分を殺し尽つくした彼女は、俺の理想そのもの。ただただ目的のために存在する存在。

　その姿を見るだけで、思わず溜ため息いきが出るほどに、思い知るのだ。




　──ゼロのマリアなんて、もうどこにもいない。




　もう、『音無麻ま理り亜あ』を取り戻すことは、カズであろうと不可能だ。俺が止まれない以上に、『音無彩矢』は止まらない。

　そうして分かる。

　あまりに人間離れした彼女を見て、俺はひらめいてしまった。そんな発想をしてしまうことは、俺が〝箱〟を使いこなせないことの証明になるのに、俺はやっぱりひらめいてしまった。

　それは──

〝Ｏ〟の正体のことだ。
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「また大おお嶺みねくんに負けちゃったね、カズキくん」

　放心し、ずっと音を遮断していた僕の耳に、ようやく言葉が届く。

　辺りを見渡し、座っている色いろ葉はさんが、僕を見上げているのを見つけた。両手で頰ほお杖づえを突きながら僕を見ている彼女以外は、もうこのトンネルにはいなくなっていた。

　時計を見ると、三十分近く、ここでただ呆ぼう然ぜんと突っ立っていたことになる。もうすぐ三つ目の映画『リピート、リセット、リセット』も終わる。色葉さんは、僕が三十分近く放心していたのに、置いて帰ることなくそこにいたらしい。

「ふぅ」

　癇かん癪しやくを起こした子供を辛しん抱ぼう強く待っている母親が吐はくような吐と息いき。

　その調子で、色葉さんは僕に言った。

「早く〝願い潰つぶしの銀幕〟を渡して、私の【被支配者】になりなよ。トドメ、刺してあげるからさ」

　まだぼうっとして、まともに頭が働かない。揺ゆらいだ視界が、トンネルの壁に書かれた落書きさえも、まるで深遠な意味を持つ芸術作品のように見せている。唾だ液えきを吞のみ込むのが苦しい。鼻の穴が顔の中心にあるのがなぜか腹立たしい。爪つめの間に垢あかが挟はさまっていることを見つけて、妙みように恥はずかしい。

　どうでもいい。

〝願い潰しの銀幕〟とか、【被支配者】とか、どうでもいい。

　マリア。

　マリアを傷付けた。

　マリアを止められなかった。

　彼女はもう『音おと無なし麻ま理り亜あ』に戻ろうとしない。『音無彩あ矢や』そのものになってしまった。

　これからその状況を逆転させ、マリアを取り戻すことができる？

　僕は想像し、答えを出す。

　──不可能だ。

　────不可能だ。




　じゃあ、もう僕に目的は、ない。




「……ねえ、色葉さん」

　しかしどういうわけか、僕は空うつろになっている頭で、さっきから引っかかっていることを聞くのだ。

「何？」

「マリアに僕の裏切りを分からせるため、工作をしたんだよね？」

　どうしてこんなことを尋たずねているんだろう？　確かに気になってはいるが、僕にそんな精神的余裕はない。

「そうだって言ったでしょ？」

「でもさ」

　あたかも、そこに打開策でもあることを知っているみたいに、僕は尋ねる。

「死ぬべき人間を選ぶって言っていたのは、噓うそじゃないよね？」

　色いろ葉はさんは、僕の質問に目を丸くする。

　そして、口元を歪ゆがめ、言う。

「もちろん」

　その目は、狂気に濁にごっている。

「ゴミを死に絶えらせるためにあたしは動くよ」

　僕は、ぼうっとしたままの頭で思う。

　……ああ、やっぱりか。

　色葉さんが『日常』に戻れないと僕が思ったのは、間違いじゃなかった。

〝犬人間〟を前に長々と話していた色葉さんの目的は真実だった。こんなやり方が間違っているといった僕の主張も、撤てつ回かいする必要がないものだった。

　これからも醍だい哉やと色葉さんは間違い続ける。自分の過ちに気付いたとしても、そのときにはもう取り返しのつかない場所まで来てしまって、引き返すことはできない。そして軋きしみながら走り続け、壊れる。マリアと同じに。

　誰かが止めないといけない。

　でも、もう僕にはそれは無理だ。僕に目的はなく、もう何かをする気はない。

　諦あきらめた。

「……………………」

　諦めた？

　何を？　マリアを？　僕が？

　そうだ。そういうことだ。打開策がないんだから、そうするしかない。

　でも、そのことを具体的に考えると、僕の身体からだは痛覚が故障したかのような熱さで溶けそうになる。体中の間接が外はずれて、四し肢しが引きちぎれそうな錯さつ覚かくに襲われる。それは絶対的なタブー。選んではいけない選択肢。

　それに──

「──ふざけるな」

　せわしなくも湧わき起こってきたこの感情は何だ？

　もしかして、僕は怒っているのか？　色いろ葉はさんに対して？

　おかしくはない。僕は色葉さんに騙だまされた。嵌はめられ、マリアに僕が変わった様を見せつけ、離別させられた。しかも本人は間違いを押し通して、他人を巻き込もうとしている。

　だけど、違う。

　この感情は、色葉さんへのものじゃない。

　だって、色葉さんが悪人でないことを、僕は知っている。色葉さんの『愚ぐ者しやを駆く逐ちくする』という思想が、僕と対立してしまっただけだ。しかも、その思想を持っていることさえ、色葉さんの責任ではない気がする。

　確かに色葉さんは本気でその思想を主張している。

　でも、腑ふに落ちないのだ。色葉さんは本当にそんなことをしたいと、ずっと前から考えていたんだろうか？　〝罪と罰と罪の影〟を手にする前から、こんなことをしたいと、野心を抱かかえていたんだろうか？

　……醍だい哉やからその力を受け取る前から？

「聞きたいことがあるんだ」

「何？」

　僕は色葉さんを改めて見る。血ち糊のりがついたその顔は、『日常』からかけ離れてしまっている。それまではぎらぎらと強く輝いて魅力的だったはずの瞳ひとみは、今は濁にごってしまっている。

　こんなのはまともな人の表情じゃない。色葉さんはどこかで壊れてしまった。

　それがいつか？

「耐えられないほど、苦しかったの？」

「は？」

「〝罪と罰と罪の影〟を受け取ったとき、だよ」

　そう、きっとそのときだ。そのとき色葉さんは壊れた。

　おそらくこの能力を受け渡せる条件として、色葉さんは何かをされたのだ。いや、そのときだけじゃないのかもしれない。醍哉が変わってしまった様を見る限り、この能力を使うには、ずっと苦しみを抱え続けなければいけないのかもしれない。

「…………どうしてそんなことを聞くのよ？」

　その聞き返しは、僕にとって肯こう定ていと同じだった。

　理解した。

　色葉さんはどうして、こんな行動に出てしまったのか？

　答え。

　色葉さんは、ただただ、苦しんで、もがいていただけ。

〝罪と罰と罪の影〟を受け取ったときに、元々〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟のこともあり、弱っていた色葉さんはすっかり壊れてしまったのだ。

　湧わき上がる負の感情に耐えきれず、色葉さんは無意識に、その感情を吐はき出すすべを求めた。そうしなければ心が保てなかったからだ。

　吐き出すのに都合がいいものはすぐ側そばにあった。

　それは醍だい哉やの『愚ぐ者しやを駆く逐ちくする』という考え。人間不信になってしまった色葉さんは、その主張に飛びついて便乗した。世界を正すという主義主張を後ろ盾にして、クズと見なした人間を排はい斥せきすることで、壊れている自分から目を逸そらそうとしたのだ。

　醍哉が、そうさせた。

　醍哉は、自分の〝願い〟を叶かなえるために、色葉さんを犠ぎ牲せいにした。

　じゃあ、この目が霞かすむほどの激情は、醍哉に対してなのか？

　…………それも違う。

　だって醍哉も色葉さんと同じだ。耐えられない何かが醍哉にはあって、それを埋うめるために、〝箱〟を手にしてしまったんだ。だから僕は、醍哉も被害者の側面があるとどうしても思ってしまう。

　マリアと僕を別れさせる工作をしたこと、色葉さんをこんな風にしたことへの怒いかりはもちろんある。けれど、さっきから治まらないこの感情とはやっぱり別物だ。

　……怒り？

　違う。似ているけれど、この感情は怒りじゃない。そんな生やさしいものじゃない。

　この耐えられないほどの激情は──憎しみだ。

　誰への？

　ああ。

　憎にくしみ。それなら、その対象は、向かう先は、一つしか思い浮かばない。

　こんな感情を抱いだく相手は、一人だけ。

「──〝Ｏ〟」




「呼んだかい？」




　驚きはしない。

　予感がしていた。現れる気がしていた。

　僕は、その人を見る。

「なんだよ、その姿？」

　そこに現れたのは、まるでただ佇たたずんでいるだけで世界を見下しているように見えるほどの美人。秀しゆう麗れい過ぎているがために、リアル感がなく、噓うそめいている不快な女性。

　それなのに、どうしてこう思ってしまうのだろうか？　顔の作りがそこまで似ているというわけじゃないのに、どうしてこう思ってしまうのだろうか？

　その長い髪をした彼女の姿は……音おと無なし麻ま理り亜あに似ている。

「……あなたは誰かな？」

　色いろ葉はさんが尋たずねる。

「そうか。君は私と会ったことはなかったのだったね。察してもらえると思ったけれど、分からないのならきちんと名乗るよ。私は〝Ｏ〟だ」

「〝Ｏ〟？　あなたが？」

　言ってすぐに、何か思い当たったことでもあったのか、色葉さんは目を見開き、身構える。

「まさか、カズキくんの味方をするために……？」

「ふふ」

〝Ｏ〟は肯こう定ていも否定もしない。

「大おお嶺みねくんから聞いてる。あなたはカズキくんの肩を持っているって。カズキくんがピンチになっているから助けに来たってことなの？」

「実際に助けたことは一度もないのだけど、贔屓ひいきしているのは事実だね」

「あたしの〝願い〟を阻そ止しする気！」

　叫さけぶ色葉さんから、〝Ｏ〟は何も言わずに目を逸そらす。

「確信が持てないのだけどね」

〝Ｏ〟は色葉さんが感情的になっているにも関かかわらず無視して、僕に話しかける。

「……ちょ、ちょっと！」

「私が一かず輝きくんに興味を持ったのは、他の人間と違う部分を感じたからだ」

「…………くっ」

　色葉さんは、もう自分が相手にされていないことを察して押し黙だまった。この現象に対して、人間の自分が何を言っても無む駄だだと判断したらしい。

「でもね、どうして一輝くんだけ特別なのか、私にとって一輝くんはどういった存在なのか、はっきりとは分かっていなかった。しかし、先ほど、この少女を刺した行動を見たことで、ようやく確信らしきものが摑つかめたのだよ。だから確かめたい」

　僕は眉まゆを寄せ、〝Ｏ〟を睨み付ける。

「そのために、そうだな……私の正体を少し明かすよ」

「……何を言って……？　そんなもの知ったところで、何か変わるって言うの？　何も変わるわけない」

「果たしてそうかな？　もっと私を身近に感じてくれるかもしれないよ？」

「身近？　冗談は休み休み言って欲しいよ」

「〝願い〟を叶かなえる存在は、本来こんな卑ひ近きんでも具体的なものでもないのだよ。こうやって、はっきりと認知できるものでさえない。巨大である本体の〝私〟は、意志さえも持たないただの『力』に過ぎない。それなのにどうしてこうやって、〝Ｏ〟として君たちの前に意志を持って現れているのか？　それはね、『誰かさん』の〝願い〟によって、〝Ｏ〟という存在を具体化させられているからなんだ」

「『誰かさん』……だって？」

〝Ｏ〟は何を言っている？　超常現象である自分が、他の誰かによるものだって？

「そんなことが可能な〝願い〟を考えてみよう。そうだな、こういうのはどうかな？『みんなの願いを叶かなえてあげたい』という〝願い〟」

「────!!」

　まさか……

　まさか、その『誰かさん』というのは…………

〝Ｏ〟がどんな存在か、改めて考えてみる。

　僕の周りの人間を甘い誘いで何人も狂わせてきた〝箱〟の頒はん布ぷ人だ。偽りの〝願い〟を叶える存在だ。

　だから──

「きっと君が考えている通りだよ。その『誰かさん』自身も自覚がない。自分の〝箱〟がそういうシステムだと知らない。どうやって相手の〝願い〟を叶えることができるか分かっていない。だが、これが真実だよ」

〝Ｏ〟は、僕が考えていることと同じことを言った。




「音無麻理亜の〝出来損ないの幸福〟とは、私、〝Ｏ〟を生み出す〝箱〟なんだよ」




　想定していた答えだったが、それでも改めて聞かされると、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　だが、すぐに首を横に振る。

「デタラメだ。そんなことがマリアにできるわけがない」

「誤解してもらっては困るけど、〝願い〟を叶える存在自体は、彼女が〝箱〟を使う前から存在しているものだ。そうでないと、彼女が〝箱〟を手にすることさえなくなる。彼女はゼロから私を創り出したわけではない。あくまで彼女がしたのは、〝Ｏ〟として私をこうやって具体化し、自分の側そばに定着させたことだけだ。それさえ不可能だと思うかい？」

「それは──」

　可能、だと思う。僕はそれ以上の奇き蹟せきを、すでに見てきた。

「でも、マリアは〝出来損そこないの幸福〟を使って、その人たちを自分の中に取り込んできたって……」

「実際に見たことがあるのかい？」

「え？」

「ただ、言われるがまま信じてしまっただけだろう？　〝箱〟を使う度に、使用者と、使用者周辺の記憶を失ってしまう、そんな記憶障害者の言葉を」

「…………でも」

　僕は実際に感じた。マリアの胸に触れ、〝出来損そこないの幸福〟の、あの底なしの悲しみに触れた。その中に、彼女が取り込んだ人たちの姿を見た。

「納得しないようだね。でも君は、他の〝所有者〟が使った〝箱〟に触れたことがあるだろう？　そのとき、似たようなものを感じなかったのかい？」

「え……？」

　そうだ。僕は茂も木ぎさんの〝拒絶する教室〟に直接触れたことがある。

「触さわった君なら分かっているだろうが、あれは〝所有者〟の〝箱〟への感情を表した、心象風景みたいなものだ」

　こんなことを言い出すということは、じゃあ、マリアの胸に触れたときに見た、あの海の底のような光景は……。

「君が彼女に触れて感じたのは、ただの心象風景だ。使用者を取り込み、〝箱〟の中に閉じ込めた。それは彼女の世界では真実だよ。〝箱〟とはそうやって現実をねじ曲げるものでもあるからね。でも事実はそうではない。あの風景は、それほどまでに彼女が使用者に入れ込み、相手の悲しみを想像し、理解し、それなのにこんな不完全な手段でしか救えなかったことで、罪悪感に苛さいなまれているだけのことに過ぎない。そう──」

〝Ｏ〟は、その端整な顔立ちを崩さず、言い放つ。

「そう──あの光景は、ただの、彼女の絶望の表現だ」

　僕はあのときの光景を思い出す。

　光り輝く冷たい海の底で繰り広げられる、台本のある幸せ劇場。絶え間なく続く笑い声に打ち消され、届かない誰かの泣き声。孤独な、報むくわれない、負けるだけの戦場。

　あれが、マリアの絶望。

　……マリア。

　やっぱり僕は、マリアを助けたいよ。

「……やはり、そうか」

〝Ｏ〟は、僕の表情を見て、そんなことを呟つぶやく。

「やはり、って何が？」

　しかし、〝Ｏ〟はその質問には答えない。ただ僕を見ているだけだ。

　僕はその態度に苛いら立だちを抑えきれず、さっきから思っていた不平を言う。

「……〝Ｏ〟、あなたが喋しやべっているのは、マリアのことばかりだ。あなたは、僕のことを話すんじゃなかったの？」

「そう焦あせらないでくれないかい？　順序立てて話していただけだよ。もう、本題に入るから安心していいよ。……さてまた確認だ。『誰かさん』の〝願い〟は、『みんなの願いを叶かなえてあげたい』というもの。だから私は〝Ｏ〟として存在している。しかし〝箱〟は完璧な願望くみ取り機だ。それ故ゆえに、〝箱〟は使用者の『こんな願いが叶うはずもない』という諦てい観かんさえも含めて叶えてしまう。ならば『誰かさん』の諦観は、どういう形で叶えているか？」

「……やっぱり僕の話ではないじゃないか」

「いや、君の話だよ」

「え？」

「柳やなぎ奈な々な、憶えているね。君の初恋の女性だ」

　あまりに不意打ちに出てきた名前に、やはり慌あわててしまう。

「……な、なんで今、彼女の名前を」

「『誰かさん』が、彼女に〝箱〟を使ったことがあるからさ」

「──!!」

「ああ、それはそうだよね。知らなかったのだから驚くよね。でも早く本題に進んで欲しいと言っていたよね？　だから心を休める時間は、申し訳ないけどあげられない」

　なんていちいち嫌いや味みな奴やつなんだ。

「さて、一かず輝きくんがどう考えているかは知らないが、柳奈々にとって、君は救世主だった。柳奈々は誰よりも、それこそ彼女の恋人の生き島じま統とう司じくんよりも、一輝くんによって救われた。そのことを当然、柳奈々を取り込んだ『彼女』は知っている。それは強烈な印象を『彼女』にもたらした。なにせ救世主だ。一人の人間にそれほど思われる人間は、そうはいない。だから『彼女』の中では無意識にこう条件付けられた。星野一輝は救世主になり得る存在である、とね」

「……全然、意味が分からない」

「そうか。でも続けるよ。……救世主を知った『彼女』には矛盾した感情がある。なんとしても〝願い〟を叶えたいと思う心と、そんな自分を止めてくれと思う心」

　それは、僕も知っている。〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟でその本心も聞いた。

「〝願い〟が叶うはずがないと考えていることは、自分を止めて欲しいという心の側面からは都合がいいものだ。だからその二つは手を結んでいる。〝箱〟はすべての想いをそのまま叶える。つまり、救世主が自分の〝願い〟を砕いてくれる、という〝願い〟に反する想いも、〝箱〟は同時に叶えている」

　──なんだ、それは？

　僕のことを救世主だと意識付けられていて？

　そして、救世主は、〝箱〟によって〝願い〟を砕くだく力を与えられている？

「不思議だとは思わなかったかい？　どうして〝所有者〟でもない君が、〝拒絶する教室〟で記憶を保つことができたのか？　そこにいる新しん藤どう色いろ葉はさんに影を踏ふまれても平然としていられたのか？　こう考えたら自然じゃないかな？　君は初めから〝出来損そこないの幸福〟の影響下にあった。だから、〝箱〟に抵抗する力が備わっていた」

〝出来損ないの幸福〟は二つの力を生み出した。

　一つは、〝Ｏ〟を生み出す力。

　そしてもう一つは、『救世主』を生み出す力。

「君は〝箱〟によって救世主であることを義務付けられていた。……いや、君にはこう言った方がしっくり来るのかな？」




「星野一輝は、音無麻理亜を止めるための、騎士」




　騎き士し。

　僕が、マリアの、騎士。

　その力を、他でもないマリア自身の〝箱〟で得ている？

「────」

　思わず自分の手のひらを眺ながめる。手を閉じて、開く。閉じて、開く。グー。パー。

　ああ……なんの変へん哲てつもない手だ。同級生と比べても小さめの、頼りない手だ。特別な感覚なんてない。だけど……なんだろう？　今までと違って、違和感がある。……いや、その表現は間違っている。

　逆だ。

　──今までずっと抱いていた違和感がなくなった。

「さて。それでは試してみてくれないか？　本当に君が、〝出来損ないの幸福〟によって、力を得ているかどうか？」

「試すって……どうやって？」

　僕が尋たずねると、〝Ｏ〟はようやくその存在を思い出したかのように、色いろ葉はさんへと視線を移す。

　そして、まったく表情を変えず言い放つ。

「彼女の〝箱〟を、無理矢理壊してくれ」

「な──!!」

　色葉さんは声を上げ、僕を睨にらみ付ける。

　そんな顔をしなくても、僕はこんなにも憎にくたらしい〝Ｏ〟の、意図通りに動きたくなんかない。そんなことができたとしても絶対にやりたくない。

　なのに、

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ひ、ひひ」

　堪こらえきれず、漏もれる笑い。

「カズキくん……？」

　色いろ葉はさんの顔が引きつる。でも僕は笑い声を上げるのを止められない。

「ひ、ひひ…………あ、うふふふふあはははは」

「……何？　何を笑ってんの？」

　ああ、どうしたんだろう、この湧わき上がる気持ちは？

　抑えられない情動は？




　──試したい。

　──この力を、試したい。

　──大切に胸に抱かかえている〝箱〟をぶっ潰つぶしてやりたい。




　ああ、僕は、こう感じてきた。

　僕には、僕自身が足りない。

　ずっと気持ち悪かった。なぜ僕はそうなのか？　その感覚はどこから来たのか？　まるで強きよう烈れつな力によって引っ張られ、導かれているようだった。僕の意志が、大いなる巨大な力によって取り込まれているみたいだった。さっきだってそうだ。もうマリアを助けられないと絶望していたのに、その感情を無視して僕は色葉さんに質問し、突破口を開こうとした。まるで自動的に。

　ようやく原因が分かった。

　すべて、マリアに仕掛けられたものだったんだ。

　マリアのせいだった。マリアが僕の人生を狂わせた。マリアの〝箱〟がすべての元凶だった。僕が色葉さんを刺して殺そうとしてしまったのも、茂も木ぎさんの死を覚悟して彼女の〝箱〟を壊したのも、全部マリアのせいだった。

　マリアに僕は支配されていた。

「い、ひゃ、は、ははははははあはははははははははははは、はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは」

　それが──

　──たまらなくうれしい。

　だって、僕は、正真正しよう銘めい、マリアのものだったってことだ。そうなりたいと思っていたのだから、うれしいに決まってる。

　マリアの意に反して、音おと無なし彩あ矢やを始末しようとする自分に、罪悪感もあった。それが正しいのか不安だったし、もうこれ以上マリアを悲しませるなんて嫌いやだった。

　でも、許された。

　音おと無なし彩あ矢やをぶち殺す、正当性を得た。

　後ろ暗いこの欲求を、僕はそのまま満たそうとしていいのだ。

　ああ、マリア。

　大好きなマリア。

　どんなにマリアが僕を嫌っても、悲鳴を上げ泣き叫さけんでも、僕は君の〝箱〟を壊す。ぐちゃぐちゃにして壊す。一生懸けん命めい描かき上げた絵画を、目の前で破り捨てるみたいに壊す。壊して壊して壊して壊し尽つくして完かん膚ぷなきまでに壊して、壊す。

　ああ、心臓がダンスを踊っているかのように、跳はね回っている。高こう揚ようが抑えきれずに、息が荒くなっている。

　優越感。

　征服感。

　万能感。

「……大丈夫なの、カズキくん？」

　荒い息を吐はき、胸を押さえてかがむ僕に、色いろ葉はさんが声を掛けてくれる。

　ああ、そうだ。音無彩矢を殺す前に、この力が本物なのか、本当に通用するものなのか、試さないと。

「ちょ、ちょっと……なんであたしを睨にらんでるのよ？」

　くだらない〝箱〟に囚とらわれている、この女で。

　──しかし、〝箱〟を壊すとはどうすればできるんだ？

　僕はその方法を考えよう……としたが、考えることで〝箱〟を壊せるとは思えなかった。それよりも、その力を具体的にイメージした方がいいと、直感的に理解した。

　だから僕は、イメージする。

　自分が騎き士しであるイメージ。広がる光景は、血に染まった荒野。視界を埋うめ尽くさんばかりに僕へと立ちふさがる、甲かつ冑ちゆうを身にまとい、様々な武器を手にした軍勢。僕はロングソードで、そいつらの心臓を貫き、骸むくろの山を築き上げる。あらゆる人間に恨うらみを買い、憎にくまれても、僕は、僕に立ちはだかる敵を殺すのをやめない。

　マリアに逢あうために。

　城の頂上に幽ゆう閉へいされているマリアを助け出すために、僕はその城の高さまで骸を積み上げる。その上によじ登って、ねちょねちょと崩れる肉の塊をはしご代わりにして踏ふみにじり、僕は幽閉されているマリアの姿を拝おがみに行く。

　そうしてマリアを救い出すのだ。

　ああ。

「ああ」

　理解した。

「理解した」

　天てん啓けいを受けたような衝撃なんてなかった。ただ、すでに理解していたことを、整理できただけだった。知恵の輪を分からないままいじっていたら勝手に外れたような感じで、どうしてこうなったのか腑ふに落ちないまま、僕は理解した。

　──〝箱〟のこと。

　──〝箱〟の使い方を。

〝箱〟をどう使うか、そう考えてしまった時点で、〝箱〟は使いこなせないのだ。〝箱〟の中に欲望を詰めようとせず、〝箱〟があることをただただ意識するだけでいい。〝願い〟を叶かなえる力が世の中にあると理解していさえすればいい。僕らはただ自分を信じて、目的に突き進むしかないんだ。

〝箱〟の中身は空でいい。いや、空でなくてはいけないのだ。

　そう、それを理解した。

　それだけでいい。そのことを理解するだけでいい。それだけで『騎き士し』である僕は、〝箱〟を潰つぶす力を手にすることができる。それだけで、願望を叶える道具──




『空うつろの箱』を、手にできる。




「……じゃあ、やるか」

　僕は、右手で目を覆うように色いろ葉はさんの顔を摑つかみ、もう一方の手で腕を引きバランスを崩させ、床へと倒した。

「え？　あ……？」

　のしかかる。倒された色葉さんは、目を白黒させ僕を見る。あまりに突然のことに、理解が追いついていないようだ。

　その時点で致命的なまでに遅い。手遅れ。敗北の決定。

　僕は間かん髪はつ入れずに、色葉さんの胸に手を突き入れる。まるで剣を突き入れるように。

「え？　あ！　あぅ、ん！　……んん!!」

　そして取り出した。

　その胸の中にあった、〝罪と罰と罪の影〟の劣れつ化か版を。

「…………え？　え？　何？」

　理解が追いついていない色葉さんをよそに、僕はしたり顔を浮かべて立ち上がる。

　まったく楽勝だ。

　こんなにも〝箱〟を取り出すのは簡単だったのか。

〝箱〟を見る。砲丸のように固く丸まった黒い〝箱〟は、きっと醍だい哉やのものとは違う形なのだろう。手の中に収まるこの〝箱〟から〝所有者〟の苦痛がじわりじわりと伝わってきたが、そのことに気を払うつもりはなかった。

「……あ？」

　僕が手に持つものを見て、ようやく色いろ葉はさんは、自分がされたことに気付いた。

「あ……！　ああ！」

　まるで自分の心臓が抜き取られたみたいな反応をしていた。自分の胸を摑つかみ、青ざめた顔で僕を見上げる。

「何を……何をしたの？」

　分かりきった答えには返答する必要がない。

　黙だまっている僕に、色葉さんは続ける。

「な、なんでカズキくんに〝箱〟を取り出すような真ま似ねができるわけ！」

　……理由か。どう答えればいいんだろう？

　僕が『騎き士し』だから。その答えは真実だけど、それだと色葉さんに意味は通じないだろう。

　じゃあどう答えればいいのか？

　考えて、頭に浮かんだのは、かつて醍だい哉やが僕を称した言葉だった。

　──ああ、まったく、醍哉は本当に鋭するどいなあ。いつでもその分析は正しいよ。そのときはつい否定したけれど、やっぱり正しかったよ。

　僕は、一度目を閉じ、そして宣言する。




「僕は、〝願い〟を踏ふみにじる存在だからだ」




　それはある意味、色葉さんに自分は敵だと、表明する言葉。

　色葉さんは目を見開いて、僕を見上げた。僕の表情を確かめ、目を丸くしたまま、視線を僕が手に摑んでいる〝箱〟へと移した。

　何往復かさせようやく、色葉さんは僕の意図を理解し、顔を青ざめさせる。

「やめ……やめて！　それを潰つぶされたらあたしは！」

「〝箱〟なんかに頼ってもいいことがない」

「頼るしかないんだ！　だってあたしは知っちゃった。こんな奇き蹟せきを起こす力を知っちゃったんだ。なのに、この先それ抜きで生きていくなんて……そんなの考えられない。もう、〝箱〟抜きの人生には耐えられないの！　だから返して！」

　なるほど。こんな裏技を知ってしまえば、それを使わないなんて考えられなくなってしまう。かつて〝Ｏ〟も似たようなことを僕相手に言っていた気がする。〝箱〟の存在を知ることは、それだけで多大な影響を与えてしまうということなのだ。

　仕方ない。なら、思い知らせるしかないか。

「お願いしますは？」

「え？」

「〝箱〟を潰つぶさないでくださいお願いします、って懇こん願がんしてよ。土下座して」

「……どうしちゃったの、カズキくん？　そんなことになんの意味があるの？」

「土下座する必死ささえないの？　じゃあ大した〝願い〟じゃないんだよ。他人を犠ぎ牲せいにしているくせに、自分は傷を負う覚悟さえないってことだね」

「そんなことは聞いてない！」

「僕だって質問は受け付けてない。早く僕に懇願してよ」

　僕が本気だと分かったのか、色いろ葉はさんは唇くちびるを嚙かむ。

「……騙だまされない。土下座なんてしたって、カズキくんが〝箱〟を潰さない保証なんてない」

「保証なんてないに決まってる。当たり前じゃないか。でも土下座しないと僕は確実にこの〝箱〟を潰すよ。選んでる場合なの？」

　色葉さんは僕の言葉に答えず、ちらりと〝Ｏ〟を見た。

「無む駄だだよ。〝Ｏ〟は助けてはくれない」

「…………っ！」

「僕だって分かってる。この場で土下座するのは得策でもなんでもない。僕の隙すきを見て、〝箱〟を奪うばい返すのがベストな手段だってね。だから〝Ｏ〟の様子を見た。〝Ｏ〟がこの状況で介入してくれれば、僕に隙が出るかもしれないからね。でも無駄だ。試せと言っているのは、他でもない〝Ｏ〟だから、邪じや魔まに入るわけがない。そして僕も、隙を窺うかがっていることを理解しているから、絶対に油断しない」

「う……」

「〝箱〟潰しを阻そ止しするなら、もう僕の心を動かすしかない。土下座も、あながち意味がないってわけじゃないんだよ？　僕はこの〝箱〟を潰すのが正しいと思っているけれど、それが間違いだと色葉さんが思わせてくれたら、潰すことをやめるからね」

　それは噓うそではなかった。

　僕の考えが覆くつがえるとは思っていないが、もし覆ることがあるならば、当然僕は〝箱〟を潰したりしない。

「…………」

　色葉さんは押し黙だまった。

　そのまま、しばらく動かなかった。

　だけど、それから。

「う、うううぅぅ……」

　涙を流した。

　床に倒れ伏したまま、ボロボロと涙を流した。ぐちゃぐちゃに顔を歪ゆがませて、子供が懇願するように無力に涙を流した。

　そして、僕の言いつけ通り、土下座をして頭を地面にこすり付けた。

　さすがに僕も、驚いた。

　──あの色いろ葉はさんが？　〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟で自分の意志を押し通すため、指さえ切断してしまうような、あんな強い色葉さんが……？

「お願いします。それを潰つぶさないでくださいお願いします。返してください」

　涙を流しながらの、必死の懇こん願がん。

　僕がそう命令したから、言われるがまま、いい加減にやったわけではない。懇願する以外にどうすることもできないから、土下座をすることしか選べなかった。力のない子供が大人から暴力を振るわれ、泣き叫さけぶことでしかやめてもらえない、そう考えるのと同じ。

　僕は、色葉さんをそれだけ追い込んでいる。

　そのことに、胸が痛まないわけがない。

「……それがないと。それがないともう……あたしは、生きていけない……」

　色葉さんは本気で、この〝箱〟を求めている。

　自分にとっての救いは、この〝箱〟にしかない。色葉さんは本気でそう思っている。〝箱〟がないと生きていけないと思っているし、事実、〝箱〟を知り、使ってしまった以上、本当にそうなってしまったのかもしれない。

〝箱〟とは、そういうものなのだ。

　こうやって、元に戻ることを許さずに、人を壊すのもなのだ。

「……よく分かったよ。色葉さんにとって、もはや〝箱〟は切り離せないものなんだ。なくなってしまえば、傷を負ってしまうんだ」

「……そうです。だからお願いします。なんでもしますから、返してください……」

　泣きじゃくる色葉さんに胸を痛めながら、僕は手に持っていた〝箱〟を顔の前に差し出した。

　僕が素直に返してくれると思っていなかったのだろう。色葉さんは驚いて、僕を見上げた。微ほほ笑えんでいる僕と、目の前に差し出された〝箱〟を見て、色葉さんは安あん堵どに顔を弛ゆるませる。

「あ、ありがとう……」

　すがるように〝箱〟に手を伸ばしながら、色葉さんは感謝の言葉を口にする。

「ありがとう？」

　僕は首を傾かしげる。

「ただ、傷を負わせるよって言ってるだけなのに？」

「え？」

「返すわけがないでしょ」

　言って、眼前で〝箱〟を潰した。

　巨大な昆虫を握り潰したかのように、黒い粘ねん液えきみたいなものが指の隙すき間まから飛び散り、僕の手と、色いろ葉はさんの顔を汚した。

　びちゃり──と、〝箱〟の残ざん骸がいを浴びた、色葉さんの表情が、時が止まったかのように固まる。

　何が起きたのか確かめるように自分の顔に触れ、何度も顔をなぞる。起きた事態はあまりにも明白なのに、信じたくないと訴えるように、何度も何度も〝箱〟が潰つぶれたことを震えた手で確かめる。

「う、あ──」

　そうして目の前で起こった現実を、ようやく受け入れた。

「いやああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

〝箱〟を潰されたことで、肉体的にも影響があったのか、それともただ単にそれだけショックだったのかは分からないが、色葉さんは気絶した。

「ふう」

　意識を失い、白目を剝むいた色葉さんを僕は見下ろし、溜ため息いきを吐つく。

　泣いて、懇こん願がん？

　ふざけてるの？

　僕はこの展開を予測していた。色葉さんが懇願し、その姿に僕が胸を痛めることも、ある程度予想済みだった。だから僕が、〝箱〟を潰したくない方向に心を動かされることがあったのだとしたら、それは憐れん憫びんを誘う懇願ではないのだ。

　心が動くことがあるとすれば、絶望的に追いつめられた状況でも尚なお、色葉さんが自分の主張を押し通す姿だった。僕を圧倒するほどの強さを、それでも見せつけた場合だけだった。

　だって、色葉さんがまともなままだったらそうしたはずだ。そうして初めて、〝箱〟について僕が認識を改める可能性も出てくる。

　でも、色葉さんはそれができなかった。土下座し、気絶するような様は、色葉さんの本来あるべき姿じゃない。自分を見失っているにもほどがある。ふざけてる。

　こんなの、〝箱〟に踊らされ、悪い方向に行ってしまった証明に他ならないじゃないか。

　だから当てつけるように色葉さんに、〝箱〟が潰れる様を見せた。もう二度と〝箱〟を取り戻すことはできないと、思い知らせてやった。

　こうすることで色葉さんが立ち直れるかなんて分からない。正直に言えば難しいと思う。だけど、〝箱〟を手にして間違い続けるよりマシだ。狂った価値観で他人を傷付け続けるより遙はるかにマシだ。色葉さんはこれから、〝箱〟なしで生きることに、きちんと向き合わなくてはいけない。

　できないなら、迷惑だからくたばってろ。

「これではっきりしたね」

　倒れ伏す色いろ葉はさんを見下ろす僕に、〝Ｏ〟が話しかける。

「君は間違いなく〝出来損そこないの幸福〟の影響を受けている。『騎き士し』としての力を手にしている」

「そうみたいだね」

　言って、〝Ｏ〟と向かい合う。

　端整な顔立ちをした〝Ｏ〟の表情は、いつもの穏やかで、泰たい然ぜんとしたものではない。何も感じ取れない、人形のような表情だ。あまりに精せい巧こうにできた人形が、美しさよりも不気味さを感じさせるように、完璧な容姿をした彼女の無表情はただただ気味が悪い。

　ああ──これだ。

　この本質を見抜いていたから僕は、ずっと彼…………いや、彼女を不気味だと思っていたのだ。

　そうだ。急激に思い出した。夢の中でしか思い出せない光景の中で見ていた彼女の顔は、今のこの顔だ。

　これが、本来の〝Ｏ〟の姿なのだ。

　そして、その本来の姿で、この表情を見せるということ。

　それは彼女が、今まで相手にしていなかった僕と、向かい合うと決めたことに他ならない。

「一かず輝きくん。私はかつて、君と私の目的は同じだと言ったことがある。しかし、その言葉はある側面からは正しかったが、別の側面からは間違っていたようだね。私たちはお互い、音おと無なし麻ま理り亜あのために動き、存在している。それは同じだった。しかし私は、彼女の〝願い〟を叶かなえる存在であり、君は彼女の〝願い〟を潰つぶす存在だった。彼女のために動いていることは同じでありながら、やるべきことは正反対だった。まったく、私は今でも似たもの同士だからと、一輝くんに親近感を持っているというのに難儀なことだ。私はその感情を抑えないといけない。なぜなら私たちは──」

「そうだね、僕たちは──」

『敵同士だ』

　お互い言葉にはしなかった。

　あまりに分かりきっていて、口にする必要がなかった。

　僕は〝Ｏ〟を倒す。

　それが、ゼロのマリアを取り戻すことになるのだ。その二つは繫つながっていたのだ。

「しかし、残念ながら一輝くんが勝つことはないだろうね。私を消すだけなら難しくない。〝出来損ないの幸福〟を今のように潰せばいいのだからね。だが、それは私の敗北条件ではあっても、君の勝利条件ではない。ただ破壊しただけでは、」

〝Ｏ〟は倒れている色葉さんへと目をやる。

「彼女のように人格を破壊しかねない。新しん藤どう色いろ葉はは、立ち直ることもあるかもしれないが、音おと無なし麻ま理り亜あは無理だろう。彼女はギリギリまで神経を張り詰めることで、今の自分を維持しているからね。それは目標が崩れたら連れん鎖さ的にすべてが壊れるほどの均きん衡こうだ。一かず輝きくんも理解しているだろうけれど、こんな乱暴なやり方で〝箱〟を潰つぶしたら、彼女の心は確実に壊れ、再生することはないだろう」

　悔くやしいが、そのことに関しては〝Ｏ〟の言う通りだと思う。

〝出来損そこないの幸福〟を壊すだけでは、マリアは救えないのだ。そうしてしまえば、マリアは自分が創り上げた『音無彩あ矢や』に取り込まれたまま力尽つき、帰ってこないだろう。

　マリア自身が、〝箱〟の放棄を望まなければ意味がない。

　マリアが自発的に、〝箱〟を差し出さなければ、僕の目的は達成できない。

　でも、それは──

「不可能だ」

〝Ｏ〟は、僕の心を読んでいるかのように、そう言う。

「一かず輝きくんに裏切られたことで、音無麻理亜は完全に腹を括くくってしまったからね。分かるだろう？　それだけでもう、自発的に〝箱〟を差し出すことなどなくなるのだ。なぜなら彼女の意志の強さは、自分の命を天てん秤びんに掛けられても揺ゆらがないほどのものだからね。今までも散々見てきたのだから、実感しているだろう？」

　そう、僕は見てきた。

　そうしなければ自分が死ぬ状況でも、他人に暴力さえ振るわないマリアを。他人を幸せにするために動いているが故ゆえに、他人を犠ぎ牲せいにできない彼女を。

　マリアのために、〝箱〟を壊す。

　そんなことをマリアが聞き入れるわけがないのだ。自分の幸せのためにマリアが動くわけがないのだ。それを知っていたからこそ、僕はもう何も手がないと諦あきらめ、絶望したのだ。

　だけど、

「できるよ」

　僕は救世主であることを知った。

　僕は騎き士しであることを知った。

「マリアは望んで、僕に〝箱〟を差し出すよ」

　そのためにどうすればいいのか、そんなことは分からない。

　でも、もう僕は、自分の力を信じられる。

　この力は、他でもないマリアが望んで生まれた力だ。だというのに、何もできないなんてことがあるわけがないんだ。

　すべてを覆くつがえす奇き蹟せきぐらい、僕は起こせる。




「それをするための空うつろの箱を、僕はもう持っているから」




　だから、できるんだ。

　そうだな……まずは醍だい哉やからマリアを取り戻す。それからマリア自身と戦い、〝箱〟を差し出させる。

「そうか。なら私は、空ろの箱を破壊しよう」

　こうして、〝Ｏ〟は間違いなく僕の敵になる。

　……ああ、今更ながら、彼女の正体に気付いた。敵だと理解して、ようやく気付いた。

　なんでこんな単純だったのに気が付かなかったんだろう？　彼女の正体なんて、すでに知っていてもよかった。せめて、この姿を見た時点で察してもよかった。

　だって、会った瞬しゆん間かんに、似ていると思っただろう？

〝Ｏオー〟

　それは、ただのイニシャルだった。この存在がマリアが生み出したものであるのならば、マリアは無自覚のうちに、自分が常日頃から意識していた、〝Ｏ〟という名前をつけたのだろう。ならば、その名前の意味は、こうとしか考えられない。

　彼女は『他人の願いを叶かなえる』存在になりたかった。そうして〝Ｏ〟はある意味、それを成している存在だ。──ある意味で、彼女の理想だ。

　そして、マリアが自分を殺し、なりきろうとしている人物の名前。

　そう、どちらもルーツが同じだったのだ。だから僕は、どちらも敵だと思っているのだ。

　僕は、〝Ｏ〟の本当の名前を、敵意を込めて呼ぶ。




「〝Ｏ音無彩矢〟」




　由来は分からない。モデルになった人物がいたのかもしれない。『音無』であるのだから、それは肉親なのかもしれない。

　分かるのは、僕と〝Ｏ〟は、どちらもマリアに望まれて存在していることだ。

　だけど共存はできない。僕らは根底から真っ向対立していて、どちらかしか生き残れない。でも、負けるつもりはまるでない。

　だから改めて、僕は宣言する。

「〝音おと無なし彩あ矢や〟、僕は、あなたを殺す」










あとがき




　どうもお久しぶりです、御み影かげ瑛えい路じです。

『空うつろの箱と零ぜろのマリア』五巻をようやくお届けできました。別企画や、別シリーズをやっていたとはいえ、二年も空いてしまうとは……申し訳ございません。「期間が空いたせいで内容を忘れちゃったよー」という読者の方にも、ある程度対応した書き方をしたつもりですので、是ぜ非ひお気軽に手に取ってください。

　と、毎回こんなことを言っている気がする……。小説を書くことは好きすぎるぐらい好きなので、そろそろ早く書く技術を身に付けられそうな予感がします。あくまで予感がするだけ。




　ええと……正直なことを言うと、四巻を書き上げた時点で、次は苦労するなあ、という自覚はありました。この五巻の内容が自分にとって不得意というわけではなく、このシリーズを書くために必要な自分のエネルギーが不足してしまったな、と感じていたからです。なんだそのうさんくさい理由は？　と思われますでしょうが、僕もそう思います。だけど、たっぷり充電したおかげで、今回はすっかりいつもよりアレです。むしゃくしゃしてやった、誰でもよかった。




　さて、内容についてですが、今巻ではダブル主人公の形を取っています。

　実のところ、このシリーズの構想を練る初期の段階で、醍だい哉やが主人公以上に目立つ巻は作りたいな、と思っていました。というのも、元々醍哉のようなキャラを主人公にしたかったからです。その方が僕にとって楽なんですよ。

　しかしこのシリーズのコンセプトや、そのほか様々なこと考えると今回は見送った方がいいという結論になりました。しようのないことです。

　だけど僕は密ひそかに（当時の担当さんにも黙だまって）、そのうち醍哉を目立たせてやる、一かず輝きを食ってやる、と、一巻の時点で色々と仕込んでいました。一輝ではなく、醍哉の方に幼おさな馴な染じみがいたりするのはそのせいです。むしろ醍哉たちのコミュニティに、一輝が入ってる形ですもんね。

　そんなわけで今回、当初の予定を果たしたことになります。物語は終盤に差し掛かっていますが、醍哉のことだけでなく、構想時点でやろうとしていたことが、ほとんど実現できそうで本当によかった。




　それでは謝辞です。

　編集の三み木きさん、今回もありがとうございました。今後も楽しみながら作品を作っていきましょう。

　イラストの鉄てつ雄おさん、期間が空いてしまい、やりにくさもあったりしたかと思いますが、素敵なイラストをありがとうございました。鉄雄さんがこの物語を気に入ってくれていることは、すごく励はげみになっています。




　それから、読者のみなさん。続きが読みたいという声の多いことが、ふんどしを締め直して、またこの物語を出そうというモチベーションになりました。本当にありがとうございます。未熟な作者ですが、これからもよろしくお願いします。




　では、近いうちにまたお会いしましょう！





御み影かげ瑛えい路じ









[image: ]







御み影かげ瑛えい路じ

埼玉県出身。電撃の忘年会にコンタクトで行って、「誰かと思った」「マジで一瞬分からなかった」「本体の眼鏡を忘れてるよ？」などと言われるのが近年のお約束。
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イラスト／鉄てつ雄お

関東が暑すぎて北海道に引っ越そうかと本気で考え始めました。北海道にビッグサイトが出来たら即引っ越します。
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空うつろの箱はこと零ゼロのマリア5
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